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は じ め に

これ は統計情報 の高度利用 と普 及に関す る調査研究第2年 度の研究報告書で あ ります。

今年度 は統計情報利用に関 し,今 後,そ の重要性を ますます増 して来ると思われ ます統

計デー タベ ースにつ いて,そ の実情,問 題点 を明 らカこにすることを中心 的な課題 と致 しま

した。わが国の統計 は欧米よ りも進んで いると言われてお りますが,数 値統計 データベー

スに関 しま しては,構 築に しま して も利用に しま して も残念なが ら遅 れていると言わざる

を得 ません。 この原因は これ まで官庁統計の殆 どが出版物 の形で公表 されて きたためで は

ないか と思われます。パー ソナル ・コンピュー タや数値統計 データを利用す るためのアプ

リケー シ ョン ・ソフ トが進歩 し普 及 して も数値統計データベースを利用す る人 々は一部の

人に過 ぎません。

デー タベ ースは,現 在,い ろいろな形で開発 され利用 されていますが,そ の中で統計 デ

ー タベ ースは明確 な性格を持 ち,他 の データベースとはいろいろな点で区別 され るところ

が あ ります。従いま して,統 計デー タの高度有効利用のためには,統 計 データベ ースの構

築.検 索,利 用につ きま して適切 な システムが開発され る必要があ ります。その中にはま

だ今後 の発展 に待つ ところ も多い と思われます。

更 に進んで統計 データをよ り高度に利用するためには,よ り深 く利用者側の状況 と利用

目的 とを考慮 し,例 えばAIの 応用 などによる利用 システムを開発す るとと もに,利 用者

に対す る広い意味の教育活動 も必要であ ること も感 じられま した。

この報告書は,現 在の段階において統計デー タベースの状況に関 し,そ れを構築 しよ う

とす る人 々と利用 しよ うとす る人 々の双方に対 し有用な情報を含んで いる もの と信 じて』い

ます。

なお,本 調査研究 は財団法人統計研究会に委託 し,調 査研究を行い報告書 と して取 りま

とめま した。関係各位 の ご参考になれば幸 いに存 じます。

平成元年3月

財団法人 データベース振興センター

理事長 円 城 寺 次 郎
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1.総 論

統計情報の利用 と最 も関係の深 い ものが,統 計データベ ースであ ることはい うまで もな

いであろ う。以下 の各章 には,そ の現状 と問題点にっ いて述べ られている。

統計デー タベースはデータベースの中で は一種特殊 な ものであ るか ら,そ の構築の論理

には,必 ず しも一般 のデータベ ース構築の論理 をその まま適用す ることはで きないであ ろ

う。統計 データその ものの性質や特徴にさかのぼってその論理を構築 する必要が ある。そ

の ことは実 は統計学 の論理構成に も新たな課題 を提出す る ものであ る。 というのは統計デ

ー タとい うものが
,一 方で は客観 的に存在する対象集団を反映す ると同時 に,他 方で はそ

れを利用す る側か ら求め られ る情報を提供する もので なければな らない とすれば,統 計デ

ー タベースは
,一 方で は対象集団の構造 を反映す ると同時 に もとめ られ る情報の論理に適

合 した論理構造を持 たな ければな らないか らで ある。更 に統計数字 とは統計調査や業務記

録か ら得 られた ものであ るか ら,そ の調査の方法や記録の性質 もデー タの性質の中 に反映

され る。従 って統計 データは,そ の単位情報は数字 とい う簡単な形 であるが,そ の規定 は

通常のデー タベースにふ くまれ るデータに くらべ るとはるか に複雑であ る。有用で検索 し

やす い統計 データベースを作 るには,こ の点で うまく構築 しなければな らない。 それ はあ

まり容易で はない ことで あって,こ の報告書の内容はその点で も参考になると思 う。

しか し以上の ことは統計の提供者側か ら見たデータベースの あ り方であるが,統 計情報

の高度利用 とい う観点か らは,利 用者側の立場 を も考慮す る必要があ る。

これ まで統計情報 の利用者側については, .一応統計情報の需要 に対 す る表面的な調査 は

何回かな されて来た。 しか し現在統計情報の高度利用 を推進す るためには,統 計利用者の

利用 目的,っ まりどのよ うな情報を何のために求めているのか とい うことについて,よ り

一歩立 ち入 った調査 ・研究が必要であ ると思われ る。 とい うの は統 計の利用者,或 いは潜

在的 な利用者 は,必 ず しも自分の必要 と している情報が何であ るかを正確 に認識 して いな

いか らである。

統計について,利 用者の所在案内が必要であるといわれ る。 また統 計につ いて数字だ け

でな く,そ の性質や定義 にっ いての説明 も必要であると もいわれ る。 勿論 これ らの ことは

重要であ るが,し か しそれだ けでは十分 とはいえないよ うに思われ る。それ は丁度,薬 品

の名前 とそれぞれ の成分 にっいて くわ しい リス トがあ った と して も,病 人はどの薬 を飲ん
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だ らよいのかわか らないの と同 じで,調 査方法や定義,統 計制度 や達成制度等 につ いてい

くらくわ しい情報があ って も,そ の統計がど うい う目的に役立っか はわか らないであろ う。

この点で専門家向きと素人向 きとで は区別 しなければな らないと思われ るか もしれないが,

多 くは専門家 といって も,必 ず しも 「統計 」それ 自体 の専門家で ないので,専 門家 と素人

の差 は程度の違いと考え るべ きで ある。

そ こでむ しろ 「素人」を対象 に して,適 切 な統計 データを提供 し,し か もそれを利用者

に正 しく理解 して もらうにはど うすればよいかが問題 になる。一般 に統計利用者が真 に何

を目的 としているかにっいての分析 はまだほとん どなされていないので,こ の点につ いて

は何 も明確な ことをい うことはで きない。 む しろこの点が次の課題である。

＼
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II,統 計 分 野 に お け る デ ー タ ベ ー ス 開 発

一 方 法 と問題 点 一

1.統 計 デ ー タ ベ ー ス 研 究 の ス コ ー プ

統計分野 におけ るデー タベースの構築 と利用 はわが国においてかな りの進展 を見せて い

る。 その理 由の一端 は,わ が国が いろいろな面で大 きな政策上 の課題に直面 して いるか ら

である。経済構造 の調整,貿 易摩擦への対処,地 域の活性化,人 口老令化 の及ぼす影響,

環境問題,エ ネルギー問題,技 術進歩の社会的イ ンパ ク ト等,わ れわれを取 りま く社会経

済問題 はいずれ も複 合的要素を含んだ巨大な学 際問題である。 いずれのデ ィシプ リンに基

づいて接近す るにせよ,統 計的実証の重要性 はいうまで もない。何故な らば,も し実証を

経ないで単な る評論 に とどまるな らば,そ れは科学的検証の手がか りを与 えたとい う意味

で,独 断 と変わ るところがないか らであ る。逆 に,た とえ分析が複合問題 の一部 に光をあ

て るものであ って も,そ れが実証分析の手順 を踏んでいれば,そ れ は ビルデ ィング ・ブロ

ックの1っ とな りうるのである。 このよ うな意味で統計 データベースの構築 と利用の進展

にはその必要性 の面か ら見て うなずけるものが ある。 また同時に,統 計 デー タの入手可能

性 もわが国の場合かな り高い。市場経済圏の国 々と比較 してのみな らず,計 画経済圏の国

々と比較 して も統計 の豊 さは群 を抜いてい るとい って間違 いない。 もちろんその体系的利

用の可能性 という面で は十分ではないが,そ う した状態 こそがデー タベース化 の必要性を

示す もの といえよ う。 さらにパー ソナル ・コンピュー タの普及や コ ミュニ ケー シ ョン ・ネ

ッ トワー クの 自由化は,テ クノロジーの面か ら統計デ ータベ ースを支え るもの といえ よ う。

統計分野 におけ るデ ータベースと,他 の分野 た とえば文献や ビジネス用 のそれ とを区 別

して考え る必要があろ うか。今 日,デ ータベースの構築はあ らゆる分野におよんで いる。

したが って そこでの発展が統計分野にス ピル ・オーバ ーすることを期待で きる場合 も確 か

に存在す る。 しか しこれまでのデータベ ース理論 の分野 との交流の結果え られた印象で は,

統計分野への応用に は固有の困難が伴 うもののよ うであ る。その原因 は,一 般 のデー タベ

ースでは構築の基礎を個票 に求 めることがで きそれが実体世 界その ものであ るのに対 して ,

統計分野の データベ ースの場合集計 され た表を基礎 とせざ るをえず それ と実体世界 には距

離がある,と いうことに帰す る。

この ことか ら,統 計分野で実用 に供 されてい るデータベースあ るいはデ ータバ ンクは,
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各統計を収 めた個別の ファイルが並列 して置かれており,そ の内容 については別途 マニ ュ

アル等によって系列番号(あ るいは記号)を 探 す という形態に とどまる ものが多 いのであ

る。 これ は単なるフ ァイルの集積であ り,デ ー タベース分野でい うデ ータベース とは異な

る。

現在 この間のギ ッヤプを埋めるべ く,い くつかの研究が行われてい る。 その1っ は統計

データモデルの研究であ る。 これ は要約 していえば,統 計 デー タを実体世界 の中で一般的

な型で記述す る方法を探る ものであ る。 いいかえれば,デ ータに関す るデー タ,す なわ ち

メタデー タの構成要素を確定 しよ うとす るものである。統計データモデルについて合意が

で きれば,具 体的な統計調査をそれ によ って一般 的なかたちで記述す ることがで きること

になる。 したが って統計分野 とデータベ ース理論 の分野 との間に架橋がで きた ことにな り,

データベース分野 の成果を利用で きることにな る。 もう1つ の接近法は統計 デー タベ ース

(前記の意味での個別 フ ァイルの並列か ら成 る)の 検索に人口知能(AI)を 利用す る方

向で ある。熟練 したユ ーザは,特 定の問題 を分析す るために,① 抽象的な問題 を分析可能

(オペ レー ショナル)な 変数の組合せに置 き換 え,② 個 々の部分 に該当す る統計概念か ら,

それ を含む統計調査(し ば しば複数の)を 探 り,③ 統計データベ ース内のどの ファイルに

あるかをマニュアル等で検索 し,④ 収録 されていればこれを出力(プ リン ト・アウ トない

しユ ーザ ・フ ァイルへ)し,⑤ なければ統 計書 か ら検索 して入力を行い,⑥ 時系列的な指

定の可能性 たとえば分類の変更,基 準時点の変更,単 位の変更,デ ー タ改訂の有無

のチ ェック等 一 を検討 した上で斉合的なデ ータを作成,⑦ 上記② ～⑥ を必要 に応 じて

各変数について繰 り返 して素材を整え,⑧ さらにデータ加工を施 して(比 率,構 成比,伸

び率,対 数 変換,加 重平均等が しば しば用い られ る),⑨ 分析 を行 うことになる。問題点

を明 らかにするために① に立 ち戻 って問題を再定式化す ることもしば しばで あろ う。類似

の統計デー タを各種 の ソースか ら得 ることがで きるのが普通であ り,そ れ らは調査間隔,

速報値の有 無 サ ンプルの大 きさ,分 類の精粗、時系列的遡及の可能性,単 位等 の点で若

干づっ異なる。 こうしたことの一部 は上記の統計データモデルをデータベースに組み込む

ことで解決する ことが期待 されるが,そ れが全てでないことは明 らかであ る。 したが って

統計 エキ スパー トの頭脳の中にある判断 ルールを知識ベ ース化 して,一 般 的な利用 を可能

に しようとする試みには大 きな意味があ る。

こうした ことも含あ,統 計デー タベ ースの果すべ き機能には次 のよ うな ものが ある。
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① 実証デー タの蓄積

一般 には磁気媒体で公表 されてい るものを入手す ることと してのみ理解 され ている

が,官 庁 ・各調査機 関統計 の磁気媒体での公表の促進な ど もここに含まれている。

② 分類の標準化,基 準 時点 の整合化その他による独 自の統計デ ータセ ッ トの開発

③ 大規模かつ学際的な問題 に関す る実証分析

④ 分析用 アプ リケーシ ョン ・ソフ トウェアの整備 ・開発

一般には市販の アプ リケー シ ョン ・ソフ トウェアの購入で十分 と考え られてい る。

しか し実際には,市 販 の ものはデータ容量に制約があ った り,機 能 的に分析面のみを

備えていてデータの前 処理 ・後処理の機能が不十分だ った りす る場 合がある。た とえ

ば入力データのデータベ ース管理,デ ータ開発,フ ァイル統合 ・分割や出力,表 示等

が その例であ る。

⑤ 統計データベースに関す る理論的研究

メタデータ,統 計デ ータモデル,人 工知能 の応用等,前 述 の課題が ここに含 まれ る。

⑥ 統計データセ ッ ト,実 証分析,計 量モデル,ア プ リケー シ ョン ・ソフ トウェア等に

関する研究の所在案内

統計 データベースの開発 と利用が一拠点のみで完結 す ることは期待で きない し,ま

たそれが望 ま しい ことで もない。必要 なことは,各 研究 機関や研究者個人がそれ ぞれ

独 自の目的か ら研究開発 を行 い,か っそれ らの成果が知 られてい ることであ る。 デー

タベースの分野 は基本的 に従来の学 問分野を横断す る性 格を有す るため,研 究 の所在

情報 は特に重要である。成果の流通 にっいて は更 に検討 を要す るであろ う。将来 的に

は,分 散型の研究体制 と,何 らかの ク リア リング機能を介 した流通が 図 られ る必要が

あろう。 この機能 はわが 国の内部で閉 じた ものであって はな らず,国 際的機能 分担 と

技術的な整合性の維持 を当初 か ら図 るべきであ る。

⑦ 統計データベースをサポー トす るコンピュータ ・システムの整備

この システムは統計デー タを蓄積 し分析する中核であ ると ともに,デ ー タ ・コ ミュ

ニケーションの拠点で もあ る。 また統計分野 に必要 な特殊機器を有 し,電 子 メール ・

コンピュータ会議等の機能を提供す る。

本稿ではこのよ うな全体像 を視野 に収めなが ら,現 実 にど こまでの発展が 見 られて

いるかを具体例 に基づ いて明 らかに し,さ らに今後の方 向づ けを検討 したい。
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2.シ ス テ ム 構 成

本節の具体例 は筑波大学 における多 目的統計デー タバ ンク ・システムである。1シ ステ

ムの紹介ではあ るが,統 計分野 に特化 した ものであ り,ま た現実に1980年 以来の稼働実績

(こ の間に システムの拡 充を見たが)を 有す るものと して意味があろ う。

筑波大学において は学術情報処理 セ ンターを有 し,ま た 日経NEEDSの 利用契約 を有

す る状態か ら出発 した。 しか しセ ンターについては,① 大型 シ ミュレー ション ・ジ ョブの

投入が全体のパ フォーマ ンスを下 げる,② データベ ース用大型 ファイルの常駐は学 内計算

コス トを用いて も相当の コス トを要す る。 システムが頻繁 に変更 され その度 にユーザ ・プ

ログラムの変更を要す,④ 年 間を通 した利用で きない 日があ る,等 の制約の他 ,⑤ 各種の

シュ ミレ一 夕や特殊機器の制御 のためいずれにせ よCPUを 必要 とす る,と い った事情が

あった。またNEEDSに ついて は,① 利用可能なデー タは研究用 と して見た場合 は必要

データの数%に も満たない,② 研究用 としては大型のユーザ ・フ ァイルをディス ク上に常

駐 させることになるが これが極 めて コス ト高であ り,ま た磁気 テープ によるバ ックア ップ

等 のサー ビスが十分得 られ ない,と い った事情があ った。 これ らはいずれ も約10年 前の状

態 であるが,現 在 において も基本的には変化が見 られ ない。

さらに,前 節で述 べた①②③④⑥ とい った機能を果す ために も,専 用のコンピュー タ ・

システムは必須であ った といえ よう。

しか しい うまで もな く,専 用 コンピュータはセンター ・コンピュータと接続 してお り,

必 要に応 じてその機能 を利用す ることが可能 とな って いる。

ハー ドウエア構成

第1図 はシステムのハ ー ドウェア構成を示す。 この システ ムは,① 時系列統計,マ ト

リックス ・タイプの統計,サ ーベ イ ・データ等の各種統計デー タの処理を行 うほか,②

各種特殊機器の制御,③ スケジュール管理,ワ ー ドプ ロセ シング,電 子 メール,電 子掲'

示板,カ ー ド型簡易 データベー ス ・ソフ ト等の総合的な研究 サポー ト機能,④ および専

用回線,LAN,公 衆回線,パ ケ ッ ト交換網に対す るコ ミュニケー ション機能 を有 して

いる。

主要なハー ドウ ェアは次の とお りである。

① 中央処理装置

② 、システム ・デ ィス ク,ユ ーザ ・デ ィスク

③ 磁気テープ装置(1600/800BPIお よび6250/1600BPD
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第1図 統 計 デ ー タベ ー ス ・ハ ー ドウ ェア構 成 図

中央処理装置

ECLIPSEMV/10000
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L__」 」_________J
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音 声 入 出 力 装 置

X-YPlotter等

京三製

グラフテ ック製

IAC-16

調 歩 同期 式 イ ン タ ー フ ェー ス

NAL系
末

タ

学
端
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エ
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プ

会
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漢
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NEC製

IAC-16

調 歩 同期 式 通信 イ ンタ ー フェ ー ス

IAC-8

調 歩 同 期式 通 信

イ ンタ ー フ ェー ス

Graphic

Display等
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環 境 科 学 研 究 科
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L________J

漢字 レー ザ

プ リ ンタ

そ の他

DMA

バ ス

1989年2月 現在

回 はモデ ムを示す。

本 システム は別記 した ものの他 は、 日本 データゼネ ラル 製である。
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④ バ ン ド ・プ リンタ

⑤ レーザ ・プ リンタ`

⑥ グ ラフ ィ ック端 末(小 型 プ リンタ付4台 を 含 む)

⑦ 音 声 入 出 力装 置

⑧X-Yプ ロ ッタ

⑨ グ ラフ ィ ック ・レス ポ ンス ・ア ナ ライ ザ装 置

ソフ トウ ェア構 成

利 用可 能 な ソ フ トウ ェア と して は次 の ものが あ る。 以下 で 市販 は ソ フ トウ ェア ・ベ ン

ダ ー によ る市 販。 導 入 は他 機 関か らの 譲 渡等,開 発 はプ ロジ ェ ク ト内 開発,シ ス テ ム は

CPUメ ー カー に よ る開発 ・コ ンバ ー ジ ョンは市 販 を 示す 。

A.化 学 技 術計 算,計 量 分析:

①SPSS-X(市 販)

②TSP(市 販)

③ 産 業連 関分 析(導 入)

④EDIT(EmpiricalDatalnputandTransformationSystem)(開 発)一 デ

ー タ入 力 ,加 工,フ ァイ ル編 集,回 帰 分 析,因 子 分 析,プ ロ ッ ト出力,音 声 出 力

等 。

⑤MAT(MatrixAutomaticTransformer)(開 発)一 公表 され る統計 表 を 時系

列 的 に蓄 積 し,得 られ る3次 元 マ トリック スの入 出 力,加 工,演 算,系 列 出 力

(上 記EDITの 系列 と して利 用 可 能)。

⑥TECH(TechnologicalProgress)(開 発)Solow-Nelsonタ イ プ の技 術 進

歩 分析 用 の プ ログ ラムで あ り,EDITと 接 続 可 能。

⑦FICS(FileConversionSystem)(開 発)一 各 種 パ ッケ ー ジ間 の デ ー タフ

ァイ ル ・コ ンバ ー ジ ョンを行 う。

⑧1-O(lnput-OutputAnalysis)(開 発)産 業 連 関分 析 を体 系 的 に 行 う も

ので,デ ー タ入 力,テ ーブル 出 力,投 入 係数 計 算,逆 行列 各 種 の算 出,要 員 分 析,

価 格 分 析,RAS法 等 の機 能 を 有 す る他,こ れ らの 出力 フ ァイル の デ ー タベ ー ス

化 を 行 う。

⑨GRAF(GraphicResponseAnalyzerandForecastingSystem)(開 発)一

本 来 は シ ミュ レー シ ョ ン ・モデ ルを用 い た コ ン ピュー タ会 議 用 プ ロ グラ ムで あ る
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が,大 型 の統 計系 列 フ ァイル の作 成,計 量分 析(変 数 選択 を含 む),大 型 シ ミュ

レー シ ョンを 行 うよ う拡 充 。統 計 デ ー タ自体 の デ ー タベ ース管 理 の 他,関 数形 の

デ ー タベ ー ス,推 計式 の デ ー タベ ー ス,外 生 変数 群 の デ ー タベ ー ス,シ ミュ レー

シ ョン結 果 の デ ー タベ ー ス等 を管 理 で き る。 プ ロ ッタ出 力,レ ーザ プ リ ンタ出 力

も行 う。

これ らの ア プ リケー シ ョン ・プ ロ グラ ムの ベ ース と して 下 記 の もの が あ る。

⑩NSP(化 学 技 術計 算 用 サ ブ ル ー チ ン ・パ ッケ ー ジ)(シ ス テ ム)

⑪TRENDVIEW(グ ラフ作 成 ソ フ トウ ェア)(シ ス テ ム)

⑫GCI(グ ラフ ィ ック処 理 サ ポ ー ト ・ソフ トウ ェア)

⑬WXPLOT(X-Yプ ロ ッタ ・サ ポ ー ト ・プ ロ グ ラム)

B.デ ー タベ ー ス:

① ス ーパ ーIRIS(カ ー ド型 デ ー タベ ース ・システ ム)(市 販) 32ビ ッ

ト用 で あ るが16ビ ッ トパ ソ コ ン用 のIRISと コ ンパ チで あ る点 に特 徴 が あ る。

C.研 究 支援 ツール:

①CEO(シ ステム)一.・ 電子 メール,日 英 ワー ドプ ロセ シング,意 思決定支

援,ス ケ ジュール管理などを統 合的に行 う。文書 ファイルの作成 その電子 メー

ル と しての発信等を行 うことがで きる。

② これに付随 して,OCRに よる既存文書の読み込み機能を1989年 度 に導入,実

用テス トを行 う。 これによ り,CEOへ の入力 ボ トルネ ックの解消が期待 され る。

D.デ ータ通信関係:

①XODIAC(シ ステ ム) ホス トと同一のOS(AOS/VS)を 有す

る機 種 との ネ ッ トワー ク ・マ ネ ジメ ン ト ・シス テ ム。

② HASP-U(シ ス テ ム)

ン ・エ ミ ュ レ ー タ 。

IBMHASP/ASPワ ー クステ ー シ ョ

③Connection(シ ステ ム)一 ーIBMPC,NECPC,DG-

One等 をCEDに 接 続 す る ため の ソフ トウ ェア。

④ 端 末 エ ミュ レー タ(シ ステ ム)NECPCに ホ ス ト機 の 端 末機 能 を持

たせ るた め のエ ミュ レー タ。 これ に よ り利用 者 は広 く普 及 したパ ソ コ ンを端 末 と

して 利用 し,公 衆 回 線 を利 用 して デ ー タベ ー ス用 ホ ス ト機 に ア クセ スで き る。
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E.高 級言語

①

②

③

④

⑤

①

E

G

①

②

FORTRAN77(シ ステム)

PL/1(シ ステム)

PASCAL(シ ステム)

C(シ ステム)

SWAT(シ ステム)一 会話型高級言語 デバ ッグ

日本語情報処理:

IKIS(InteractiveKanjilnformationSystem)

オペ レーティング ・システ ム:

AOS/VS(シ ステム)

MV/UX(シ ステム)-AOS/VSの もとでUNIX環 境 を実現す る。

以上の ソフ トウェアについて は,い ずれ もプ ログラム ・マニュアル,ユ ーザ ・マニ ュ

アルが準備 されているので,こ こでは詳細 には立入 らな い。

システムの特徴

全体を貫 くプ リンシプルは次のよ うに要約 で きよ う。

① 開発部分は統計分野におけ るデータ開発支援を主 目的 としている。 デー タの タイ

プに応 じて,入 力,加 工,フ ァイル編集等が弾力的に行え るよ う配慮 されて いる。

② 部分 ごとにモ ジュール化 されてい る。 これ はデー タにつ いて標準 フォーマ ッ トを

定めてお き,そ れ による受け渡 しを前提 に分散的に開発す る体制を とったためであ

る。(た だ し標準 フ ォーマ ッ トについてはデータベース管理 との関係で再検討が必

要な部分がある。)

③ プ ログラムにつ いては移植性を高めるため特定のオペ レーテ ィング ・システ ムや

データベ ース管理 システムを前提 と しないで書かれている。利用するサ ブル ーチ ン

につ いてはいずれの システムで もほぼ同一機能の ものが用意されている ものを利用

することを原則 と している。

③ ユ ーザの置かれた環境 との整合性 を意識 してい る。 そのため広範に利用可能 なパ

ソコ ンにエ ミュ レータ(デ ィスケ ッ トで入手可能)を 付加する ことにより,LAN

また は公衆回線か ら利用可能 になっている。

④ 統 計分析用以外に広範な研究サ ポー ト用機能を有 する。 カー ド型データベ ース ・

ソフ ト,電 子 メール等がそれであ る。
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メ ッシュ ・データの場合

なお,統 計 とい って もメッシュ ・デー タ(グ リッ ド・デー タ)の よ うに面的な広が り

を持つ ことを前提 として扱 う必要があ るものがある。 メ ッシュ ・デー タは次のよ うな点

で重要性 を認め られて きた。

① 最小単位地域 の情報 を与え る。標準 メ ッシュは緯度 ・経度 に基づ いて 日本全土を

同 じ基準で網羅 してお り,そ の大 きさは約1平 方キ ロ,地 域 によ って は更に これを

分割 した ものが作成 されて いる。

② メ ッシュに基づ いて任意 の地域を構成することがで きる。 これは都道府県 ・市町

村 とい った行政 区域のみな らず,鉄 道 ・道路沿線,流 域,商 圏,通 勤圏,公 害拡散

範囲な ど各種の概念 に対応で きる。

③ メ ッシュ ・デー タの整備が進んだ。利用可能 な もの と して,国 勢調査(総 務庁統

計局),国 土数値情報(土 地利用,土 地条件,地 価,道 路,鉄 道,公 共施設,指 定

地域,そ の他)(建 設省国土地理院),農 林業セ ンサスデータ(国 土庁作成),工

業統計調査データ(国 土庁 作成),商 業統計デー タ(国 土庁作成)な どがあ る。

④ リモー トセ ンシング ・デー タ,各 種拡散データ,地 形図 ・土地利用図,都 市計画

図 ・施設計画図その他,メ ッシュ ・デー タとあわせて利用で きるデータが存在する。

メ ッシュ ・データは このよ うに地域分析の分野で は多大 の可能性を有する もので

あ るが,一 方で は利用上の制約 も大 きい。1つ にはデ ータ量 が尾大 にな ることがあ

る。 これはコンピュー タの利用を不可避 にする。 しか しよ り本質的には,入 力 ・出

力 に工夫 を要することで ある。 この ことは例えば リモー トセ ンシ ングの画像 や航空

写真か らのデー タ入力を考えてみれば明 らかであろ う。 また原デー タ,加 工 データ,

分析結果を出力す る場合に も面的情報に対処す る必要があ ることは明 らかであ る。

第2図 は こう したニ ーズに応え るための システムで あ り,環 境 シミュレータの名

称 を もつ。主要なハー ドウェアは次の とおりである。

① 中央処理装置

② デ ィスク装置

③ 磁気テープ装置

④ ドッ ト・プ リンタ

⑤ ドラム ・スキ ャナ 画像デー タ(ア ナ ログ)を ドラム上 には りつけた上で

スキ ャンしデ ジタル情報(RGB信 号)と してCPUに 送 る。
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第2図 環境 シ ュ ミ レ一 夕 ・ハ ー ドウ ェア構 成 図

ハ ー ドデ ィス ク

社会工学系

ECLIPSEHV10000

高級言語
FORTRAN77
ASSEMBLER

DPi10

20MB

MTデ ッキ

800/1600BPi

DPio

20MB

1989年2月 現 在

通信回線
9600BPS

画 像 処 理 シス テム(全31プ ログ ラム)
ECLIPSES/140㈱ き もと製

256KB

SD-1000㈱ き も と製

R・G・B・B/w4成 分

8bit出 力

カ ラ ー

デ イ ス プ レ イ

カラーデs■スプレイ装 置M-201

㈱ き もと製

カ ラ ー イ メ ー ジCiR-300

レ コ ー ダ ー 日 本 ア ビオ ニ ク ス ㈱ 製

ビデオプ ロセッシングB350

ユ ニ ッ ト 三 菱 電 機㈱ 製

ラ イ ンサ ー マ ルG500A-10

カ ラ ー プ リ ン タ 三 菱電 機㈱ 製

EVC-110

㈱ 朋 栄 製

VTR

(VHS方 式)
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⑥ カラ ー ・デ ィスプ レイ装 置

有 し,

⑦

⑧

⑨

RGBに 対応 して4画 面の ブ レームメモ リを

個 々の画面 ない し演算結果をカラーデ ィスプ レイに表示す る。

カラ ー イ メ ー ジ レコー ダ

カラ ー プ リン タ

カメラへの画像 出力。

テ レビおよびVTR装 置 一 ー カラーエ ンコーダを介 してテ レビ画面 または ビ

デオ装置 に画像 を出力。

なお環境 シ ミュレー タは先の統計データバ ンク用 コンピュータと専用回線で結 ばれ て

お り,大 型 フ ァイルの操作や蓄積 はデータバ ンク側で行 う体制 とな ってい る。

統計 データの利用

それでは このよ うな システムの存在を前提 に した場合,統 計 デー タの利用は どのよ う

なかたちを とる ことになるであろうか。そのためにはデー タコ ミュニケー ション ・ネ ッ

トワークを示す必要があ る。第3図 がその具体例を示す。

第3図 は再 び筑波大学多 目的統計データバ ンクを示 して いる。図の下半分は前述 の多

目的統計データバ ンク室お よび環境 シ ミュレータを示 して いる。データバ ンク ・システ

ムの中では更 に大型 デ ィス ク ・メモ リ(統 計デ ータベ ースおよびアプ リケー シ ョン ・ソ

フ トを収容),レ ーザ プ リンタ(グ ラフィッ久 漢字文書 出力等),統 計用 ワー クステ

ーション(グ ラフ ィック端末
,小 型プ リンタ,プ ロ ッタ,音 声出力装置か ら成 る),コ

ンピュータ会議用設備が示 されている。 こうした設備 や端末 はいずれ も統計デ ータベ ー

ス用 コンピュー タに直結 されている。

これを含め,デ ー タコ ミュニケー ション ・ネ ッ トワー クは次のよ うな形を とってい る。

①CPU直 結

② 専用回線 環 境 シ ミュ レー タ,各 研 究科,学 術 情 報 セ ンターCPU,技 官 室,

研究室の一部

③LAN

トが最近利用可能 にな り,

利用で きる。

④ 公衆回線 電話回線 を介 してのア クセス。

各地か らの利用者 に公開 されている。

い くつかの学系が保有す るワー クステー ション等 を結ぶ イーサネ ッ

これを利用 したLANか ら統計デー タベ ース用CPUを

これ は構内か らは もちろん,全 国
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第3図 統計 デ ー タ ベ ー ス ・シスデ ム とネ ッ トワー ク概 念 図

「 一 ⊥ 一「

lDSU-21

FACOM

M-780

IBM

S/38

データゼネラル
S/140

環 境

シ ミュ レータ
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メモリ

カラー

プ リンタ

カ ラー

エ ン コーダ

デー タゼ ネ ラル

MV/10000

____'

＼

カラー

テ レビ

!

/
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⑤ パ ケ ッ ト交換網 NTTの 提供す るDDXを 介 して,端 末か ら,あ るいは他

の ホス ト機か らの アクセスが可能である。公衆回線か らのア クセスは簡易であ る半

面,デ ー タ ・コ ミュニケー ションといって も電話をかけ放 しにす るの と事実上同 じ

であ るか ら通話料のかたちで料金がかか る。 これ に対 してパ ケ ッ ト交換網を介する

場合 は,デ ー タ通信の契約が必要 であるが,デ ータがパケ ッ トとしてや り取 りされ

た分だけが利用料金 となる。特に統計デ ータバ ンク用 コンピュータと同 じOSで 動

くコンピュー タが利用者側 にあれば,密 かにシステ ムを組んで あたか も1台 の シス

テムのよ うに利用することが可能 であ る。

利用者がパ ーソナル ・コンピュータを有す る場合に は次のよ うなセ ッ トア ップとなろ

う。

① パ ソコン

② モデム

③ 電話回線接続用 ケーブル(市 販)一 ー一・かみ合せ る型 の端子を もっ もの

④ エ ミュ レー タ

⑤(電 話)

特定のポータブル ・パ ソコン(端 末)を 有 する場合 は,① ～④ によって国内 ・国外 い

ずれの場所か らで も統計 データベ ースへのア クセスを行 うことがで きる。また こうした

ポータブル ・パ ソコンは最近で は40メ ガ程度以上のハ ー ドデ ィス ク ・メモ リを有す るも

のが見 られる。そ うな るとパ ソコン固有の ソフ ト(表 計算,デ ータベ ース,ワ ー ドプ ロ

セ シング等)の 他 に,SPSS-Xあ るいはTSPと い った汎用 ソフ トのパ ソコン版が

利用可能で ある。 したが って利 用者は統計データベ ースか ら必要 なデータを 自らの シス

テムにダウンロー ドして分析や シ ミュレーシ ョン実験を行 うことがで きることになる。

3.社 会 的 ル ー ル の 問 題 点

各官庁やデータベース ・デ ィス トリビュータがパケ ッ ト交換網 とっ なが ってデー タ提供

を行 うことになる(一 部 は既 に実現 している。たとえば 日経NEEDSや 総務 庁統計局の

デ ータベース)か ら,利 用者 は目的に即 して各統計データベースや フ ァク ト・デー タベー

スを使いわけることにな る。例えばあ る問題に関する統計を入手 して解析す る一方,そ の

問題に関す る記事を検索 した り,こ れまでの分析例を検索 して,多 角的な問題理解 を図 る

ことが当然 のこととなろう。
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こうした状態 はデー タベ ースの普及 とい う意味で は望 ま しいわけであるし,ま た前節 に

おけるテ クノロジー面か らの検討か らも明 らかなよ うに直 ちに実現可能である。

しか しそ こには幾多の問題点が残 されていること もまた事実である。

第1は プライバ シー問題であ る。情報化社会の到来を歓迎す る声の一方で,こ れ を警戒

す る声 もあ る。われわれ は月収を得 るが これは銀行 口座 に振 り込 まれてお り,ク レジッ ト

カー ドで買物 を し,各 種の保険に入 り,医 療や教育のサ ー ビスを受け,世 論調査 に応 じ,

住民登録を し,ま た税金を払 っている。 こうした活動 はすべて データベース化(個 別分野

において)さ れてい るが,こ れ らが もし統合 され たデー タベ ースとなるな らば,そ の弊害

は計 り知れない。 しか し本稿で はこうしたプライバ シー問題 にはデータベース作成側 に歯

止 めがかけられ るもの と して,こ れ以上立入 らない。'

以下では統計デ ータベースが集計量を取扱 うもの として もなお残 る問題について若干 の

検討を行 う。

第2は 著作権の問題 であ る。 データベ ースの著作権 につ いて は文化庁の著作権委 員会 に

おいて検討が行われ,既 に これに著作権を認め ること,そ して新規の著作物 と認め る場合

のルールにっいて合意が成立 し立法化 されている。官庁統計の よ うに国の費用で作成 され

た ものであって も当然なが ら著作権は存す る。

しか し国が著作権を もつ統計の利用者(民 間の統計 デー タベ ース ・ビルダーおよびデ ィ

ス トリビュータ)に 対 して著作権料を要求するか否かは別の問題である。現実には,官 庁

統計 は外郭団体 によって市 販され,購 入者がさ らにデー タベースと して第三者 に提 供す る

場合には割増金額 を支払 うことで,こ の問題 は回避 されている。 しか し情報の特性 は複製

が極 めて容易かつ実際上費用 な しに行え ることにあ る。 デー タコ ミュニ ケー ションが将 来

更に一般化 し,地 理的 な隔た りを費用面で もテクノロジー面で も全 く意識 しな くてすむよ

うにな った場合には,統 計デー タベース同志の間で問題化す る恐れがある。

第3の 問題 は,し たが って著作権の有無 とい うよ り,デ ー タベース構築費用の回収ない

しは社会的利益の内部化の問題であ る。統計デー タの主要作成者であ る各官庁(そ の外郭

団体)は,利 用者 に とってデー タベース利用上の利益が大 きければ大 きい程,現 在の限界

コス ト主義(す なわちほとん ど磁気テープその ものの代金)か ら賄われるはずであ ろう。

しか しこれは民間の統計 データベース ・ビルダーおよびデ ィス トリビュータの利害 と相反

す ることになる。 同時 にまた統計 データベ ースの存在理 由は単 な る素材データの提供 はそ

の一部 にす ぎないか ら,ア プ リケー ション ・ソフ トの機能向上,コ ンサルティング機能の
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付加 とい った発展が,産 ・官両サイ ドによ って図 られ るであろ う。 その結果,統 計 データ

を横断的に利用す る必要のあ る利用者 は,多 種の統計 デー タベース と契約せざ るをえな く

なる。 しか もそれぞれが異 なる検索方法やデータフォーマ ッ トを有 し,重 複 した ソフ トウ

ェアを もっ ことにな りかね ない。

こうした ワナに落ち込 まないためには,統 計データベースの分散 的発展 はこれを認 める

として,デ ー タ流通 の際の共通 フォーマ ッ ト(統 計デー タモデルおよび可能な限 り数値そ

の ものの フォーマ ッ ト)に つ いて合意を図 る必要があろ う。 これは更にアプ リケー シ ョン

・ソフ トの守備範囲(デ ー タベース提供側 と利用側の)を 明確化す るで あろ う。

例 え これが実現 した として も,統 計 データを横断的に利用す るタイプの利用者 にとって

の問題 は完全に解消す るわけで はない。 こうした典型例 は学術 ・教育 目的の利用者である。

この タイプの利用者の特徴 は,対 象範囲が 「広 く薄い」 ことで ある。設備 や コ ミュニ ケー

ション ・ネ ッ トワークが低 い限界 コス トで利用で きることと相 いまって,こ うした利用者

の統計 データベースを 自ら構築す る方 向を 目指 さざるをえないので はなかろ うか。 ただ し

この場合,広 く利用可 能なアプ リケー シ ョン ・ソフ トや統計 データセ ッ トにつ いて は市場

的解決が可能であろ う。

第4の 問題 は,学 術研究用 のアプ リケー ション ・ソフ トやデー タセ ッ トの開発に対 して

いかな るイ ンセ ンテ ィブを与 えるかであ る。上に見た シナ リオが正 しいとすれば,こ の部

分 は市場機構では解決が難か しい公共財的性格を有 して いる。 しか も第1節 の冒頭で触れ

たよ うに,現 代社会が直面す る政策上の課題に答えるためにはこうした タイプの統計 デー

タベースを維持 してお く必要があ りそ うである。 これ はいわば社 会の 「触角」なのである。

世 界経済の15%近 くに達す る経済規模を有 し国際的責任が増 しただけで な く,国 内的に も

解 決すべ き課題を抱え るわが国 として は,社 会のどこか に この機能 を持 つ必要があ る。

しか し現実 には学会 は未だ学術論文のみを研究 のア ウ トプ ッ トと見なす偏向か ら脱 して

いない。理論的 アウ トプ ッ トのみな らず,政 策的 ・実証 的アウ トプ ッ トな らびに分析用 ツ

ールのアウ トプ ッ トに も正 当な評価 を与え る必要がある。 た しかに こう した成果 は刊行物

とす るには しば しば不適 当であ る。 これ はその情報量が尾大で印刷に適 しない他,改 訂 や

ア ップデー トが重要で あ り印刷物 として固定す ることが不適 当であ るとい う本質的な問題

があ る。 したが って,統 計 データセ ッ ト,計 量モデル,ア プ リケー ション ・ソフ トウェア

等については,印 刷物 による公刊で はな く,コ ンピュー タ ・ネ ッ トワーク上への公刊,す

なわ ちオ ンライ ン ・パブ リケーシ ョンを評価す る途を開 くべ きであ ろう。またその利用 は
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フ リーライダー問題を避 けるため,ク ラブ財的運用を検討すべ きであろ う。

4.統 計 デ ー タ セ ッ トの 開 発

本稿の第1節 において,統 計 データベースの果すべき機能 として次の諸点を指摘 した。

① 実証 データの蓄積

② 独 自の統計 デー タセ ッ トの開発

③ 実証分析

④ 分析用アプ リケーシ ョン ・ソフ トウェアの整備 ・開発

⑤ 統計 デー タベー スに関す る理論 的開発

⑥ 研究の所在案内

⑦ コンピュータ ・システムの整備

これまでの議論で は,⑦ システ ムの上 に①実証 データの蓄積な らびに④ ソフ ト開発が行

われ,⑤ データベ ース理論 との架橋が図 られていることを概観 した。⑥所在案 内が補助的

役割 を果す ことに も意見の相違 は無い ものと思われ る。

しか し,② 独 自の統計 デー タセ ッ トの開発な らびに③実証研究が統計 データベ ースの一

環 と して位置づけ られるべ きか否かにっ いては意見が分れ るところであろう。統計データ

ベースの役割は原デー タをオ ンライン上 に置 き何 らかの検索上の手がか りを与え る(コ ー

ドブ ックによ るにせよ,統 計デー タモデルや人工知能 を利用す るにせよ)と ころに とどま

るべ きであ るとす る考え方 もあ るか らであ る。 この見方 によれば,デ ータの体系化や加工

は統計データベースの範囲外であ り,利 用者 の責任分野 ということになる。

これを図示すれば次 のよ うになろ う。

讃 詞 個 欠 中 集 磁 デ エ 標 横 フ デ 分 関 実 シ
査 査 損 間 計 気1ラ 準 断 ア1桁 数 験 ミ
票 実 値 フ 表 媒 夕1化 的イ タ ・ 形 結 ユ
設 施 票 処 ア(体 入 ・ 整 ル 加 モ ・ 果 レ
計 理 イ 公 化 力 チ 理編 工 デ 式 の1

ル 表 エ 集 ル のDシ
)ッ 化DB

ヨ
クBンー

データ加工度

諮∴A
B

C

D
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Aの 立場は,統 計 デー タベース構築の最大の(唯 一で はないに して も)利 点を マイクロ

・データのマ ッチ ングにあ るとす る立場である。 このアプ ローチは,各 種の統計調査の個

票の レベルでエキザ ク ト・マ ッチ ング(同 一サ ンプルか らのデータの照合)あ るいは統計

的マ ッチ ング(統 計的属性 によるマ ッチ ング)を 行 うことがで きれば,入 手できる情報量

が飛躍的に増 えるとす る。事実,こ うしたアプ ローチを とる国 もあ る し,統 計部局 自 らマ

ッチ ングは行 わないが個 々のサ ンプルを識別で きるよ うな情報 は消去 した上で個票を実験

用 データと して研究 目的等 の利用 に供す る国 もある。 このアプ ローチを とれば,ミ クロ経

済学の理論的成果を直接応用す ることができるし,デ ー タベース理論の応用面で も統計の

特殊性を ことさ ら強調 す る必要がな くなるとい う利点が あ る。 この立場に立てば,マ ッチ

ングの便宜のために調査票 の設計のあ り方が重要視 され る し,公 表 も固定的な集計表で な

く(マ シン ・リーダブルな形で公表 されていて も内容 は個 々の集計表であることが多 い)

弾力的な集計 を利用者 に許 す何 らかの中間段階のフ ァイル によ るべ きだ ということになる。

しか しこのアプローチの実現可能性は別問題であ り,わ が国における現実問題 と しては

利用者 は個 々の統計調査結 果が集計表 として公表 された段階を出発点 とせざるをえない。

これ らをマ シン ・リーダブルな形で蓄積 し,原 統計あ るい はデー タ入 力段階 におけ るエ ラ

ーの除去を図 ること(図 におけ るB)は 誰 しも認 めるところであ る。 これはいわば生 デー

タの段階についてで ある。

Cの 立場 はさらに進んで,統 計 データの標準化,デ ー タ加工 までを統計データバ ンクの

機能 に含めて考え る。 ここで いう標準化は確定 した概念で はないが,各 種分類の整合化,

非整合の場合の接続,単 位や基準 時点の統一,な どを含んで用 いている。 したが って この

段階は既に何 らかのデータ利用 目的を想定 して いることになる。 フ ァイル編集 はこ こで は,

異種統計を横断的に含む フ ァイル(ク ロスセ クションを意味す る ものではない)作 成を含

んでいる。(ア プ リケー ション ・ソフ トウェアが複数 フ ァイルに同時にア クセスで きるの

であればファイルを実 際に統合す る必要はない。)こ の場合 には,指 数の基準時点,分 類

の統 合 ・分割,調 査 間隔が異 なる場合の調整(た とえば補完),も れ率の修正等 のデータ

加工が要求され る。

ここに至れば,そ うした操作 は既 に分析 自体 と無関係で はあ りえない。 ここまでの段階

を統計 データベ ースに固有 の領域 と考え るアプローチは,生 デー タの集積だ けで は統計 デ

ータの利用はで きない以上,標 準化 ・体系化 して初めて意 味が あると主張す る。例 えば一

橋大学 の長期経済統計や総務庁統計局 による長期系列 の編 集はその好例で あり,原 統計 は
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既 に存在するが散在 しているのであ り,こ れを標準化 ・体 系化 したことに大 きな意義 を認

めるのである。 この考えを押 し進めれば,統 計データベースはいわば 「博物館」である必

要 はな く,現 代のニーズに応え る ものであ って一 向に構わ ないことにな る。'これに対す る

反論 は,こ の段階は既に研究の領域 だ とい うことになろ う。

Dの 立場 はさらに加工度が高 く理 論(こ こでの例示は計量経済学 を とって いるが,社 会

学 ・政治学 ・社会医学等であ ってよい)と のつ き合せや,シ ミュ レー シ ョン結果 まで も統

計デ ータベ ースの分野 に含め るアプ ローチである。 したが って統計 デー タに基づ く分析結

果,理 論 的な関数式,代 替的な式,政 策変数を含む外生変数群,計 算結果な どを含めてデ

ータベース化の対象 と考え る
。確 かにエ コノメ トリック ・モデルの精緻化 に伴 い,デ ー タ

加工,モ デル推計,シ ミュ レーシ ョンに至 る一連の作業を データベースによりシステマテ

ィックに管理す る立場が 出て くることは うなずける。 また,前 述 の研究成果のオ ンライ ン

・パブ リケー ションは この部分のデー タベ ースの存在を前提 とする ことにな る
。 こう した

アプ ローチに対する反論 は,こ れは研究 それ 自体であ り,統 計デー タベ ースとして は利用

に中立的な段階に止まるべ きだ とい うことであろ う。 しか し,そ の名称 と して統計データ

ベースがふ さわ しいかそれ と も別の名称 にすべきかの議論 は しば らく置 くとすれば ,Dの

立場 その ものを否定す る理由はない。

このよ うに見て くると統計デー タベース固有の スコープをその データ加工度の面か ら確

定 しよ うとす るには若干無理が ある。

しか し,わ れわれが ここに統計 デー タ利用 の促進 という目的をあわせ持つ な らば,原 統

計 の提供のみな らず,整 合的な体系 と しての提供に大 きな意味で出て くる。 これ は上記C

の立場である。

SNAや 産業連関表 といった加工度の高いデータセ ッ トが広 く受 入れ られてい る。 さ ら

に,資 金循環表,食 糧需給表,第3次 産業活動指数,総 合輸送活動 指数,エ ネルギー ・バ

ラ ンス表等の加工統計が作成 されて いる。産業連関表 について は国際的な連結表の作成 も

行われている。 これ らはいずれ も1次 統計を基礎 とす る加工統計であ るが,統 計利用面で

は大 きな便宜を与えてい る。 したが って各種の分野で発展 するであろ う統計デー タベ ース

は,む しろ進んで既存統計 の穴を埋め るべ く関連統計の加工 ・編集 ・体系化 に力を注 ぐこ

とが,統 計の利用に資す ることにな ると思われ る。

以下ではその意味で本稿執筆者 自身の手が けた整理を簡単 に紹介 して参考に供 したい。

その うちの一つは社会人口統計であ り,第2は 社会目的別勘定であ り,第3は 多部門産業
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デ ータであ る。

社会人 口統計

社会 人 口統計 の体系化 は年令を主要なデ ィメ ンジョンとして試み られ た(拙 稿 「社会指

標の計量 モデル化 一 方向 と方法」r社 会指標体系による国民生活 の計量分析』 日本経

済研究 セ ンター,1975年 参照。なお,年 齢 階層別労働力率モデルは1985年 までの実証モデ

ルによ りシ ミュレーション可能であ る。)

社 会指標 としての視点に立つ とき,年 齢別の取扱いはきわめて望 ま しい。その理 由は次

のよ うなの もであ る。

(1)経 済活動の利益を受ける度合 い(プ ラス,マ イナスと もに)が 年齢層 によ り異 なる。

例え ば,経 済発展 による乳児死亡率の低下は他の年齢層の場合よ り顕著であ る。

(2)生 産 ・教育への参加の度合 いが年齢 によ り,年 齢別の労働力率や就学率 が異 なること

は この例であ る。

(3)国 民の学歴別構成や労働力の質を ヴ ィンテー ジと して考え る上で も,年 齢別の考 えか

たが必 要 とな る。

(4)世 代間の問題,人 口の老齢化 に伴 う問題 などを分析す る際に も年齢別 の整理が必要で

あ る。

(5)家 族 の人員構成,家 計収入 一支出,社 会保障を考 える際に も年齢別 に とらえ る必要が

あ る。

そ こで基本 的なデ ィメ ンジョンと して年齢お よび性別 をとることとす る。 この ような体

系化が行われ た場合,1の 利用例 は労働 力の供給サイ ドのモデル化で ある(第4図 参照)。

このフ レームワー クには次のデ ータが用 い られた。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

人 口サイズ,母 親年齢別出生率,死 亡率

世帯主年齢別親族人員

「国勢調査 」 「人 口動態統計」

世帯主 ・非世帯主別商業率

就学率 「学校基本調査報告」

就業者産業別比率 一 「国勢調査」 「労働力調査」

産業間移動マ トリックス 「就業構造基本調査」

新卒者産業別就職者 「学校基本調査」

逆行列係数 「産業連関表」

雇用係数 「産業連関表」 「国勢調査」

「国勢調査」

「就業構造基本調査報告」
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第4図 社会人 ロデ 一夕の利用例
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⑩

⑪

学歴別人的ス トック

生活時間数

「国勢調査」

「生活時間調査」

こ う した労 働供 給 に 直接 関 係 す る部分 だ けで な く,実 物 経 済 に 含 まれ る変 数 につ い て も,

所 得 分配,支 出,貯 蓄 ・投 資,個 人 実物 資産,個 人 金 融 資産 な どにつ い て も世帯 主 年 齢 に

よ り整理 が 行 われ た。

こ う したデ ー タの 体 系 化 は社 会 の受 益 者で あ る国 民 の 生 活 の質 を知 ろ うとす る努 力 の 一

環 で あ り,社 会 指 標(SI)お よ び社 会 人 口統 計 体 系(SSDS)と 密 接 な関係 が あ る。

SSDSは,SNAの 提 唱者 で あ ったR.ス トー ンが 提 唱 した フ レー ム ワ ー クで あ る(A

SystemofSocialandDemographicStatistics.後 にFSDS:AFramework… … に改 め られ

た)。 国連 統 計 局 に お い て1970年 代 を通 じて熱 心 に検 討 が 続 け られ(ToωardsαSystem

ofSociatandDmegraPhicstatistics,UnitedNations,1975),ま た社 会 指標 をSS

DSか ら導 出す る こ とが 主 張 され た(Sosiat∫ndicators:PreLiminaryGiudeLinesand

∬ttustratlveSeries,UnitedNations,1978)。

社 会 目的 別 勘定

SNAお よ びSSDSは そ の フ レー ム ワー クの 中 に社 会 目的 別勘 定 を 包含 して い る。 筆

者 によ る社 会 目的 別 勘 定 は,そ の デー タ開発 の動 機 は,年 齢 別統 計 デ ー タ と同 じ く,社 会

指 標 を導 出す るた め の デ ー タベ ー スにあ った。 また,フ ラ ンスINSEEに お い て サ テ ラ

イ ト勘 定 と呼 ばれ,オ ラ ンダ,ド イツ にお いて 後 に ビルデ ィン グ ・ブ ロ ック方 式 とよ ばれ

るよ うに な った ア プ ロー チ と軌 を一 に して い る。 す なわ ち,統 計 調 査 ご とに散 在 す る1次

デ ー タで はな く,ま た集 計度 の高 いSNAの よ うな マ クロ ・デ ー タで もな く,制 度(こ れ

に は市 場 機構 も含 む)別 ・費用 負担 者 別 ・受益 別 の状 況 を 明 らか にで きる よ うな ス コー プ

と集計 度 を も った 統 計 の体 系 化 で あ る。

SSDSで は,次 の8項 目を掲 げて い た。

① 生 産 勘 定 ⑤ 教 育 サ ー ビス勘 定

② 余 暇 勘 定 ⑥ 雇 用 サ ー ビス勘 定

③ 社 会 保 障 ・福 祉 勘 定 ⑦ 保 健 サ ー ビス勘 定

④ 住 宅 資 本 勘定 ⑧ 公 共 と秩 序 と安全 勘 定

筆 者 は これ を参 考 に しつ つ,更 に環 境 ・公 害 防 止,研 究 開 発等 の勘 定 の 開発 を試 み た。

これ らは,金 額 表 示 に とど ま らず,時 間,受 給 人 員,学 生 数,患 者 数,床 面積 ・戸 数,件

数,汚 染 濃度,特 許 件 数,そ の他 関連 す る実 物 的 変数 を広 範 に利 用 して い る。 また マ ク ロ
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面 との接 点 は社 会 目的別最 終 需要 お よ び これ を産 業連 関 表 に接 合 す る社 会 目的別 コ ンバ ー

タ によ って い る。

(詳 細 につ いて は,Uno,MeasurementofServicesinanInPut-O,itPutFγameωorle,

North-Holland,1989特 に第10,第11章,参 照 。)

多部 門産 業 デ ー タ

本 稿第1節 で触 れ たよ うに,わ が 国 は今 日,多 数 の複合 的 な 政 策 課 題 に 直面 して い る。

そ こで 各種 の シ ミュ レー シ ョンの テ ス トベ ッ ドとす る こ とを 目的 と して,多 部 門産業 モ デ

ルの 開 発 が行 われ た。 モ デ ルの ス コー プ を第5図 に示 す。 主 要 な ブ ロ ックは次 の とお りで

あ る。

① 資本 形成 ⑤ 労 働 力 需要

② 技 術 進歩 ・生 産 ⑥ 賃 金 ・物 価

③ 輸 出入 ⑦ 需要 ・マ クロバ ラ ンス

④ エ ネル ギ ー需要

これ らは いずれ も可能 な 限 り多 部 門 分 割(25部 門)さ れ て い る。 その 詳 細 は第1表 に示

す とお りで あ る。 なお,こ の産 業 部 門 は別 途 デ ー タ体系 化 を行 った時 系列 産 業 連 関 表(1951

～1985)お よ び時系 列産 業 ・職 業 マ トリ ック ス(1950～1985)に お け る部 門 分割(36部 門)

と共 通 で あ る。相 違 は,前 者 に お いて は製造 業 の うち比 較 的重 要 で な い もの が 「その他 製

造 業 」 に含 まれ,ま た産 業連 関 表 にお け る擬 制部 門 を持 た な い こ とで あ る。

重 要 な こ とは,こ の程度 の集 計 レベ ル で あ って も,例 え ばSNAや,あ るい は民 間統 計

デ ー タベ ー ス によ って提 供 され る もの で は,デ ー タソー ス と して全 く不 十 分 な ことで あ る。

したが って,統 計 デ ー タベ ー スが その 基 本 的 な機 能 と して統 計 デ ー タの標 準 化,加 工 を 含

む こ とは重要 で あ る と思 わ れ る。(多 部 門産 業 モ デル につ いて の詳 細 は,Uno,JaPanese

IndustγiaLPeγformance,North-Holland,1987参 照。 時 系列 産 業 連 関 表 お よ び時 系列 産

業一 職 業 マ トリックスにつ い て はUno,1989,前 掲 参照 。)
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第1表 多部門産業データの体系化例
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皿.デ ー タ ベ ー ス の た め の 官 庁 統 計 の 提 供

1.磁 気 テ ー プ に よ る 官 庁 統 計 の 提 供

官庁統計の一般利用者への提 供は,現 在刊行物 による ことが主流 とな って いるが,コ ン

ピュータの普及 にともない磁気 テープによ るデータ提供のニ ーズが高ま って きた ことか ら,

従来,行 政機関相互 間が中心 とな って いた磁気テープの提供を広 く一般利用者に も開放 し,

促進す る機運が ここ数年 と くに強 くなって きている。 この ような風潮 を踏 まえ,統 計審議

会情報処理部会では各省庁合意 の もとに,昭 和62年4月17日 付けで 「各省庁で公表 した統

計調査結果,指 数その他の加工統計及び各種の行政記録 により作成 した統計」を 「磁気テ

ープ等 によ り」民 間を対象に提供す ることを申 し合わせた(「 統 計情報 」1987年5月p .13

参照)。

この ことは,デ ータベース用 のために刊行物か ら再入力を余儀な くされて きた利用者に

とって は一歩の前進 と見 られ るが,現 状 は申 し合わせ後 日が浅 い こともあって,期 待 され

たほどの進展 はないよ うである。上記情報処理部会の事務局 であ る総務庁統計局統計基準

部で は,昭 和63年1月1日 現在での実施状況について フ ォロー してい るが,そ の結果では

8省 庁が磁気 テープでの提供 を行 ってい るものの,申 し合わせによ って新た に提供を始め

たのは1庁(経 済企画庁)に 過 ぎない。実施省庁及び提供 されてい るデータ ・ファイル名

は資料1に 示す。 フ ァイル件数が比較的多 いのは総務庁統計局 と農林水産省で,他 省庁は

数件 にとどま っている。また,フ ァイル総件数 は49で あ るが,統 計(調 査)件 数でみ ると

第一義統 計(統 計調査)28,第 二義(加 工)統 計4,業 務統計1と な って いる。以前か ら

各方面の要望の高い業務統計が1件 しかないのは意外で,本 来 業務上 の利用のための もの

であ るので,国 民への還元意識が ないことによるのであろ うか。 さらに第一義統計の うち

指定統計 についてみて も,現 在経常的に実施 されているい るものが60数 件あ る中の15件 で

あ る。

なお,未 提供省庁の未提供理 由は次の とお りである。

①指定統計でないこと,ま た,外 部 か らの提供要請 もない こと。

②現在利用者ニ ーズ把握のための調査を実施中で,そ の結果 を得 て対応す る。

③提供 のための条件(価 格等),体 制を検討中であ る。
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資料1磁 気テープによ り民間 に提供 されている統計データ(予 定を含む)の 概況

省 庁 名 提 供 デ ー タ フ ァ イ ル 名 提 供 窓 口

1産 業関連表 働全国統計協会連合会
2昭 和60年国勢調査抽出速報集計(全 国編) 、

総 務 庁

3昭 和60年国勢調査第1次 基本集計(全 国編 ・都道府県編)
4昭 和60年国勢調査第2次 基本集計(全 国編 ・都道府県編)

昭和60年国勢調査地区別集計(そ の1編 ・その2編)
6昭 和61年事業所統計調査(全 国編 ・都道府県編)

昭和59年全国消費実態調査
働日本統計協会

(統計局)
8家 計調査(月 次系列テープ ・各月テープ)
9消 費者物価指数(月 次系列テープ ・各月テープ)

労働力調査(月 次系列テープ ・各月テープ)
昭和45年 国勢調査に関する地域メッシュ統計
昭和50年 国勢調査に関する地域メッシュ統計
昭和55年 国勢調査に関する地域メッシュ統計

・ 統 計 デ ー タサ ー ビス

セ ンタ ー

昭和50年事業所統計調査に関する地域メッシュ統計
昭和5に 関する地域メッシュ統計
昭和56年事業所統言 査に関する地域メッシュ統計 '

1国 民経済計算及び四半期別国民所得統計速報
2民 間企業資本ス トック

経済企画庁 3機 械受注統計
4法 人企業動向調査 (データファイル室)
5消 費動向調査
6景 気動向指数

特殊法人
文 部 省 学校基本調査

国立教育会館

大蔵省関税局輸出課電算機管
大 蔵 省 大蔵省貿易統計 月(年)別 品国集約(輸 出・輸入)

理係

① 畜産物生産費調査(肥 育豚生産費調査結果表)
畜産物生産費調査(牛 乳生産費調査結果表)

3農 村物価統計調査(農 村物価指数)
4農 家経済調査(月 次)(農 家経済収支)
5米 生産費統計調査(米 生産費統計調査結果表)
6生 産農業所得統計(生 産農業所得部門別粗生産額結果表)

農業動態調査(農 業調査結果表)
農林水産省 8農 林業センサス農家調査 ⑱農林統計協会

9農 林業センサス

農林業センサス林業事業体調査
農林業センサス林業地域調査
青果物集出荷機構調査
消費者選択行動基礎調査(生 鮮食料品)
果樹基本統計調査(果 樹基本統計調査結果表)
産地水産物流通調査

1通 商産業省生産動態統計
2鉱 工業各種指数

通商産業省 3石 油等消費構造統計表 側通商産業調査会
4産 業連関表
⑤ 工業統計 経済統計情報センター
⑥ 商業統計

① 全国貨物純流動調査(3日 間調査)
運 輸 省 ② 全国貨物純流動調査(年 間調査) ㈲運輸経済研究センター

① 毎月勤労統計調査 働雇用情報センター
労 働 省 ② 賃金構造基本統計調査

(予定)

注:昭 和63年1月1日 現在
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あ とで も若干触 れるが,一 般論 と して磁気 テープ提供を希望する声 は強 いが,提 供側 と

しては具体的 に提供実施 に踏み切 る場合,ど の統計へのニーズが高 いのか,表 章様式 は現

状でよいのか,提 供条件や体制 は…等々不明確 な点も多い ことも事実で,こ れが しゅん巡

する大 きな理由の一 つにな って いるもの と思われ る。詳 細は知 らないが,ア メ リカで実施

している 「利用者会議 」の ごとき,提 供側 と利用側との情報交換 の場が,今 後考 え られ て

もよいのでな いか。ただ し,デ ータベー ス機関の機能が充実 していけば この問題 は解決す

るとも考え られる。

2.利 用 者 か ら み た 官 庁 統 計 の 課 題

2.1実 態調査

行政機関が提供す る磁気テープは,原 則と して刊行物 で公表 され た ものの範 囲を越 える

ことはない。 したが って,官 庁統計の磁気 テー プの内容に対す る利用者の不満は,刊 行物

に対す るそれ とほぼ一致す る。そ してその不満を突き詰めて い くと,利 用者の希望する集

計表が ない,あ るいは不足 していることに尽 きるので はないだろ うか。

すなわ ち,調 査項 目には含 まれていてデータと して は存在 して も(調 査項 目に対す る不

満 ももちろんあ るが,調 査設計上の問題であ るので,一 応 ここでは除外す る),ク ロスセ

クシ ョンや分類の仕 方が利用 目的にかな ってい ないということである。観念的 には表章項

目や分類の組み合わせ方 は膨大な ものがあ り得 る し,現 在の コンピュー タ能力か らすれば

作成 も可能か も知れないが,少 数 の,し か もはっきりしないニ ーズに こたえ るにはタイム

・コス ト・バ ジェ ッ トが見合わないことか ら,'公 表データは行政機 関 自らの利用 目的に沿

った ものか,せ いぜい最大公約数的 に利用者のニ ーズを取 り込んだ ものにな って いるのが

実情で ある。

昭和59年 度に(財)全 国統計協会連合会がユ ーザーを対象にア ンケ ー ト調査結果があ る。

上記 の問題 も含め,民 間利用者が官庁統計 に対 し抱いてい るイメージが一応理解で きるの

で,概 略を紹介 してお く。なお,こ の調査 は地方 に所在す る企業,業 界団体を対象 として

いるが,前 年の58年 度には東証上場企業につ いて も,類 似の調査を実施 して いる。結果 は

59年 度 と同 じよ うな傾 向を示 しているが,詳 細 は 「統計情報の高度利用 と流通促進 に関す

る調査研究報告書」(昭 和63年3月(財)デ ー タベース振興 セ ンター)を 参照 されたい。

①調査の名称:「 地方統計の利用促進に関す る調査研究」

②調査対象:調 査票A札 幌市,新 潟市,大 阪府,福 岡県に所在す る企業(1,500)
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調査票B

調査票C

③実施時期:調 査票A,

同上 の業界 団体(200)

総務庁統計局,東 京都,

の利用者(551)

Bは 昭和59年11～12月,

神奈川県,静 岡県の図書館,資 料室

Cは 同12月

2.2調 査結果か らみたみた官庁統計

調査票A,B,Cは それぞれ調査内容が若干異な っているが,こ こでは主題 に沿 った も

の としてB,C票 を中心に紹介す る。 なお,上 述の よ うにB票 の対象は地方都市所在であ

り,C票 は総務庁図書館は東京,都 県資料室 は東京 を含むが地方都市色 が濃 く,統 計利用

上 の制約が あることを予め承知 してお く必要が あろ う。

また,調 査結果その ものの紹介が主 旨で はな く,結 果を一つのよ り所 と して利用者が現

在の官庁統計 に対 して抱 く不満を探 り,こ れか らの統計データ流通促進の方策 を見 い出す

ことにあ るを最初にお断 り してお く。

ア.統 計 の入手経路

経済団体 が官庁統計を入手す る経路 は,資 料2に 示すとお り政府刊行物セ ンター ・一般

書店が もつ とも多 く,次 いで関係省庁の外郭団体,地 方公共団体,業 界団体が ほぼ同率で

多い。官庁統計の主要流通ルー トであ る政府刊行物 セ ンター及 びその傘下の一般書店 の他

に入手先が分散 して いるの は,政 府刊行物 セ ンター等の所在が東京及 び地方地方中核都市

に限 られてい ることや周知度に も原因が ある。資料3は 統計入手の問題点 と してあげ られ

た ものであ るが,aの 国が作成す る統計 の場合,「 入手源の不 明」が36.6%と きわだつて

多 いこともそれを示唆 して いる。そのため 「中央への照会」が17.1%と なっている。

次に都,県 の統計資料室利用者の場合 はど うであ ろうか。資料4は,総 務庁統計図書館

(東京都新宿区)と 東京都,神 奈川県,静 岡県 の各統計資料室利用者に 日常 の統計 デー タ

入手先を尋ね た結 果であ る。総務庁図書館利用者 は 「国 ・公共図書 館 」での閲覧を除い

ては,「 政府刊行物 セ ンター ・一般書店 」での購入が21.5%と もっとも多 いが,都 ・県資

料室利用者で は,当 然の ことなが ら 「地 方公共 団体 」か らの入手が多い(26.0%)。 総務庁

図書館 は場所的 に も,ま た所属機関的に もややな じみ難 い点があ り,そ の利用者 は統計の

入手源につ いてかな りの知識を有 してい るため と思われ る。 なお,利 用者 を業態別 にみ る

と,総 務庁,都 ・県 とも 「調査研究機関」が中央 省庁,地 方公共団体か ら直接 入手 して い

るケースが 多いの は,業 務の性格上平素か ら統計 デー タに接す る機会が多い ことによる も
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のと考え られ る。

資料2経 済団体資料室における政府統計資料の入手経路(M.A)

入 手 経 路 件 数 %

1.関 係省庁の外郭団体を通 じて入手 33 21.0

2.地 方公共団体または地方の統計協会から入手 35 223

3.業 界団体から入手 36 2Z9

4.政 府刊行物センター ・一般 の書店か ら入手 46 2&0

5.民 間のデー タベ ース ・サ ービスによる 5 a2

6.そ の他 〔(記 入 4 a6

資料3統 計入手の際の問題点(経 済団体資料室)(M.A)

入手上の問題別 1 2 3 4 5 6 7

欲しい統 地元より 欲 しいと 関係機関 統計デー 印刷物し そ の 他
計データ も東京な 思っても に問い合 タの入手 か入手で
の入手源 ど中央に 未公開デ わせても 費用が不 きないた
が不明な 問い合わ 一夕であ よく判 ら 適正に思 め再入力 (具体的 計

、 ことが多 せること る場合が ないこと うことが のための に記入)
い が多い 多い が多い 多い 時間とコ 介

ス トがか

統計の作成主体別 かる

a国 が作成している統 15 7 8 5 2 3 1 41

計を利用する場合 (36.6) (17.1) (19.5) (12.2) (49) (7.3) (2.4) (100)

b地 元の地方公共団体 11 8 5 2 3 1 30

が作成している統計を
利用する場合 (36.7) (2a7) (1&7) (6.7) (10.0) (3.3) (100)

c地 元以外の地方公共 12 1 3 3 1 20

団体が作成している統 一 一

計を利用する場合 (60.0) (5.0) (15.0) (15.0) (5.0) (100)

dそ の他の公的機関が 12 5 6 1 2 26

作成 している統計を利 一 一

用する場合 (44.2) (19.2) (23.0) (3.9) (τ7) (100)

e商 工団体 ・業界 ・企 8 2 7 6 1 1 2 27

業などが実施している
統計を利用する場合 (29.6) (τ4) (25.9) (22.2) (3.7) (3.7) (τ4) (100)

f情 報サー ビス機関が 9 2 3 2 1 17

提供 しているデータを 一 一

利用する場合 (53.0) (11.8) (17.7) (ll.8) (5.9) (100)
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資料4総 務庁統計図書館及び都道府県統計資料室利用者の業態別,統 計データの入手先別利用者数

入手娚ll

業態別

総 数
中央省庁から

1

直接入手

個別省庁の外
2郭団体から入

手

地方公共団体
3・統計協会か

ら入手

業界団体に問
4合わせたり,

業界誌から

政府刊行物セ
5ン ター・一般

書店で購入

国 ・公共図書
6

館で利用

民 間のデー タ

7べ ー スサー ビ

スか ら入手

8そ の 他

総

務

庁

統

計

図

書

館

総 数
498

(100%)

84

(16.9)

29

(5.8)

61

(12.2)

42

(&4)

107

(2L5)

114

(229)

26

(5.2)

35

(7.0)

1製 造 業
75

(100%)

14

(1&7)

7

(19.3)

7

(9.3)

12

(16.0)

19

(253)

10

(n3)

4

(5.3)

2

(2.7)

2卸 ・小 売 業
33

(100%)

3

(9.1)
一 5

(15.2)

4

(12.1)

10

(3α3)

4

(12.1)

5

(15.2)

2

(6.1)

3金 融 機 関
28

(100%)

9・

(32.D

5

(17.9)

2

(7.1)

3

(1α7)

5

(17.9)
一 1

(a6)

3

(1α7)

調査研究機関
4含情報サービス)

171

(100%)

30

(17.5)

ll

(6.4)

24

(14.0)

12

(7.0)

41

(24.0)

34.

(19.9)

10

(5.8)

9

(5.3)

5大学(教 員)
13

(100%)

2

(15.4)

1

(7.7)

2

(15.4)

1

(7.7)

3

(23.1)

3

(2a1)
一 1

(τ7)

6大学(学 生)
71

(100%)

5

(τ0)

2

(28)

7

(9.9)

1

(L4)

8

(11.3)

41

(57.7)

1

(1.4)

6

(&5)

上記以外 の7

サー ビス業

41

(100%)

5

(12.2)

2

(4.9)

7

(17.1)

5

(12.2)

9

(220)

7

(17.1)

2

(49)

4

(9.8)

8そ の 他
66

(100%)
)16
(74.2)

1

(1.5)

7

(10.6)

4

(6.1)

12

(18.2)

15

(22.7)

3

(4.5)

8

(12」)

都

・

県

統

計

資

料

室

総 数
481

(100%)

46

(9.6)

29

(6.0)

125

(26.0)

60

(12.5)

77

(1&0)

80

(16.6)

25

(5.2)

39

(&1)

1製 造 業
34

(100%)

1

(2.9)

1

(2.9)

11

(32.4)

4

(1L8)

6

(17.6)

7

(20.0)

3

(&8)

1

(2.9)

2卸 ・小 売 業
20

(100%)
一 〆2

(10.0)

8

(40.0)

5

(25.0)

2

(10.0)
一 2

(1α0)

1

(50)

3金 融 機 関
19

(100%)

1

(5.3)

2

(1〔15)

4

(21.1)

2

(10.5)

4

(21.1)

3
(15.8)

一 3

(158)

調査研究機関
キ含情報 サービス)

89

(100%)

12

(la5)

7

(7.9)、

21

(23.6)

12

(13.5)

21

(2a6)

9

(10.1)

5

(5.6)

2

(2.2)

5大学(教 員)
27

(100%)

6

(222)

1

(3.7)

7

(25.9)

3

(11.1)

5

(1&5)

3

(ll.1)

1

(3.7)

1

(3.7)

6大学(学 生)
36

(100%)

1

(2.8)

1

(2.8)

5

(13.9)
一 6

(16.7)

19

(528)
一 4

(ll.1)

上記以外 の7
サー ビス業

94

(100%)

8

(8.5)

5

(5.3)

22

(2a4)

、15

(1610)

18

(19.1)

11

(1L7)

9

(9.6)

6

(a4)

8そ の 他
162

(100%)

17

(1α5)

10

(6.2)

47

(29.0)

19

(ll.7)

15

(9.3)

28

(17.3)

5

(3.1)

21

(13.0)



イ.統 計利用上 の問題

我が国の統計は諸外国に比 して量,質 ともに優れているとは,し ば しば言われ ることで

ある。 しか し,統 計が多 いとい うことは統計利用者のニーズを一層複雑,多 様な ものと し,

提供者 と利用者のギ ャップは常 に存在す るともいえよ うが,提 供者 と して は少 しで もその

ギ ャップを埋 め る努力が必要で あろう。 この調査では実施者側で予 め問題点 と思われ るも

の を例示 し,回 答者が選択す る方法 によ った。その意味では回答を誘導す る恐 れ もないで

はないが,お よその傾 向は把握で きよう。資料5はB票,資 料6はC票 の結果 である。 こ

こで は資料5の 「A.国 が作成す る統計 」を主体に説明 し,必 要によ り資料6を 引用する

にとどあ ることとす る。

① 最 も多いのは 「調査時点と公表時点 のずれ」,つ まり公表が遅 いことが問題点全体の

29.4%を 占めている。 この問題 はあ らゆる機会に利用者か ら指摘 されて きた ものであ り,

統計審議 会が 昭和60年10月 に出 した答 申 「統 計行政の中長期構想」 にお いて も調査結果の

公表の早期化 について一項設 けてい るほどであ る。その後各省庁で は早期化 のため 目標を

定め努力 しているよ うであ るが,従 来 のように刊行物 に頼 る限 りおのず と限界 がある。つ

まりいかに審査,集 計を電算処理 化 して も膨 大な集計表を印刷す るにはそれな りの期間が.

必要なのである。そればか りでない。二番 目に多い問題点 としてあげ られてい るよ うに,

「印刷物が膨大で欲 しいデータを探すのが大変 」(16.2%)な のであ る。 この改善策 と し

て は,磁 気 テープ もしくはフロッピーデ ィスクによるデータ提供 と,さ らに はデー タ検索

システム(情 報源情報)の 構築が望まれ るところであ る。

② 次に統計 データ項 目の 「定義 」の問題である。 「定義が不明」,「 統計 ごとに定義が

異な り困 る」がそれぞれ10.3%,11.8%,合 わせて22.1%あ る。統計デ ータは単独 の統計

だけの利用で こと足 りる場合 ももちろんあ るが,多 くの場合 は複数の統 計を加 工 し,あ る

い は比較 して使用する。そのときそれ ら複数 の統計にお いて類似のデ ータ項 目が,異 なっ

た定義が与え られていれば困るわけで ある。 とくに同 じ用語を用いなが ら違 った定義の と

きは利用者を ミス リー ドし,危 険である。資料6で 「同 じものを調査 してい るのに数値が

違 う」がll.3%あ るが,こ れ も標本設計の相違 のほか定義の違い もかな りあ るのではない

だろ うか。 さ らに同資料で 「調査年次で調査方法,定 義が違 う」(11.1%)こ とも利用者

に とって は困 ることであろ う。また,関 係省庁 間で同意 され た用語 ・定義 であ って も社会

の一般通念 と異なる場合 もある。 た とえば 「常用労働者」 とい う用語 は,過 去2ヵ 月 にお

いて各月18日 以上労働に従事 した者 とされているが,こ れは一般の人の認識 とは異 なる場
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資料5統 計の加工分析等における問題点(経 済団体資料室)(M.A)

利用上の問題点 1 2 3 4 5 6 調 査項 目の分 類が 10 集計 される地域区分が
統計の印刷 入手 したデ 統計書など 調査時点と 調査項目の 統計 ごとに 時系列デー

物が腫大で

欲しいデー

一夕をかな

り加工 しな

を手に入れ
ても必要項

公表時点に
時間差があ

定義が不明

確で使いに

項目の定義
(集計単位

7

不適当(実

8

粗すぎる

9

細かすぎる

タに欠落が

あ り,困 る

11

不適切(実

12

粗すぎる

13

細かすぎる 計

タを探すの ければなら 目が欠落し りす ぎて困 くいことが 等)が 異な 態に合って ことがある 態に合わな

が大変なこ ないことが ていること ることが多 ある り困ること いない) い)

統計の作成主体 とが多い 多い がよくある い が多い

A国 が作成している 11 5 6 20 7 8 1 4、

一
2

一
4

一
68

統計を利用する場合 (1&2) (τ4) (&8) (2ぱ4) (103) (11.8) (1.5) (5.9) (ao) (丘9) (100)

B地 元の地方公共団 2 5 8 16 5 4 3 2 2 2 1 50

体が作成 している統
計を利用する場合 (4.0) (胞0) (16.0) (320) (1ぽ0) (8.0) (仕o) (4.0)

一
(4.0) (40) (20)

一

(100)

C地 元以外の地方公 5 5 8 2 4 1 2 1 1 29

共団体が作成してい
る統計を利用する場

合

一

(1τ2) (1τ2) (2τ6) (49) (la8) (3.4)

一 一

(49) (3.4) (&4)

一
(100)

Dそ の他の公的機関 2
-4

5 9 3 3 3 2 1 1 33

が作成 している統計

を利用する場合 (6.0) (12.1) (1a2) (2τ3) (9.1) (9.1) (9.1) (ao)

一

(ao)

一

(&0)

一
(100)

E商 工団体 ・業 界 ・ 2 7 5 7 4 3 1 4 1 1

1
3 38

企業などが実施して
いる統計を利用する (5.3) (1&4) (la1) (18.4) (10.5) (7.4) (26) (凪5) (26) (26)

一

(τ4)

一

(100)

胎

F情 報サービス機関 2 1 6 2 4 1馳 2 1 19

が提供 しているデー
タを利用する場合 (10.5) (52) (31.4) (n5) (21.0) (5.2) (10.5) (52)

一 一 一 一 一

(100)



資料6業 態別,統 計デ ータの利用困難理 由別利 用者数

(統 計図書 館,資 料室利用者)(M.A)

資料室主管別 総 務 庁
都 ・県資料室 計

利用困難理由別 統 計 図書 館

(100) (100) (100)
総 数

413 444 857

(IL6) (4.7) (8.D
1.困 った こ とはな い

48 21 69

探 している統計が どの統計書 にの っているか U7.9) (18.5) (18.2)
2.

わか らな か った。 74 82 156

どこにいけばその統計書が入手できるかわか (17.4) (19.4) (18.4)
3.

らなか った。 72 86 158

同 じものを調査 しているのに統計数値 が違 い, (11.4) (11.3) (11.3)
4.

どち らを とるべ きか迷 った 47 50 97

調査年次によって,調 査方法や定義が違 って (ll.6) (10.6) (11.1)
5.

いる 48 47 95

(7.5) (10.6) (9.1)
6.結 果公表が遅す ぎて,役 に立 たない

31 47 78`

集計の地域区分が大きすぎて,必 要な地域情 (9.0) (12.8) (11.0)
7.

報がとれない 37 57 94

産業分類が中分類 どま りで,知 りたい業種の (5.6) (8.1) (6.9)
8.

ものが得 られない 23 36 59

(8.0) (4.1) (6.0)
9.そ の 他

33 18 51

合が しば しばあると思 われ る。 こうしたことか ら,統 計用語 ・定義は可能なか ぎり統一す

るとともに,統 計表上 明示 する ことが必要であ る。

③ 利用者にとって 「必要項 目が欠落」(8.8%)し た り,「 かな り加工 しなけれ ばな ら

ない」(7.4%)こ とを指摘 した ものが計16.2%あ る。 これ は冒頭に も述べたよ うに官庁

統計が 「定食 」であ るか ぎり避 け られない課題である。 これ には二 つのネックが ある。一

つは,い くら考え うる集計表 を提供者側で用意 したと して も,'依 然 として不満 は残 るであ

ろうし,仮 に要求を満 た したと して も,今 で も膨大な統計 書(刊 行物であれMTで あれ)

が更におお きくな り,必 要 とす るごく一部の統計表のために購入す ることは利用者 にとっ

て コス ト的に も耐 え られ ない ことになる。 したが って,そ の対策 として は行政機関 とは一

応切 り離 したデ ィス トリビュータを設 け,利 用者の要求 に応 じた統計 データの加工,提 供

体制の確立が必要であ ろう。その統計データが指定統計で あれ ば,も ちろん現行統計法制
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度下での解釈,運 用の見直 しが求 め られ よ う。

④ ②で述 べた統計の比較可能性の問題 と も関連するが,項 目分類,地 域区分の在 り方 も

見逃せない問題である。 資料5の 「調査項 目の分類が粗す ぎる」(5.9%),「 地域区分

が粗す ぎる」(5.9%),資 料6の 「産業分類が中分類で,知 りたい業種が得 られない」

(6.9%),「 地域区分が大 きす ぎる」(11.0%)が これに該 当す る。 ここでは項 目(産

業)分 類,地 域区分を例示 して いるが,そ の他従業員規模,資 本金規模等統計 データで は

表章のための階層分 けが不可欠であ り,そ れが実施者 自身の利用 目的 によ ってなされるの

で,一 般利用者 にとっては不都合 なことが多 くなる。それに分類 な り区分をあま り細か く

す ると個別調査対象のデー タが識別可能になるとい う厄介 な問題 も発生す る。改善策 とし

て は③項 と同様の ことが考え られ よ う。

3.デ ー タ ベ ー ス の た め の 官 庁 統 計 の 在 り 方

第1節 で はデータベースのためには必須 と思われる磁気 テープでのデー タ提供につ いて

の最近の行政機関の動向に触れ た。 しか し,磁 気テープに入力 されてい る統計デー タその

ものは刊行物によるもの と本質的 には同一なので,今 後の官庁統計の利用促進を図る うえ

で の問題点 を摘出す るため,第2節 で は過去 に実施 した利用者の ア ンケー ト結果を振 り返

ってみた。本節では,こ れ らを踏 まえ官庁統計をデータベースと して利用す るためにはど

のよ うな問題があ り,ま た改善すべ きかま とめてみた。

3.1電 算機可読型媒体によるデータ提供の促進

個 々の利用者あるいはデータベ ース事業者が統計デー タを利用す る場合,刊 行物か らM

T等 に再入力す るケースが多 いが,時 間的,経 費的が ロスあるばか りでな く,誤 入力の恐

れ もあ る。 したがって,昭 和62年4月17日 の情報処理部会 申 し合わせによる磁気テープ等

によるデータ提供の一層 の促進を図 る必要が ある。その場合,最 近のパ ソコン,OAな ど

の普及にて らし,こ う した機器の媒体に も考慮す るもの とす る。

3.2指 定統計以外の統計 デー タの公表,提 供

統計報告調整法に基ず く承認統計,統 計 法に基ず く届出統計及 びその他の業務統計 は指

定統計のごとく法上公表義務が な く,か つ,作 成動機が特定行政 目的にあるため公表 し,

一般 に提供 しようとす るインセ ンテ ィブが欠けるうらみがある
。そのため,一 部の統計を
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除いて は一般利用者の入手は困難 であり,所 在源 さえ不明の ことが多い。 したが って,こ

うした統計について も今後積極的に一般 に開放 されてい くことが望 まれ る。ただ し,こ れ

らの統 計 は統計主管部局以外の行政執行部局で作成されることが多 いので,予 算,人 員等

の制約の ほか提供意欲にっいて も多 くを期待で きないと思われ る。そ こで行政機 関以外の

デ ィス トリビュータがデータの提供を受 け,統 計 としての加工,提 供をすすめてい く仕組

みを考え るの も一方法 と思われ る。

3.3提 供 デー タの内容

利用者 は提供を受 けた統計 データをさまざまに加工 して利用す る。提供側 と しては加工

しやすい形で提供 しなければな らない。

① 最終集計 表 として提供され ると再区分や他統計とのマ ッチ ングが不可能 とな る。個票

レベルのデ ータ提供 は調査対象者の秘密保護上問題があるが,小 地域単位あ るいは細区分

(分 類)等 加工 ・再集計のための 「ユニ ッ ト」 として耐え る程度の中間集計デー タが用意

されな ければな らな い。 もちろん,中 間集計 データであって も個別対 象 データが識別で き

る こと もあ るので,中 間集計 データの保有,使 用は行政機関の監視下 にあるデ ィス トリビ

ュータに とどめ,利 用者の希望 に応 じた データに加工 した ものを提供す る もの とす る。ま

た,情 報処理技術が進歩 した今 日では,中 間集計データを本来業務 の必要性か ら保管す る

行政機関 は少な くなっているので,こ の面での便宜供与は調査実施機 関に期待 したい。

② 各統計 ファイルごとに用語の定義を記述す るとともに,で きれば類似統計 データ名を

注記す る。なお,将 来的には用語及びその定義 についてはな るべ く統一 する方向での省庁

間の調整が必要であ ろう。その際 には統計デー タの国際比較性について も十分配慮 する。

③ 統計 データは時系列的に利用 され ることが多いが,そ の場合利用者 が もっとも困るの

は,途 中年次での カバ レッジ,用 語 ・定義,分 類等調査方法の変更で ある。統計デー タに

は こうした記述が参考情報 として付記 されねばな らない し,で きれば旧 ・新両系列のデー

タが提供可能 とす る。

なお,(財)日 本統計協会では総務庁統計局監修の基に,最 近 「日本 長期統計総覧」を

刊行 した。 これは明治初期か ら最近時点 までの各分野の主要統計を網羅 し,体 系的,時 系

列的 に整理す るとともに,解 説 を付 した ものである。現在 は刊行物(全5巻)だ けである

が,将 来磁気テープ化 され ることが望 まれ る。
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3.4「 統計所在源情 報」の開発

統計の種類が多 く,し か も分散型(省 庁 間だ けでな く省庁内で も)統 計組織 にあ っては,

統計データの所在源 を広 く一般利用者に明示 しない と,統 計 デー タの利用促進 につ なが ら

ない恐れがある。現 在 こうした統計所在源情報 と して は次の ものがあ る。

・ 「統計調査総覧」

● 「統計情報総索引」 ・

・ 「統計 ガイ ドブ ック」(近刊)… ①総 務庁統計局統 計基準部監修,

発行

②指定統計,承 認統計,届 出統計のほか主要業務統計 につ いて,

調査の概要,集 計項 目等を記述,項 目索引付

これ ら所 在源情報にはそれぞれ一長一短が あるが,デ ータベース用 シソー ラスとして は

不十分であ る。少 な くとも次のような媒体,内 容の ものが必要である。

①磁気テープ等の電算機可読型の媒体 とす る。

②対象統 計データは,入 手(利 用)可 能な ものすべて とする。できれば業界団体等 の民

間統計 も含める。(か って経済団体連合会で主要業界統計一覧を作成 していたが現 在

は中止 されている。)

③調査及 び統計 の両ベ ースで記述する。

④キーワー ドで検索で きるようにす る。

・・… ・①総務庁統計局統計基準部監修,(財)全 国統計協会連合会発

行,刊 行物及 び磁気 テープ

②統計法及び統計報告調整法 に基ず く指定統計,承 認統計,

届出統計のすべてにつ いて調査ベースで記述

・・①総務庁統計局監修
,(財)日 本統計協会発行,刊 行物

②主要官庁統計 について集計項 目(表 頭,表 側)を 記述

(社)日 本経 営協 会

4.デ ー タ ー ベ ー ス の 提 供 体 制

4.1国 の場 合

次第で述 べるよ うに,国 において も統計 デー タベ ース構築の動 きはあるが,分 散型統計

組織の もとにあ って はそれぞれ異な った形態 ・仕様 に したが って作 られる可能性が高 い。

利用者の便 を考慮すれば,各 省庁が構築す るデー タベースはなるべ く統一 された形態 ・仕

様 によるべ きであ り,ま た,そ れぞれが ネ ッ トワー クで結ばれるべきであろ う。幸いに し

て 「行政デ ータ伝送網」(昭 和60年 度設置 総務庁行政管理局所管)が あ り,現 在は本省
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庁聞及び本省庁 と地方ブ ロック機 関間だけであ るが,こ の回線 の利用 によ るネ ッ トワーク

化が可能である。特 に,デ ータベ ース利用上 コス トの点で問題 とな る遠距離利用が容易 に

なるメ リッ トがある。行政 データ伝送網の概略 については,資 料7を 参照 されたい。

4.2民 間機関の活用

現在の行政組織では,上 述 したようなデータベースか ら加工 し,周 辺情報 を加味 した統

計 デー タ提供機能を果 たすには,予 算,定 員,権 限等の面か らあま りり も制約が多す ぎる。

したが って,民 間デ ィス トリビュー タを育成する必要があるが,中 間サマ リデ一 夕のよ う

な調査対象者の秘密に係わ るデー タを保有す るものにっいては,行 政機関の監督下 にお く

処 置 も必要である。

5.政 府 に お け る デ ー タ ベ ー ス 構 築 の 最 近 の 動 向

個 々の行政機関で統計データベ ースを構築す る動 きはか な り以前 か らあ ったが,政 府全

体 として取 り組む姿勢を示 し出 したのは,比 較的最近である。そ してそれ は,統 計行政機

関独 自の もの と行政情報全体 に係わ るもの とある。主な動 向を年次を追 って紹 介す る。

5.1統 計審議会の建議 ・答申

統計 審議会 は,昭 和59年4月27日 「今後の統計行政 の進め方 にっいて」の建議(第6号)

を当時の行政管理庁長官 に提出 した。建議の経緯 について は割愛 す るが,統 計行政が現在

抱えて いる課題を広 く総括 し,政 府 に対 し改善方を求 めた ものであ る。 その中で 「統計調

査の国民負担 をで きる限 り増や さない との基本認識の下 に情報量の確保 を図 るため,統 計

調査 データの相互利用,デ ー タ ・リンケージ,デ ータ ・ベースの開発,調 査 ・解析技術の

開発 と応用等 の促進 に配意するとと もに,そ のための省庁 間協力体制を推進す る こと。」

と述 べている。 ここで は情報量の確保を理由にあげてい るが,統 計 データの利用促進が視

野 の中にあることはい うまで もない。

この建議を受 けて,行 政改革で新 たに発足 した総務庁(統 計局統計基準部)で は,「 統

計 行政 の中長期構想にっ いて」統計審議会 に諮 問 し,昭 和60年10月25日 答 申を得た(諮 問

第207号 の答申)。 統計 データベースに関 して は 「第4章 統計 デー タの利用の促進 」の

「4統 計データの多角的利用の推進 」において 「統計 データのよ り一層 の有効利用を実現

す るためには,現 に行われて いる利用 あるいは顕在化 しているニー ズに応え るのみな らず,
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その潜在的利用可能性 に も注 目し,・ … 多角的利用推進の ため以下 の方策を講 じてい く必

要がある。 」と して 「⑤ データベ ースの整備等による統計 データの高度利用の推進 」を例

示 している。 また,冒 頭に触れた磁気 テープ等によるデータ提供 についての情報処理部会

の申 し合わせ ば,同 じく例示 されている 「②磁気テープ,マ イクロフィルム等情報化社会

に即 した媒体 による提供等利用 しやすい形でのデー タ提供の推進 」を受けたもの と考え ら

れる。

なお,答 申の付属資料 と して付 けられている部会報告で は,統 計 データベ ースの在 り方

につ いて詳細,か つ具体的にに述べているので,や や冗長 にな るが該当部分を以下 に抜粋

してお く。

『データベースの整備 ・・・…

データベースとして整備 され る ものを大別す ると,個 別 の統計データに関す るク リア リ

ングハ ウス機能を支援す るための データベ ースと,実 際の数値デー タを収録 し同デー タの

提供 を行 うデータベースとに分かれ,更 に後者 については,デ ータベース化 され る部分 と,

データファイルの形で データバ ンクと してその背後に置かれて い くもの とに区分 され る。

統計調査結果データの高度利用を一層促進す るため,そ れぞれ について以下の方策 の もと

にデータベー スの開発整備を進 める必要があ る。

(ア)統 計データベース整備の推進

統計データの高度利用を一層推進す るため,統 計数 値デー タを収録す る統計デー タベ ー

スの開発,整 備を推進す るとともに,各 省庁において整備 されたデー タベースについて コ

ンピュータ ・ネ ッ トワー クを活用 し,総 合的利用(効 率的利用)を 推進 してい くことにつ

いて も検討 してい く必要があ る。

なお,同 データベースの整備 に当たっては,入 力デー タの効率的整備やデータコー ド利

用,ド キュメン ト整備 の標準化等他 データベ ースとの接合性,互 換性 を確保す る手 だて等

を内容 とす るデータベース整備に関す る基準を設定 し,効 率的な整備が図 られ るよ う積極

的に措置す る必要がある。 なお,本 事項の推進に当たて は,行 政管理局(情 報 システ ム担

当参事宮室)が 行 ってい るデータベース整備 に関す る検討 にも十分留意 し,進 めることと

す る。

[具体策]

・統計データベースの拡充 を推進すること。

・データベ ース整備基準設定のための検討 を行 うこと。
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・統計データベースの総合化(ネ ッ トワーク化)に ついて検討す ること。

(イ)「 ク リア リングハ ウス」情報のデータベース化の推進

現在,「 統計調査総覧」,「 統計情報総索引」等冊子体で提供 されている統計調査 に関

す る実施内容,結 果報告書等 の刊行状況等 にっいての 「ク リア リングハウス」情報をデー

タベース化 し,統 計 データ利用 に当た って,的 確かっ効率的 に必要な情報の検索が行われ

るよ うにする必要が ある。((1)エ,の 項参照)

[具体策]

・ 「統計調査総覧 」デー タと 「統計情報総索引」データとの リンク(シ ステム)に つい

ての検討を行 うこと。

5.2「 国の行政機関 におけるデ ータベース整備に関す る基本 方針 」

行政情報 システム各省庁連絡会議(総 務庁行政管理局所管)で は,「 デ ータベ ースの構

築を通 じて,行 政事務の効率的処理 にとどま らず,行 政施策 の決定,行 政サー ビスの向上

等を支援す るもの と して,必 要不可欠な もの となbて きてい る」 ことか ら,昭 和62年12月

11日,「 の行政機関 におけるデー タベ ース整備に関す る基本方針 」を了承 した。その内容

は次の とおりであ る。(詳 細は資料8参 照)

ア.デ ータベースの整備の基本 目標

(ア)類 型別データベースの整備

①業務処理型 データベース

許認可,登 録,規 制その他固有業務処理 に係るデー タベース

②政策支援型デー タベ ース'

統計情報,業 務情報,文 献情報等を収集 ・整理 した省庁 内統合デー タベース

③共同利用型デー タベ ース

原則 として一元的な考 え方 に基づ く,政 府全体 と して共 同利用で きるデータベース

(イ)デ ータベ ースの省庁間利用等の推進

① データベースの省庁間利用

②社会的活用

民間等 において利用価値が高い ものは,可 能な限 り民 間等に提供

イ.デ ータベース整備の具体化方策

(ア)各 省庁個別推進事項
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①各省庁内における企画調整機能 の充実

②省庁内におけるデー タベ ース整備の計画的推進

各データベースの位置付 けを明確に した上,デ ータの収録範囲,開 発 ・運用 の役割

分担,開 発優先順位等を 内容 とす る計画の策定

(イ)省 庁間共通推進事項

①省庁間の調整機能の充実

重複投資の排 除,開 発作業の効率化,デ ータの有効 ・高度利用の確保等の観点か ら,

必要に応 じ行政 システ ム各省庁連絡会議等の場においての調整

②行政情報の総合利用のための システム等の整備

データベース台帳の作成 ・配付,総 合的 ク リア リングシステムの整備及 び各省庁の

データベースを相互 に接続す るシステムの整備 についての検討

③社会的活用のための体制整備

磁気 データの民間等への提供 にっいての提供条件の明確化,周 知方法等及 び提供業

務における公益法人,民 間業者の活用等,官 民機能分担の在 り方 を含めた総合的検討

''''"』

このような行政機関のデー タベ ース構築の動 きを踏 まえ,政 府 は昭和62年12月28日,行

政改革の一環 としてデ ータベース整備 の推進を盛 り込んだ 「昭和63年 度 に講ずべき措置

を中心 とす る行政改革の実施方針 について」を閣議決定 した。す なわ ち,そ の中で 「行政

デー タの総合利用につ いて は,昭 和62年12日ll日 付け行政情報 システム各省庁連絡会議了

承 「国の行政機関におけるデータベース整備 に関す る基本方針」に基づ いて,デ ー タベ ー

スの計画的整備,省 庁 間利用等の推進を図る。」と述べ,デ ータベース構築は,行 政機関

レベルか ら政府 レベルの課題 にな ったのである。

6.(参 考)国 及 び 地 方 公 共 団 体 に お け る 統 計 デ ー タ ベ ー ス の 例

6.1総 務庁統計局 ・統計セ ンター 「統計情報 データベ ース ・システム」

大量データの蓄積 ・検索について長年の研究 と実験を経て,多 くの ノウ ・ハ ウを有 して

いる総務庁統計局 ・統計セ ンターで は,上 記閣議決定直後の昭和63年1月 か ら統計デー タ

ベース構築の準備を始め,平 成元年1月 か ら一部の省庁 を対象に運用 にはいった。本格 的

稼働 は同年4月 以降の見込であ る。(以 下,全 統連 「統計情報」89年1月,Vol.38よ り要
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約)

ア.シ ステ ムの構成 ・運用形態

統計 セ ンターのIBM4381を ホス ト・コンピュt－夕と各省庁 の端末機 をオ ンライ ンで接

続する。通信 回線 はNTTの 交換回線(DDX-Pな ど)を 利用す る場合 と,総 務庁 行政

管理局電算機共 同利用施設(東 京 ・九段)を 経由する専用回線 を利用す る場合があ る。後

者の方法で は,漢 字 コー ドの変換が可能である。

イ.収 録 データ

① クロスセ クシ ョンデータ・… 国勢調査(昭 和60年),事 業所統計調査(昭 和56・61年),

社会生活基本調査(昭 和61年),全 国消費実態調査(昭 和59年)(今 後,総 務庁所管

の他の統計及 び説 明情報 を追録の予定)

② 時系列 データ… ・家計調査,消 費者物価指数,労 働力調査の昭和50年 以 降の年次別,

月次別等デー タ

③社会 ・人[]統 計体系 データ・… 社会生活統計指標(バ ックア ップ ・デー タ)

④統 計所在案内情報 ・… 「統計情報総索引」(総 務庁統計局)収 録の書誌情報

⑤長期時系列デー タ・… 各分野の主要統計 につ いての明治以降の時系列デー タ

⑥地域 メ ッシュ統計デー タ・… 国勢調査,事 業所統計調査及 びその関連情報 のメ ッシュ

データ

⑦ その他 ・一・国際統計その他

ウ.シ ステ ムの利用機能

①統計デー タの検索

デ ィスプ レイ画面表示による 「メニ ュー検索機能」及び コー ドブ ックによる 「コー ド

指定検索機能 」が ある。集計区分別データの選択 も可能で ある。

②統計所在案内情報 の検索

メニュー及びキー ワー ドによる統計報告書 に関す る書誌情報,並 びに表章事項,地 域

区分,分 類等 の統計表 に関す る所在案内。

③編 集

分類事項の選択,表 頭 ・表側 の入れ替え,ソ ーテ ィング等の統計表の加工。

④表示 ・出力

画面表示,ロ ーカルプ リンタへの出力,端 末機器での保存(ダ ウンロー ド),ホ ス ト

コンピュータでの一時保存な ど。ダウ ンロー ド・デー タはパ ソコン ・プ ログラムで再
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加工が可能。

⑤分 析

ホス トコ ンピュータへ一時保存 したデータは,統 計分析パ ッケージの利用 によ り

分析処理可能。

⑥補助情報

統計デ ータに関す る説 明情報。

エ.将 来の開発計画

①機能の拡張

検索数値の加工計算機能,グ ラフ ィック及 びイメージデータ処理機能 の充実。

② データの拡充

最新デ ータの追加 と記憶媒体 の高密度化。

③通信回線

高度情報通信 システ ム(ISDN)等 の利用 によ るコス トの節減,開 放型相互 システ

ム間接続(OSI)に よるホス トコンピュー タ間の接続の簡易化。

6.2熊 本県 「統計データバ ンク ・小地域情報 システム」

都道府県において も,行 政利用 あるいは住民 サー ビスを目的と して統計 データベ ースを

開発 してい るところが多 くなって きてお り,昭 和62年1月12日 現在で運用中が11道 府県,

開発中が13都 県 とな って いる。((財)デ ータベ ース振興セ ンター 「統 計情報の高度利 用

と流通促進 に関する調査研究報告書」昭和63年3月,pp.52～57)こ こで は熊本県企画開

発部統計調査課の実施 して いる統計デ ータベースの うちの 「小地域情報 システム」の例に

ついて紹介 したい。 なお,「 小地域」 とは市 町村 レベルより更 に小 さい地域,ま たは市町

村域 を越え る(行 政区域 にとらわれない)地 域の ことを指 し,昭 和63年1月 か ら運用を開

始 してい る。

ア.シ ステ ムの構成 ・運用形態

FACOMM360,760(総 務部人事 課所管)を ホス トコンピュータと し,統 計デ ータ

バ ンク室,情 報プ ラザ(情 報公開対応の窓口) ,県 庁 内16課,県 内地方事務所(11)を オ ン

ライ ン ・ネ ッ トワークで結んでいる。端 末機器 は計33台 である。

イ.収 録 デー タ

(ア)昭 和60年 国勢調査結果による次のデー タを収録 している。

年齢(5歳 階級)別 人口,世 帯の種 類,世 帯人員別一般世帯,準 世帯人員準世帯,住 居
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の種類 ・住宅所有の関係,労 働力状態,経 済構成 ・産業別一般世帯,従 業地 ・通学地,住

宅 に住 む一般世帯,一 般世帯 の1世 帯当た り人員,そ の他

(イ)表 章単位 は,国 勢調査調査区で,1調 査 区当た り平均50世 帯,熊 本県全体で11,885

調査区 とな って いる。

ウ.シ ステムの利用機能

デ ィスプ レイ画面表示によるメニ ュー選択方式である。処理手順 を次に示す。

①地域の選択

市 ・郡の選択→市町村(市 においては包括地域)の 選択→市 町村 内の特定地域の選択

→(該 当地域の地図表示)→ 検索 の起点 とす る地点の指定→ デー タ検索範囲の指定(0

～100kmの 範囲で1km単 位で 自由指定)

②統計 デー タの選択 ・表示。

データ項目の選択→①で指定 した地点から指示した距離を半径とする同心円内の集書七

③地 図情報

数値情報 とともに,検 索地域の境界線,官 公庁,学 校,鉄 道駅等の公供施設,道 路,

河川,鉄 道等を線 ・点等の地図情報 と して表示する。

エ.将 来 の開発計画

①デー タの拡充 ・

現在 の昭和60年 国勢調査デー タに加え,事 業所統計調査,農 業 セ ンサス,工 業統計調

査,商 業統計調査などのセ ンサス類を蓄積。

②機能 の拡張

現在 の同心円検索 に加え,道 路沿線lkmの 範囲内の住民 など各種検索機能 を追加。 ま

た,ク ロス集計,ラ ンク表示等の加工 ・分析機能を追加。

オ.利 用状況'

統計 データベースの開発 目的は,行 政施策上の利用,民 間企業での利用,一 般県民や学

校,大 学での利用 とはば広 く考 えて いたが,実 際の利用実績で は行政での利用 は当初の予

定よ り少 な く,民 間企業が圧倒 的に多 い。業種でみると小売業(主 と して スーパ ー),金'

融 ・保 険業,製 造業,ク リーニ ング業,病 院,専 修 ・各種学校,学 習塾(音 楽,水 泳教室

等),外 食産業,住 宅業,印 刷業等が多 く,マ ーケッ トリサーチ資料 として利用 されて い

るもの と思われる。
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資 料7行 政 デ ー タ 伝 送 網 に つ い て

(63.4.1現 在)

1.目 的

(1)近 年,国 の行政機関においては,行 政事務処理の合理化及 び行政サー ビスの向上を

図ることを目的と して,デ ータ通信,フ ァクシ ミリ通信等の通信回線の利用が増大 し

ており,こ れに伴 って通信経費 は,著 しく増嵩 して いる。

(2)こ のため,政 府 にお いて も 「行政改革 に関す る第5次 答 申(臨 調最終答申)」(昭

和58.3.14)を 受 けて 「59行革大綱」(昭 和59.1.25),「60行 革大綱」(昭 和59.12.29)

のなかで 「行政情報通信網の整備 ・高度化の推進」及び 「通信回線利用の効率化等を

図 るための行政デー タ伝送網の実用化」につ いて閣議決定 してい る。

(3)行 政 デー タ伝送網 は,通 信回線の共 同利用 によ り通信回線経費の節減,通 信回線の

有効利用を計 り,シ ステムの一層 の効率化,高 度化を図 るものである。

2.網 の概要.

行政デー タ伝送網 は,現 在,各 省庁が個別 に利用 している通信回線について,高 速デ

ィジタル伝送サー ビスの専用回線を多重化 して共同利用す る もので ある。

したが って,各 省庁の ネ ッ トワークシステムは,シ ステムに変更 を加えることな く,

現在の個別に通信回線を利用 していると同一 の条件で利 用す ることがで きる。

この概要 は,図 示す ると別紙の とお りである。

また,こ の共 同利用網創設 によ り,次 の効果が期待で きる。

① 通信回線経費の節減(現 行の個別 システ ムごとの回線利用 に比 して,全 体 と して,

40%程 度の節減が期待 され る。)

② 通信回線の有効利用(現 行の個別 システムごとの低速回線利用 に比 して,回 線 リ

ソースの有効利用が図 られ る。)

3.網 の実用化計画

各省庁における全国オ ンライ ンネ ッ トワークシステムの情報量の流通 は,ブ ロ ック機

関を中心 とした集中分散及 び本省庁 とブロック機関 との 間の集中分散の傾向にある。

したが って,当 面,行 政デー タ伝送網 は,東 京(本 省庁)と 全国6ブ ロックの主要都
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市 との間に設置す る。 その実用化計画は,次 表のとお りであ る。

年 度 昭和60年 度 昭和61年 度 昭和62年 度 昭和63年 度

区 間
東京～大阪 東京～熊本

パ広島)

東京～名古屋 東京～札幌

(仙台)

4.網 の運用状況

行政データ伝送網 は,上 記 の計画 にの っとり,昭 和60年 度東京～大阪間,昭 和61年 度

東京～熊本(広 島)間,昭 和62年 度東京～名古屋間に共 同網を設置 し,運 用 してお り,

6省 庁8シ ステムが参加 してい る。 その網構成 は,次 の とお りであ る。

時
分
割
多
重

化
装
置

速

デ

ィ
ジ

タ

ル

(熊本)

ネットワーク

管 理 装 置

時
分
割
多
重
化
装

置

速
デ

ィ
ジ

タ

ル

(東京)

＼{
'特

総 務 庁 オ ン ラ イ ン

シス テ ム

犯 歴 オ ン ラ イ ン

シス テ ム

入 管 オ ン ラ イ ン

シ ス テ ム

MITIネ ットワーク

.シス テ ム

庁{出 願・・審査 ・登録

簿 事務 の機 械 化

ペーパ レスシステム

時
分
割
多
重
化

装
置

速

デ
ィ
ジ

タ

ル

ネ ットワーク

管理 装 置

時
分
割
多
重
化
装
置

速

デ
ィ
ジ

タ
ル

港 湾 情 報 処 理
システム

気象 資料 自動編集

中 継 シ ス テ ム

犯 歴 オ ン ラ イ ン

シス テ ム

MITIネ ットワーク

シ ス テ ム

ペ ーパ レス システ ム

気象資料 自動 編集

中 継 シ ス テ,ム
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資 料8国 の 行 政 機 関 に お ける デ ー タ ベ ー ス整 備 に 関 す る基 本 方 針

〔㌶ ㌶ 二各省庁連合 了承〕

1.デ ー タベ ース整備の視点

近年,我 が国の行財政を取 り巻 く環境は著 しく変貌 し,行 政 は,国 際化へ の対応 を含

めた変化への迅速 ・的確な対応 と,総 合性 ・信頼性の確保並 びに簡素化 ・効率化の一層

の推進が要請 されている。

また,情 報化社会が進展す る中で,情 報の価値の増大 と行政機関 におけ る蓄積が進み,

情報処理 ・通信技術 の発展 とあいまって,情 報の総合利用の基盤が形成 されつつあ る。

このよ うな状況下 において,行 政情報 システムは,コ ンピュー タ性能の向上,通 信回

線による相互接続,ソ フ トウェア技術の高度化,シ ステム構成 の分散化等によ り,そ の

機能を飛躍 的に拡大 して きてお り,デ ータベースの構築を通 じて,行 政事務 の効率的処

理にとどま らず,行 政施策の決定,行 政サー ビスの向上等を支援 す るもの と して,必 要

不可欠な もの となって きている。

一方,デ ー タベ ースの構築 には,シ ステムの企画調整,デ ータの収集 ・整備,シ ステ

ム開発等に多大 の経費 ・労力を要することか ら,今 後,行 政情報 システムが各方面 にわ

た るニーズに応 えて,そ の機能を一層有効 に発揮 してい くためには,デ ー タベ ースの整

備 目標 を明 らかに し,こ れを計画的 ・効率的 に推進 する ことが必要であ る。

また,各 省庁の保有す るデー タを相互に利用するとともに,磁 気デ ータの民間等への

提供による社会的活用を推進す ることが要請 されてい る。

このよ うな情勢 にかんがみ,政 府において は,累 次の行革大綱 によ りデー タベ ースの

計画的整備の推進等 を閣議決定 しているところであ り,今 後,国 の行政機関におけるデ

ータベースの整備につ いて は,以 下の 目標 と方策の下に推進 す るものとす る。

2.デ ータベース整備の基本 目標

(1)類 型別 デー タベースの整備

ア 業務処理型 データベース

行政運営 の簡素化 ・効率化,行 政サー ビスの向上等の観点か ら,許 認可,登 録,

給付,徴 収,規 制,監 督等の固有業務処理に係 るデー タベ ースの構築を積極的に惟
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進ず る。

イ 政策支援型データベース

データベースは,デ ー タの集中によ って一層 その利用価値が高め られ ることか ら,

行政計画の策定,施 策の決定等に必要 とされ る行政情報 システムは,統 計情報,業

務情報,文 献情報等を収集 ・整理 し,可 能な限 り省庁 内統合デー タベースと して構

築す る。

ウ 共同利用型 データベ ース

政府全体 として共同利用できるデータベ ースにつ いはて,各 省庁の協 力の下に,

原則 と して,一 元的 な考え方 に基づ き開発を進める。また,原 デー タが複数省庁に

またが って存在す るもの,若 しくは,重 複 して保有 され ることが見込 まれる ものに

っいて は,そ の内容,利 用形態,ニ ーズ等 に応 じ,関 係省庁の協力の下に,共 同 し

て利用で きるデータベースと して構築す る。

(2)デ ータベースの省庁 間利用等の推進

ア デ一夕ベ ースの省庁 間利用

行政データの有効 ・高度利用,デ ー タベース構築経費の節減等の観点か ら,現 在,

各省庁で運用中のデー タベース及び今後開発を予定 して いるデータベ ースの うち,

他省庁の利用に供す ることが可能 な もの について は,ニ ーズを踏 まえ積極的に省庁

間利用を推進する。

イ 社会的活用

各省庁が保有する磁気デー タの うち,民 間等において利用価値が 高い ものにつ い

ては,ニ ニーズを踏 まえ,可 能 な限 り,民 間等への提供 による社会 的活用を進める。

3.デ ータベース整備の具体化方策

(1)各 省庁個別推進事項

ア 省庁内における企画調整機能 の充実

各省庁 におけるデー タベ ースの整備 に当たっては,各 部局 におけ るニーズを的確

にと らえるとともに,デ ー タの収集 ・整備,デ ータ ・メ ンテナ ンス,ア プ リケー シ

ョンの開発等を含め,省 庁 として整合性の とれ たデータベース整備が円滑 に進め ら

れるよ う,デ ー タベ ース整備 に関する省庁内関連部局か らなる連絡会議の設置等に

より,省 庁内情報処理の総括調整部 門における企画調整機能 の充実 ・強化等 に努 め
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る。

イ 省庁 内におけるデータベ ース整備の計画的推進

デー タベースの整備は,デ ータの収集 ・利用 が広範 ・多岐 にわた る場合が多 く,

効果 的かつ的確 な整備を図 るためには,個 別業務,部 局の枠を越えた検討が必要 と

な っている。

このため,デ ー タベースの整備 に当た っては,開 発 ・利用 目的,収 録デー タの性

質等 によ り個別業務用,省 庁内汎用,省 庁外開放等各データベ ースの位置付けを明

確に した上で,デ ータの収録範 囲,開 発 ・運用 の役割分担,開 発の優 先順位等 を内

容 とす る省庁内のデータベース整備 に関する計画の策定等 によ り,計 画的 にこれを

推進す る。

(2)省 庁間共通推進事項

ア 省庁間の調整機能 の充実

データベースは,多 種多様なデータを収録す ることにより有効性が発揮 され るこ

とか ら,こ れを効果的 ・効率的に開発 ・整備す るためには,省 庁 内各部局の協力は

もとよ り省庁間の協力体制を確立するこ とが必要であ る。

この ため,共 同利用型デー タベ ースの 開発1デ ー タベースの省庁 間利用 の推進,

磁気 デー タの社会的活用等に関 しては,重 複投 資の排除,開 発作業の効率化,デ ー

タの有効 ・高度利用の確保等の観点か ら,必 要 に応 じて,行 政情報 システ ム各省庁

連絡会議等の場 において所要の調整を図 る。

イ 行政情報 の総合利用のための システム等の整備

デー タベースの省庁間利用を推進するためには,デ ータの所在案内機 能を果たす

クリア リング機能 の整備が不可欠である ことか ら,デ ータベース台帳の作成 ・配布,

総合的 ク リア リングシステムの整備を進 める。

また,分 散す る各省庁のデータベ ースを相互に接続す るシステムの整備 について,

各省庁のニーズ,技 術動向,各 種標準化動向等を踏まえつつ,検 討を進め る。

ウ 社会的活用 のための体制整備

磁気デ ータの民間等への提供は,原 則 と して,デ ー タ保有省庁の判断の もとに行

われ るが,提 供 デー タの拡大,利 用者の利便,利 用の促進等 の観点か らの配慮が必

要であ り,提 供条件の明確化,周 知方法等 につ いて検討す る。

また,磁 気データの社会的活用の推進 に当たって は,利 用者 のニ ーズに応 じた柔
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軟な提供体制の整備が望 まれていることか ら,提 供業務 における公益法人,民 間業

者の活用等,官 民の機能分担の在 り方を含 め,総 合的な検討を進め る。

資 料 昭和63年 度 に 講 ず べ き 措 置 を中 心 とす る

行 政 改 革 の実 施 方 針 に つ い て

　

ノ

日

定

28明

決

　牢

議

椰昭

閣

ー

行政改革 について は,臨 時行政調査会,旧 臨時行政改革推進審議会及 び臨時行政改革推

進審議会の提言 を最大限に尊重 しっっ,累 次 にわた り,そ の具体化のための基本方針を閣

議決定 し,逐 次所要の施策 を実施 に移 して きてい るところであるが,こ れ らの基本方針に

基づ き昭和63年 度 において講ずべき措置を中心 とす る当面の行政改革の実施方針 は,下 記

の とおりとす る。

また,臨 時行政改革推進審議会の今後の調査審議結果 を も踏まえつつ,引 き続 き行政改

革の全般的推進を図ることとす る。

記

1～3(略)

4行 政事務

(1)(略)

(2)行 政情報 システム等

ア 行政情報 システムの整備

行政情報 システムにっ いて は,情 報化の進展,情 報処理 ・通信技術の発展に即応

し,次 の措置を講ず る。

(ア)行 政データの総合利用 にっいて は,昭 和62年12月11日 付け行政情報 システ ム各

省庁連絡会議了承 「国の行政機関 にお けるデータベース整備 に関する基本方針」

に基づいて,デ ー タベースの計画的整備,省 庁間利用等の推進を図る。

(以下略)
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W.統 計 デ ー タ ベ ー ス の 普 及 と サ ー ビ ス体 制

1.統 計 デ ー タ ベ ー ス セ ン タ ー の 性 格

い わ ゆ る 「デ ー タベ ー ス」 と 「統 計 デ ー タベ ー ス」 の違 い は何 か 。 ま た,統 計 デ ー タベ

ー スサ ー ビスセ ンター とは何 か 。

1.1統 計デー タベース

データベースは,コ ンピュータ内に蓄積 された大量の データの集合であるが,単 なる集

合ではな く,所 望の情報が効率的に検索 しうるよ うに,デ ータ レコー ド(情 報の記録単位)

間の関係が分か るよ うな構造で蓄積 されたデータの集合であ る。一言でい うな らば,「 デ

ータベース」は構造化 されたデー タの集合であ り
,構 造化 されて いない単な るデータの集

合である 「データファイル」 と明確 に区別 される。

デー タに は,大 きく分 けて,人 名や文献 とい った 「文字 データ」 と給料や株価 とい った

「数値 データ」とが ある。

一 ⊥
文字 デー タ 人名,文 献名

数値 デー タ 給料,株 価

数値 データであ って も,「 統計分析す るため」ではな く,単 に 「知 るため」のデータで

あるな らば,文 字デー タと変わ りがない。たとえば,円 や マル クの今 日の為替 レー トは幾

らであるとか,NTTや トヨタの今 日の株価はい くらで あるとか のデータは,数 値 デー タ

であ るが,単 に知 ることが 目的の情報であ るか ら,文 字 デー タと同 じである。 しか し,円

やマル クの最近1週 間の為替 レー トの動 きであるとか,NTTや トヨタの最近6ヵ 月間の

月中株価の動 きであ るとかの時系列データは,明 かに統計分析す るためであ り,数 値デ ー

タであるといえる。

さて,デ ータベ ースとい う言葉 はよ く耳にす る言葉で あるが,限 定形容詞 「統計 」のつ

いた 「統計 データベー ス」は耳新 しい言葉である。 これ までの 「デー タベース」が対象 と

して きたデータは,人 事情報,文 献情報,特 許情報,信 用情報 とい った 「知 るため」の デ
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一 タであり,そ の特徴 は文字デー タで あ った。 データの内容 と しては,個 体の属性情報で

あ った。

これ に対 して,最 近注 目されている 「統計データベース」が対象 とするデータは,経 済

時系列,財 務諸表 とい った 「統計 分析す るため」のデー タであ り,そ の特徴 は数値 データ

であ る。数値デー タの特徴 は,デ ータの形式がベ ク トルまた は行列の表形式であ ることに

あ る。

「ベ ク トル形式のデータ」は,国 または産業の経済指標 にみ られ る時系列 データで あり,

「行列形式のデー タ」は,企 業の経営 指標 にみ られる財務諸表 データである。

…一 ⊥
ベ ク トル形式 時系列デー タ

行列形式 貸借対照表,産 業連関表,貿 易取引表

以下で は,「 知 るため」の文字データか らなる従来のデータベースを 「情報 データベー

ス」 と名付け,「 統計分析す るため」の数値データか らなるデ ータベースを 「統計デー タ

ベ ース」と呼ぶ こととす る。

情 報は,一 般に,文 字情報及 び数値情報を含んだ広い意味で解釈 され るが,こ こでは,

「情報 」を文字情報のみを表す狭 い意味で用い,「 統計 」を数値情報 を表す ものと して用

いて いる。 したが って,経 済 「情報」 といえば,こ れ これの原因で景気が よ くな った とか,

悪 くなったとかの経済事情 を意味 し,経 済 「統計 」といえば,景 気の動 きを表す景気指標

の統計データを意 味す る。

従来の 「データベース」は,そ の主流が 「情報 データベース」にあ った。 データベ ース

に関す る理論 も情報 デー タベースの理論であ って,統 計デー タベースの理論で はなか った。

「知 るたあ」の情報を効率 的に検索す るためのデー タ構造 として,つ ぎの3つ の代表的

な構造が提唱されて きた。

一 口一 造⊥緊 鑛 蕪
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しか し,こ れ らのデータ構造 は,い ずれ も所望の属性 を持 った個体 をすべて見つけ出 し,

知 らせ るための ものであ った。

情報デー タベー スの具体例 としては,ハ イラーキ型構造 には人事情報 データベース,リ

レーショナル型構造には文献情報 データベース,ネ ッ トワー ク型構造 には特許情報 デー タ

ベ ース,部 品展開情報デー タベースなどがある。

「情報 デー タベ ース」の特徴 は,こ のように,特 定の属性 を持 った個体を検索 し,存 在

すれば,そ の個体 に関す る情報を知 ることにあ り,情 報を 「知 る」 ことが究極の 目的であ

る。検索 され る情報 の内容 は,該 当す る個 体の総数あるいは個体名であ り,デ ータ量 と し

ては比較 的少ない。

統計デー タベースは,従 来の データベース理論で はほとん ど取 り上げ られなか った もの

であ り,最 近話題 にな っているの もそのためである。デ一 夕ベーズの理論家達の多 くは,

統計データベース も従来 の情報 データベ ースと同 じよ うに論 じることが出来 ると断言 して

いる。成 るほど,情 報デ ータベースと同 じよ うに,統 計デ ータベースを単に 「知 るため」

のデータベ ースとして位置づけ るな らば,彼 らの言 う通 りであろ う。

しか し,統 計 デー タベ ースを,単 に 「知 るため」で はな く 「統計分析す るため」のデー

タベースと位置づ けるな らば,デ ータ名に関する情報 を 「知 る」だけで はな く,「 統計分

析するため」に必要 な全 ての数値デー タを抽出 しなければな らない。前半の 「知 る」 とこ

ろまで は,情 報デ ータベー スと同 じであると言え るだ ろうが,後 半 の 「統計分析す るため

に必要 なデー タを抽出す る」 ところが,統 計 データベ ースに固有な ところである。

統計データベースは,こ のよ うに,「 知 るたあ」の メタデータ部 分(デ ータ名及 びその

属性)と 「抽出す るため」の数値 データ部分か らな り,前 半 の 「知 る」 ところが如何 に効

率 的なデータ構造で あ って も,後 半の 「抽出す る」 ところが非効率的なデータ構造で あ っ

ては,統 計 データベースのデータ構造 としては適切でない。統計デー タベースの持 つ この

2重 構造性の ゆえに,従 来 の情報データベースの理論 をそのまま適用す ることが出来ない

のである。

「統計データベ ース」の特 徴は,こ のよ うに,特 定の属性を持 ったデータを検索 し,存

在すれば,そ のデータ名に関す る必要な数値デ ータを全て抽出す ることであ り,抽 出 した

数値デー タを 「統計分析す る」 ことが究極の目的である。検索 される情報の内容 は,デ ー

タ名ではな く,統 計分析 に必要な数値データで あ り,し たが って,デ ー タ量 と しては大変

多い ものとな る。
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1.2統 計 デ ー タベ ースセ ン ター

統 計 デ ー タベ ー スセ ンタ ー は,統 計 デ ー タを作 成す る 「開発 セ ン ター」 と統 計 デ ー タを

デ ー タベ ー ス化 して利用 者 にサ ー ビスを 提供 す る 「サ ー ビス セ ンタ ー」 とに大 き く分 け る

こ とが 出来 る。

統 計 内 容 開発 セ ンター サ ー ビスセ ン ター 統計 データベース名

経 済 統 計

有価証券報告
各 官 庁 日本経 済新聞 社 NEEDS-TS

株 価
三 洋 証 券

山 一 証 券

三 洋 証 券

山 一 証 券

PASPORT

SANLINE

開発セ ンターは,統 計デー タを作成 し,提 供す るセ ンターであ り,中 央政府及 び地方政

府,政 府関係機関が主た る開発 セ ンターである。中央政府の開発 した社会経済統計データ

は磁気テープでサー ビスセ ンターまた は利用者 に提供 され る。 日本銀行,日 本興業銀行,

証券会社,日 本経済新聞社,東 洋経済新報社 なども開発セ ンターであ り,金 融証券統計デ
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一夕,企 業財務統 計デー タなどを作成 し提供 している。

サー ビスセ ンターは,開 発セ ンターか ら購入 した統計デ ータをデータベース化 し,利 用

者にオ ンライ ンでデー タの サービスを行 うセ ンターで ある。TSSオ ンライ ンサー ビスで

は日本経済新 聞社がニーズTS(NEEDS-TS)で マクロ経済時系列及 び企業財務 デ

ータを提供 してい る。 また,パ ソコ ンネ ッ トワークサ ー ビスで は山一証券 がサ ンライ ン

(SANLINE)で,ま た三洋証券がパスポー ト(PASPORT)で 株価デー タを一

般利用者 に提 供 してい る。

ちなみ に,デ ータベースサー ビスセ ンターの主流 は,言 うまで もな く,情 報 デー タベ ー

スのサー ビスセ ンターであ る。情報 データベ ースサー ビスセ ンターの多 くは,自 前で デー

タを作成す る開発セ ンターで もある。 また,中 には,開 発セ ンターで もな くサー ビスセ ン

ターで もな く,そ の代理店 と してデータベースサー ビスを提供す るセ ンターがあ る。特 に,

外国で開発 されたデー タベ ースにっいて,日 本の企業が代理店 サー ビスを行 うケースが多

い。洋書販売を している紀伊国屋及び丸善がDIALOGの 代理店 と して出版案内情報 を

オ ンライ ンで提供 している。

代表的な情 報デー タベ ースサービスセ ンターと して,次 のよ うな ものが ある。

デ ー タベ ー スの 内容 情報デー タベース名 サ ー ビ ス セ ン タ ー

科学技術,経 済一般 DIALOG DIALOGInfomationServices

－般文献目録 BRS BRS社

科学技術文献 目録 JOIS ㈱ 日本科学技術情報センター

医学文献目録 MEDLINE 米国国立医学図書館(NLM)

化学文献抄録 CASearch 米国化学学会

特 許 ORBIT PergamonInfoline社

PATOLIS ㈱ 日本特許情報機構

信用調査 BIGS ㈱ 東京商工 リサ ーチ

COSMOS ㈱ 帝国データバ ンク

㈱式市況 QUICK ㈱ クイ ック

ニ ュー ス ・新 聞 記 事 TELECOM ㈱ 日本経済新聞社

案内 ・予約 ・買物 CAPTAIN ㈱NTT

座席予約 JALNET ㈱ 日本航空
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2.統 計 デ ー タ ベ ー ス の 範 囲

統計データベースは出来 る限 り広 い範囲 の分野を カバーすべきか,そ れ とも特定の分野

に特化すべ きであるか。

2.1一 般統計 デー タベース

文献情報 データベースにおいて,DIALOGやBRSが 全分野の文献 をカバ ー し,J

OISが 科学技術文献に特化 して いるよ うに,統 計デー タベースについて も,統 計 データ

のカバ ーす る範囲により,一 般統計デー タベース と特定統計データベ ースに分け られ る。

一 …⊥
一般統計 データベース マクロ経済,国 際金融,地 域経済

特定統計 データベ ース 企業財務,証 券市場,商 品貿易

政治,経 済,社 会,文 化の全分野 をカバ ーす る一般統計 データデータベ ースは理想的で

はあ るが,現 実的ではない。統計デー タベ ースの性格が 「統計分析す るため」の統計 デー

タを抽出す ることにある以上,分 析の対象 となる分野 を限定 した統計 データベ ースこそが

現実的であ り,商 用的に も有用であ る。

さて,一 般統計データベ ースを分析対象分野か ら捉え ると,マ クロ経済統計,国 際金融

統計,'企 業財務統計,地 方 自治体統計 などの各統計データベースが考 え られ る。統計を分

析 と置 き換えれば,各 統計が分析の対 象 となる一分野を構成 してい ることが分か る。

日経のニーズTSは,マ クロ経済統計,国 際金融統計(IFS),法 人企業統計か らな

る一般統計 データベースのオ ンライ ンサ ー ビスを行 っている。

2.2特 定統 計 デ 一 夕ベ ー ス

一般統計データベースが対象 とする分析分野がかな り広範囲であるの に対 して
・上場企

業の財務統計,多 国籍企業統計,証 券市場統計,貿 易統計 といった狭 い特定の分野 を分析

対象 とするデー タベースが,特 定統計 デー タベ ースである。

日経のニ ーズTSは,上 場及 び非上場企業の財務統計か らなる特 定統計 データベースの

オ ンライ ンサー ビスを行 っている。山一証券が サ ンライ ンで,ま た三洋証券がパ スポー ト

で株価データをパ ソコン通信で一般利用者 に提供 している。
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神戸大学では,わ が国の海外進 出企業の財務統計をDDX-TP回 線 でオ ンライ ンサ ー

ビスを行 っている。 また,現 在,通 関統計(貿 易統計)の デー タベ ースを構築中で あ り,

近 々パ ソコン通信で オ ンライ ンサー ビスを行 う予定である。

3.統 計 デ ー タ ベ ー ス の 加 工 度

統計 データベースサー ビスセ ンターはどの程度まで加工 したデー タを利用者 に提供す べ

きであるか。

3.1統 計 データの加工度

統計 データベースの性格が 「統計分析す るため」の統計データを抽 出す ることにあ る以

上,利 用者 に取 って分析 し易い様に加工 したデータを提供するのがよい。 しか し,必 要以

上 にデー タを加工 して しま うと,分 析面での融通性が失われる ことに もな る。利用者の範

囲 と分析 の内容に応 じて,提 供す るデータの加工度を決め る必要があ る。

汎用的分析か ら専門的分析 に応 じた加工度か ら統計 データを分類す ると,無 加工 データ,

検索向 き加工 デー タ,分 析向 き加工デー タの3っ に大分類す ることが 出来 る。

無加工デー タとは,国 富調査,事 業所統計,家 計調査 などに見 られ る個票 また は集計表

データおよび月報,4期 報,年 報 と して公表 される各種統計刊行物 にみ られ る集計表デー

タで ある。

検索向 きデー タは,'時 系列に特有 な期調整,価 格調整,季 節調整,分 類調整 など統計分

析向 きに基礎加工の施 されたデー タであ る。

統計デー タの加工度

分 析 加工 向 きデ ー タは,

た デ ー タで あ る。

無加工 データ

検索向 き加工 デー タ

分析向 き加工 データ

個票 ・集計表(セ ンサ スな ど)

各種統計月報,年 報 など

統計分析向 きに基礎加工の施 された

データ

計量モ デル分析,IO分 析のための

入力 データ及び分析結果のデ ータ

計量 モデル分析,10分 析 とい った特殊分析 のために加工 され
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統計 データベースの性格が 「統計分析す るため」の統計 デー タを抽出す ることにあ るこ

とか ら,無 加工 データ及 び検索向 き加工 デー タまでが統計 データベースで カバ ーされ るべ

きデータの加工度であると言え る。 したが って,統 計 データベ ースが提供する以上 の加工.

度を必要 とするデ ータは,利 用者 自身によ って加工 されな ければな らない。

統計データベ ースサー ビスセ ンターの中には,統 計 データベ ースと連動 して利用で きる

高度の分析加工す るための アプ リケーシ ョンパ ッケージを用意 して,利 用者に対 して統計

データベースサー ビスと共 に分析処理 も行わせる処理セ ンター としての機能を有 してい る

ものがある。

統計 データベースサ ービスセ ンターが処理セ ンターと して の機能を備え る場合,処 理 セ

ンターの機能はあ くまで 「特定の利用者」に対す るサー ビスで あ り,本 来のサー ビスセ ン

ターの 「一般利用者」に対 して不利 に成 らないよ うな配慮が,特 に,料 金面で必要 である。

言 い替えれば,デ ータ使用 の費用 と統計処理の費用 とを峻別 し,料 金を別建てにする必要

があ る。

3.2統 計デー タベ ースの基礎加工

統計データベ ースのカバ ーす る範囲 は,無 加工 デー タと検索 向 きデー タであると述べた

が,検 索向 きデ ータに施 され る基礎加工 について見てみよ う。基礎加工 は,統 計分析を行

う前 に必要 な最小 限の加 工であ り,デ ー タの実質 内容に変 更を加えないで,比 較可能 なデ

ー タにするために 「調整加工 」または 「集計加工」を行 うものであ る
。

調整加工で特 に問題 とな るの は,時 系列データであ り,次 の よ うな ものがあ る。

① 期種 (デ ー タの頻度) 日,週,月,4半 期,半 期,暦 年,年 度

② 評 価 価 格 名 目,実 質

③ 基 準 年 指標及び実質価格の基準年

④ 季 節 調 整

⑤ 連 続 性 集計法の違 い(SNAと 旧国民所得統計)

分類定義の違い(産 業分類など)
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期種の調整加工で は,例 えば,月 次データが あれば,3ヵ 月集計す ることによ り4半 期

データ,12ヵ 月集計す る ことによ り暦年 データまたは年度 データを作成する ことが出来 る。

この場合,月 次デー タは無加工 データであるが,4半 期 データや年次データは検索 向 き加

工データであ る。

同様 に,名 目データ とそのデフ レータがあれば,実 質 データを作成す ることが出来 る。

もちろん,実 質データが無加工 データとして格納 されて いるな らば,そ のまま検索 され抽

出され る。

季節調整では,通 常,主 要な系列につ いて,季 節調整済みデー タが無加工 データと して

保持 され る。 しか し,そ うでない系列 にっいて は,季 節調整加工が検索時に施 されて利用

者 に提供 されなけれ ばな らない。

他方,集 計加工で は,異 なる統計調査 における産業分類の違い,企 業財務統計におけ る

勘定科 目の違い,な どが問題で あ り,比 較可能なデータに成 るよ うに集計が可能であれば,

集計 され たデータを検索向 き加工デー タとして提供す る。

統計 データベースにおいて,検 索向 き加工 データの整備が十分でないと,サ ー ビスセ ン

ターが本来行 うべ き基礎加工 を利用者 の負担 に転嫁す るす ることにな り,統 計デー タベー

スの発展 にとって好 ま しくない。

た とえ ば,利 用者が実質季節調整済みの四半期データを欲 してい る場合,サ ー ビスセ ン

ターは,利 用者 の要求 してい るデータが統計データベ ースに格納 されていな くて も,基 礎

加工によ り作成す ることが可能であ るな らば作成 して,所 望のデ ータを利用者 に提 供すべ

きあ る。 その場合,基 礎加工 に要 した コンピュータ費用を利 用者に転嫁すべ きで はない,

っ まり,そ の費用を料金に含めるべ きで はない。なぜな ら,利 用者の所望す るデータが検

索向 き加工デー タと して統計 データベースに保持 されていれば,直 接検索 され抽出す るこ

とが出来 るか らであ る。

統計 デー タベースにおけ る検索向 き加工データの豊富 さが利 用者 に とってますます有用

とな るが,基 礎加工の費用 を利用者に転嫁で きないのであれば,サ ー ビスセ ンターに とっ

て は検索向 き加工デ ータをどの程度の大 きさにするかが重要 な問題 となる。

一63一



4.統 計 デ ー タ ベ ー ス の 処 理 形 態

情報 データベースでは 「知 る」 ことが 目的であ るか ら,利 用者が所望す る完全な形でデ

ー タの提供が行われ るが,統 計デー タベースで は 「統計分析す る」 ことが 目的であ るか ら,

分析 に適 した形でデータの提供が行われ,統 計処理 は利用者 に任 され る。 したが って,情

報デ ータベ ースの場合,サ ー ビスセ ンターの大型 コンピュータ(メ イ ンフレーム)で 全 て

の処理が行われるが,統 計データベ ースの場合 には,基 礎加工処理 はサー ビスセ ンターの

メイ ンフレームで行われ るが,そ の後の統計処理 は,通 常,利 用者の端末(タ ー ミナル)

で行われる。 、

4.1メ インフ レーム処理形態

統計 デー タベースセ ンターの中には,先 に も触れたよ うに,デ ータベ ースと連動 したア

プ リケーシ ョンパ ッケー ジを装備 していて高度 の統計分析処理 も行 う情報処理 セ ンターの

機能 を有す るものがあ る。 この場合,利 用者は,統 計データベースか らのデー タの検索 も

その統計処理 もすべてサー ビスセ ンターのメイ ンフレームで行 うことになる。 したが って,

統 計データベースの利用 者側か らみた場合,情 報データベースの利用者 と全 く同 じ立場に

あ るといえ る。

メイ フレーム処理形態の統計デー タベースサー ビスセ ンターと しては,米 国で はDRI

社(EPS)と わが国では 日本経済新 聞社(NEEDS-TS)が 有 名であ る。

メイ フ レー ム処理 形 態 の 統 計 デ 一 夕ベ ー スサ ー ビスセ ンター

サ ー ビスセ ン ター

利用者端末

統計 デ ー タベ ー ス

統計処理

< 〉 表 示
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このよ うなメイ ンフ レーム処理形態 の統計 デー タベースの利用 は,ア プ リケー シ ョンパ

ッケージを利用 して高度の統計分析を行お うとする特 定の利用者 に とっては非常 に有益で

あるが,パ ソコンで処理で きるよ うな統計分析 を行お うとす る一般利用者に とっては魅力

的で はないで あろ う。

統計デー タベ ースサー ビスセンターは,「 統計分析 す る」ためのデータを提供す ること

にあるか ら,メ イ ンフ レーム処理形態の場合で も,一 般利用者のためにデータのみの提供

サー ビスが受 け られ るよ うに配慮す る必要があ る。

4.2タ ー ミナル処理形態

ター ミナル処理形態の統計データベースサ ー ビスセ ンターは,利 用者 に必要 なデータを

提供す ることを主業務 とし,副 業務 と してパ ソ コンで は処理で きな い大型 ない し高度の統

計処理を行 うもので ある。16ビ ッ トない し32ビ ッ トのパ ソコンの普及に ともない,パ ソコ

ンで処理で きる統計分析 は利用者に任せ,パ ソコ ンで処理で きない統計分析や特殊 な図形

処理はサ ー ビスセ ンターのメイ ンフレームで行 う。

このような ター ミナル処理形態の統計データベースの利用 は,統 計デー タベース利用の

普及を促進す るものであ り,パ ソコンで統計分析を行 お うとす る一般利用者 に とって非常

に有用であ る。

ター ミナル処理形態の統計デー タベースサー ビスセ ンター

サ ー ビスセ ンター

利用者 パ ソコン端末

〈 一 〉
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ター ミナル処理形態の統計データベー スセ ンター としては,

①オース トリア経済研究所の経済社 会科学計算 セ ンターWSR

(経済データベースWIFO/EDBS),

②米国ペ ンシルバニア大学のcisi-wHARToN

(経済デー タベースと計量経 済 モデル分析 システムAREMOS),

③神戸大学経済経営研究所付属経営 分析文献 セ ンター

(多国籍 企業財務データベー ス)

などが ある。

WSRは,EC各 国の社会経済統計デ ータの統計 データをOECD,IMF,ド イツ国

立銀行,オ ー ス トリア政府等か ら購入 し,デ ータベース化 し,EC諸 国の政府機 関及 び金

融機 関に対 してオ ンライ ンサービスを行 って いる統計 データベースサー ビスセ ンターであ

る。 また,中 国に対 して も,衛 星通信で デー タ提供サー ビスを行 って いる。

cisi-wHARToNは,計 量経済 モデル分析 を行 う情報処理 セ ンターであるが,

同時に経済統計データベースサー ビスセ ンターで もあ る。一般利用者 はセ ンターか ら通信

及び計量モ デル分析の行え るプログラム(AREMOS)を 購入 し,そ のプ ログラムを用

いてセ ンターか ら必要なデータを抽 出 し,計 量 モデル分析を行 う。 また,パ ソ コンで処理

で きない膨大な計量モデルの分析には,セ ンターの メイ ンフレームで分析を行 い,分 析結

果を抽出す ることが出来る。

WHARTONサ ー ビスセ ンター

経済データベース

計量モデル分析

利用者パ ソコン端末

IBMPC-AT

電話回線

〈 〉 AREMOS

統計処理

経営分析文献セ ンターは,わ が国の海外進 出企業の財務統計デ一 夕ベ ースサ ー ビスセ ン
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夕一であ り,一 般利用者 にはセ ンターか らデー タ通信 の行え るプ ログラムを無料で提供 し

て いる。利用者 は,そ のプログラムを用 いてセ ンターか ら所望のデー タや世界地図を端末

に表示 した り,必 要なデータを抽 出 してパ ソコ ン端末のMS-DOSフ スイルに格納す る

ことが 出来 る。パ ソコ ンでは,抽 出 したデータを,た とえば,LOTUS123で 統計処

理す る ことが出来る。

経営分析文献 センター

多国籍企業財務

デー タベース

地図情報 システム

<

電話回線

利 用 者 パ ソ コ ン端 末

PC9800シ リー ズ

DDX-TP

〉

LOTUS

統計処理

5.統 計 デ ー タ ベ ー ス の ユ ー ザ 言 語

サ ー ビスセ ンターの 「統計 データベース システム」は,利 用者 とコンピュータが対話 を

しなが ら問題解決を遂行す る対話型情報 システ ムである。統計デー タベースが利用者 に と

って如何 に使いやい ものであ るか否かは,利 用者 とコンピュータ間で使用 され る言語 とそ

の言語を用 いて行われ る対話の仕方 に大 きく依存す る。

5.1ユ ーザ言語

統計 デー タベ ースシステムに対 して利用者が用いる言語が ユーザ言語であ る。利用者 は

ユーザ言語 を用 いて統計データベース システムに質問や要求 を出す。

ユーザ言語 は,大 別 して,次 の4種 類 に分け られる。

(1)コ マ ン ド 動詞で始まる簡単 な命令文

(2)メ ニ ュー 択一方式のメニ ュー表

(3)自 然言語 日常語 に近 い文
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(1)コ マン ド言語

コマ ン ドは,利 用者が コンピュータに命令す る指令語であ る。使用で きる指令語 は予め

定 め られいる。利用者は コンピュータに指令を1っ ず っ与えなが ら対話す る。指令の順序

を間違えると,当 然,答 の得 られない ことが起 こる。利用者は論理的な手続 きに従 って指

令を与えなければな らない。利用者 はコマ ン ドの意 味を熟知 していなければな らないが,

その構文まで覚えてお く必要はない。指令語(動 詞)を 与えれば,必 要な情報 は コンピュ

ー タが要求 して くるか ら,そ れに応答すればよい。 デー タベースのユーザ言語 として代表

的な コマン ドは,SQL(StructuredQueryLanguage)で あ る。

SQLは,デ ータベース言語 として標準化 され ている言語である。SQLに は,利 用者

用 のユ ーザ言語 とデータベース管理者(DBAdministrator)用 の言語がある。ユ ーザ言

語 を見れば,デ ータベースサービスが利用者に提供 しなければな らない基本機能を知 るこ

とが 出来る。

ユ ーザ言 語 と して のSQLコ マ ン ドに は,次 の よ うな もの が あ る。

① 選 択 コマ ン ド[例]項 目を抜 き出 す。

select氏 名,年 齢,給 与from従 業 員 表

② 整 列 コマ ン ド[例]給 与 の大 小順 に並 べ る。

select*from従 業 員 表orderby給 与

③ 条件 選 択 コマ ン ド[例]月 給 が50万 円を超 え る従 業 員 を選 び出す 。

select*from従 業 員 表where給 与>500000

④ 分類 コマ ン ド[例]役 職 別 の人数,平 均給 与 を計 算 す る。

select役 職,count(*),avg(給 与)from従 業 員 表groupby役 職

利用者が要求す ることは,検 索することで はな く,検 索 されたデー タである。 したが っ

て,検 索す ることはデータベースサー ビスセ ンターの仕事であ り,利 用者が必要 とす る仕

事で はないか ら,検 索 に要する費用を利用者 に負担 させないように配慮すべ きで ある。検

索 に要する コンピュー タ時間は,デ ータベースのデ ータ構造 とデータベ ース管理 システム

の良 さに依存 して決 まる。それ ゆえに,サ ー ビスセ ンターは効率の良い統計デー タベ ース

システムを開発す ることによ って検索 に要す る自己費用の削減を図 ることが出来 る。
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(2)メ ニ ュー言語

メニ ューは,デ ー タベ ースに対す る種 々の要求を分類 して,階 層的な索 引表 に した もの

である。利用者 は上位の索引表 に リス トされた要求の中か ら一つを選 び,順 次,下 位の索

引表へ と進み,所 望 の要求が見 つか るまで選択す る。

メニ ュー言語の特徴 は,コ マ ン ド言語 とは異 なり,利 用者が要求の順序を決 めるのでは

な く,表 示され るメニ ューの順序 に したが って,要 求を選択す ることにあ る。つ ま り,メ

ニ ュー言語で は,要 求の順序が システムによ って固定 されている。 したが って,メ ニ ュー

言語で は,コ マ ン ド言語 におけ るよ うな要求の順序を考え る必要が な く,利 用者 にとって

非常に分か りやす く,使 いやすい言語であるといえる。

メニ ュー言語 における 「使いやす さ」 という長所は,同 時に,自 由性を犠牲 にす る結果

とな り,短 所 で もあ る。 コマ ン ド言語では,利 用者は コマ ン ドを 自由に組み合わせて,い

ろいろな要求 を実行する ことが出来 るが,メ ニ ュー言語で は,利 用者 はメニ ューで与え ら

れた要求 しか実行で きないか らである。

コマ ン ド言語 は,一 般 に,専 門用語的であり,要 求 の内容を分解 して コマ ン ドの順序を

決めなければ成 らず,手 続 き的であ り,習 熟す るまでは非常 に使 い難 い言語であ り,初 心

者 向きではない。事務用(OA)プ ログラムの多 くが メニ ュー言語方式で あるの も,こ う

したメニ ュー言語の 「使いやす さ」にある。

(3)自 然言語

自然言語 は,デ ー タベー スに対す る利用者の要求を 日常語 に近い言語 で記述 しようとす

るものである。 日常語 はどちらか といえば,曖 昧な言葉であ り非論 理的な言葉で さえある。

「管理者の給与を知 りたい」 との要求を出 して も,管 理者 とは取締役以上なのか部長以上

なのか課長以上なのか明確でない し,ま た,給 与 と言 って も月給なのか本俸 のみ なのか分

か らない。に もかかわ らず何等かの答が得 られ る。 これが 自然言語の特長であろ う。

曖昧な言葉を理解するには,そ のたあの知識 データベ ースが必要で あ り,非 論理的 な言

葉を理解す るに も,そ のための推論 データベースが必要であ る。人工知能分野 の先端技術

が 自然言語の開発に不可欠であ る。

5.2対 話方式

自然言語が究極のデー タベース言語であろうが,,現 実 は自然言語か ら程遠 い世 界にある。

そ うな ると,実 用的な言語 は コマン ド言語か メニ ュー言語か と言 うことになる。 コマ ン ド

一69一



言語 は汎用的であるが,馴 れ るまで は非常に使い難 い し,馴 れ るのに時間 もかかる。 メニ

ュー言語は固定的で汎用性 に欠 けるが,非 常 に使 いやす く,馴 れ るのに も時間がかか らな

い。両者の特長を活かす対話方式 はない ものだろ うか。

コマン ド言語による要求方式 は,ユ ーザ主権型であ り,逆 に,メ ニ ュー言語 による要求

方式 は,シ ステム(コ ンピュータ)主 権型であ る。そ こで,各 種の メニ ューの内容 と利用

者 に提示す るメニ ューの順序 を吟味す ることによって,「 使 いやす さ」と 「汎用性」の2

っの特長を活か した対話方 式を探 ってみよ う。

対 話 方 式 メニ ューの提示順序 メ ニ ュ ー 内 の 選 択

① システム要求型 システム システム

② システム主導 型 システ ム ユ ー ザ

③ ユーザ主導型
、

ユ ー ザ ユ ー ザ

④ システム誘導型 ユ ー ザ(シ ステ ム) ユ ー ザ(シ ステ ム)

メニ ューの内容 とメニ ューの提示順序 に着 目す ると,ユ ーザの要求 は複数の段階過程を

経て行われ,判 断決定 は 「全体の処理過程を制御」する もの と 「各段階の処理を選択」す

る ものとに分 けられ る。 この二つの制御権が システムとユ ーザの何れ に存在す るかにより

四つの対話方式が考え られ る。

(Dシ ステ ム要求型

すべての判断及び決定は システムが行い,シ ステムの要求に対 してユ ーザはデー タを入

力す るだけである。 システムの要求に対 して誤 ったデー タや不 完全 なデータを入力す ると,

システムは正 しいデータの再入力やデー タの追加入力を催促す る。
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(2)シ ステム主 導型

全体の処理過程 は システムによ って制御 され,ユ ーザは各処理段 階で処理 メニ ューか ら

所望の処理方法 を選択す る。

(3)ユ ーザ主導型

処理過程の種類及 び各処理段階の処理方法の種類は何れ もシステムによ って固定 されて

いるが,そ の選択 はユーザに任されている。

(4)シ ステム誘導型

処理過程の制御 も各段 階における処理方法 の選択 もユ ーザ側 にあるが,シ ステ ム も推論

機能 と学習機能によ り,シ ステムが望 ま しいと判断す る制御 または処理方法をユ ーザに教

示 し誘導す る。ユーザは システムが示唆する判断を考慮 して次の処理を決定す る。

以上,四 つの対話方式を見て きたが,「 使 いやすさ」 とi汎 用性」の二つの特長 を活か

した対話方式 と しては,一 般利用者 に対 して は 「システ ム主導型」,熟 練利用者 に対 して

は 「システム誘導型 」が望ま しい。

6.統 計 デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス セ ン タ ー へ の 要 望

最後 に,ま とめ として,統 計デー タベース利用 の普 及を図るために望 ま しい と思 われ る

デー タ提供サー ビスのあ り方を箇条書に列記 しておこう。

(1)統 計 データベ ースは分野 を限定す る。

政治,経 済,社 会,文 化の全分野を カバ ーす る一般統計 データデー タベースは理想的で

はあるが,現 実的で はない。統計 データベ ースの性格が 「統計分析す るため」の統計 デー

タを抽 出す ることにあ るか ら,分 析の対象 となる分野 を限定 した統計 デー タベ ース こそが

現実的であ り,商 用的に も有用で ある。

(2)統 計 デー タベー スは無加工デ一 夕及 び検索 向 きデ ータを充実す る。

統計デー タベ ースの性格が 「統計分析す るため」の統計デー タを抽出することにあ るこ
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とか ら,無 加工デー タ及び検索 向き加工 データまでが統計デ ータベースで カバーされ るべ

きデータの加工度で あると言える。 したが って,統 計 データベースが提供す る以上 の加工

度を必要 とす るデー タは,利 用者 自身によ って加工 されなければな らない。

(3)サ ー ビスセ ンターはデータ提供 サー ビスに十分 な配慮 を構 じる。

統計 データベースサービスセ ンターの中には,統 計デー タベースと連動 して利 用で きる

高度 の分析加工す るためのアプ リケーシ ョンパ ッケージを用意 して,利 用者 に対 して統計

デー タベースサー ビスと共に分析処理 も行わせ る処理セ ンターとしての機能を有 している

ものが ある。 しか し,統 計データベースサ ー ビスセ ンターが処理 セ ンター としての機能 を

備え る場合,処 理 セ ンターの機能はあ くまで 「特定 の利用者 」に対す るサー ビスであ り,

本来のサー ビスセ ンターの 「一般利用者 」に対 して不利 に成 らないような配慮が,特 に,

料金面で必要である。言 い替えれば,デ ー タ使用 の費用 と統計処理の費用 とを峻別 し,料

金を別建て にす る必要がある。

(4)基 礎加 工の費用 は利用者 に転嫁 す ることは望 ま しくない。

統計 デー タベースにおいて,検 索向 き加工 データの整備が十分でないと,サ ー ビスセ ン

ターが本来行 うべ き基礎加工を利用者の負担に転嫁す るすることにな り,

統 計データベースの発展に とって好 ま しくない。基礎加工 に要 したコンピュー タ費用 を利

用者 に転嫁すべ きで はない。 なぜな ら,利 用者 の所望す るデータが検索 向き加工 デー タと

して統計 データベ ースに保持 されていれ ば,直 接検索 され抽 出することが 出来 るか らであ

る。 、

(5)検 索 に要す る費用 も利用者に転嫁 す ることは望 ま しくない。

利用者が要求す ることは,検 索す ることではな く,検 索 されたデータである。 したが っ

て,検 索す ることはデータベースサー ビスセ ンターの仕事であ り,利 用者が必要 とす る仕

事で はないか ら,検 索 に要す る費用を利用者に負担 させないよ うに配慮すべ きで ある。検

索 に要す る コンピュー タ時間は,デ ータベ ースのデー タ構造 とデータベース管理 システム

の良 さに依存 して決ま る。それ ゆえに,サ ー ビスセ ンターは効率の良い統計デー タベ ース

システムを 開発することによ って検索 に要す る自己費用の削減を図ることが出来 る。
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(6)サ ー ビスセ ンターはター ミナル処理形態 が望 ま しい。

ター ミナル処理形態の統計 データベ ースサー ビスセ ンターは,利 用者 に必要 なデータを

提供 する ことを主業務 とし,副 業務 としてパ ソコンでは処理 できない大 型ない し高度の統

計処理 を行 うもので ある。 このようなター ミナル処理形態の統計デ ータベ ースの利用 は,

統計デ ータベース利用の普及を促進す る ものであ り,パ ソコンで統計分析を行お うとす る

一般利用者に とって非常に有用で ある。

(7)ユ ーザ言語 はメニ ュー言語で,対 話方式 は システ ム誘導型が望 ま しい。

ユーザ言語 は 「分か りやすさ」 と 「使いやす さ」の観点か ら,コ マ ン ド言語 よ りもメニ

ュー言語が望 ま しい。対話方式 と して は,「 使 いやすさ」 と 「汎用性 垣の観点か ら,一 般

利用者 に対 して は 「システム主導型」,熟 練利用者に対 しそは 「システ ム誘導 型」が 望 ま

しい。

7.統 計 デ ー タ ベ ー ス の 具 体 例

7.1神 戸大学多国籍企業 データベース(シ ステム主導型対話方式)

(1)多 国籍 企業 デー タベ ースセ ンターの概要

神戸大学経営分析文献 セ ンターは,わ が国の海外進 出企業の財務統計デ ータベースサ ー

ビスセ ンターであ り,第2種 パケ ッ ト交換回線(DDX-TP)を 通 じて,1987年10月 よ

りオ ンライ ンサー ビスを行 っている。一般利用者には,セ ンターか らパ ソコン端末用の通

信プ ログラムを無料で提供 している。

利用者 は,端 末用通信 プログラムを用いて,セ ンターか ら所望の多国籍企業 の財務 デー

タを表形式で,ま た は世界地図 と して利用者端末 に表示 した り,あ るいは必要 なデー タを

抽 出 してパ ソコン端末のMS-DOSフ ァイルに格納す る ことが出来 る。パ ソコ ン端 末で

は,抽 出 したデー タを,た とえば,LOTUS123で 統計処理す る ことが 出来 る。

7.2多 国籍 企 業 デ ー タベ ー スの 通信 システ ム

多 国籍 企 業 デ ー タベ ー スの通 信 シス テ ムの構 成 図 は,下 記 に示 す とお りで あ る。

多国 籍 デ ー タベ ー ス は,神 戸 大 学経 営 分 析 文 献 セ ンター に あ る コ ン ピ ュー タで あ るMICRO

VAX-ll内 に構 築 され,シ ンコム社 の デ ー タベ ー ス管 理 シス テ ムULTRAに よ っ て 管理 され

て い る。
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多国籍企業データベ ースの通信 システム構成図

経営分析文献 セ ンター 利用者パ ソ コン端末

MICROVAXII

ULTRADBMS

多国籍企業財務

デー タベ ース

地 図情報 システム

DDX-P

N

T

T

電話回線

DDX-TP

PC-9800シ リーズ

通 信 プ ログ ラ ム

LOTUS123

、

利 用者 端 末 は,パ ソコ ン端 末 を前提 して い る。 これ は,多 国籍 デ ー タベ ースが 統 計 デ ー

タベ ースで あ り,利 用者 の要 求 に応 じて,必 要 な デ ー タをパ ソ コ ン端 末 に転 送 す る こ とを

考 慮 して い るか らで あ る。 日電の パ ソ コ ンPC9800シ リー ズ(XAを 除 く)の ユ ーザ

に対 して,セ ンタ ー は通 信 用 の端 末 プ ロ グラ ムを 無 償で 提 供 して い る。

セ ンタ ー と利 用 者 を結 ぶ 通信 回線 は,利 用 者側 で は電 話 回線 で 入 る こ とので き る第2種

パ ケ ッ ト交 換 網(DDX-TP)を 利 用 し,セ ン ター側 で はパ ケ ッ ト交換 網(DDX-P)を 利 用

して い る。 海外 の 利用 者,例 えば,米 国 に い る利 用者 か らセ ンター を ア クセ スす る には,

米 国 内の電 話 回 線 か らテ ィムネ ッ ト(TYMNET)に 入 り,米 国のITTを 経 由 してVENUS-P

に入 り,日 本 国 内 のKDDに 至 り,更 にNTTを 経 由 してDDX-Pに 入 り,セ ンタ ーに繋 が

れ る。
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7.3マ イ クロ ・メイ ンフレーム結合

統計 データベースは,情 報デー タベースと異 なり,セ ンターにあ るコ ンピュー タ(メ イ

ンフ レーム)か ら所望の情報を端末 に表示 または印字 して 「見 る」 ことにのみあ るので は

な く,統 計分析するためのデータを転送 して貰 い,パ ソコン端末(マ イクロコンピュータ)

で統計処理が出来 るような ものでなけれ ばな らない。セ ンターの メイ ンフ レームと利用者

のマイ クロコンピュータとの間でのフ ァイル転送がマイ クロ ・メイ ンフ レーム結合である。

マイ クロ ・メインフレーム結合で問題 となるのは,転 送 され るフ ァイルの形式であ る。

デー タの表現形式 には,大 別 して,次 の3種 類があ る。

① 文字形式 文書,数 値

② バ イナ リー形式 数値,図 形

③ イ メージ形式 図形

デー タの圧縮および図形 の コー ド化 は②バイナ リー形式 に含めることにする。一般に,

文 字情報 は①文字形式で,数 値情報 は①文字形式 また は② バイナ リー形式で,図 形情報 は

② バイナ リー形式または③ イメー ジ形式で表される。

これ ら3種 類のデータを転送す るには,現 在 のところ,米 国の情報 データベースサー ビ

スで有名なSOURCEで 使われてい るrKERMIT手 順 」が最適であ り,多 国籍デー

タベ ースで もこの伝送手順を採用 してい る。

セ ンターか らKERMITで 転送 され るデー タは,パ ソコン端末の デ ィスクの中にMS

-DOSフ ァイルと して蓄え られ る。 したが って,後 は,パ ソコン側でパ ソコンソフ トを

用 いて,自 由に統計処理を行 うことが出来 る。 メインフ レームで処理すれば課金 され るが,

パ ソコ ンで処理すれ ば無料であ る。パ ソコン側で使われ るソフ トと して は,LOTUS

123を 前提 と している。た とえば,必 要 なデータをダウ ンロー ド(セ ンターか ら端末 にフ

ァイル転送す る)し て,LOTUSで 比率 などを計算 し,表 や各種 の グラフを作成す る。

多国籍 データは世界各地 に進 出 してい る日本企業の財務デー タで あるか ら,利 用者 の要

求す る情報を世 界地図上 に表現 し,視 覚 に訴え ることが効果的で あるので,セ ンターで は

地図情報 システム(UNIRAS)を 用いて地図表示で きるよ うに している。

また,特 定の利用者 に対 しては,デ ータベ ースサー ビスだけで はな く,MICROVAX

が装備 して いる各種の コマ ン ド,メ ール機能 も使用で きるように している。 したが って,

パ ソコン端末で処理で きない統計処理を メイ ンフレームで行 うことも可能であ る。
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7.4収 録 されている多国籍企業

多国籍企業データベ ースに収納 している企業の数 は,現 在,日 本の親会社が71社(製 造

業62社,総 合商社9社),海 外の子会社が約2,000社 であ る。

総合商社9社 は,売 上高(1982年)で みた上位9社 であ り,次 の ような会社であ る。

①三菱商事,② 三井物産,③ 伊藤忠商事,④ 丸紅,⑤ 住友商事,

⑥ 日商岩井,⑦ トーメ ン,⑧ 兼松江商,⑨ ニ チメ ン

製造業62社 は,売 上高が1,000億 円以上(1982年),5カ 国以上 に直接投 資を行 い海外

投融資残高が50億 円以上の条件を満たす会社である。

多国籍企業データベースの利用 を推進 してお られ る神戸大学の片野彦二教授 は,「 日本

の多国籍企業 －KobeProjectに おける採択基準 の改訂 一」(国 民経済雑誌,148巻,2号)

において,よ り実用的な多 国籍デー タベースとす るには,多 国籍企業の採択基準 を改訂 し

て,対 象業種を全業種 に拡大 し,採 択基準を緩和 して収録親会社数 を150社 前後 に増大す

べ きであると提言 されてい る。

片野教授の提唱 され る新採択基準 は,以 下の通 りであ る。

①売上高(1986年)が1,000億 円以上 の全業種の企業

②1983年 か ら1985年 にかけて5カ 国以上 に直接投資 している企業

総合商社9社 はすべて売上高が1,000億 円以上であ りか ら,新 採択基準で も,採 用 され,

また,製 造業62社 も5カ 国以上 に海外投資を行 って いるか ら,そ のまま採用 され ることに

なる。

採択基準の改訂によ り採択 される親会社の数 は,す で に収録されている71社 を含み,総

数で179社 となる。その内訳 は次の通 りであ る。

産 業 社数 産 業 社数 産 業 社数

農水業 4 鉄鋼業 7 商 業 17

建築業 7 非鉄金属工業 8 銀行業 6

食品業 5 金属製品業 1 保険業 8

繊維業 9 機械工業 12 証券業 3

製紙業 2 電気機器製造業 27 リー ス業 7

化学工業 16 輸送用機器製造業 15 不動産業 2

ゴム製品業 2 精密機器製造業 5 運輸通信業 7

窯 業 3 その他製造業 4 サ ー ビス業 2
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7.5多 国籍企業の財務 デー タ

多国籍企業デー タベースは,次 の統計資料を基 に,親 企業及 びその海外子会社の財務デ

ータを時系列(1960年 以 降最新まで)に 編集 してデー タベ ース化 した統計データベ ースで

ある。

①東洋経 済新報社 「海外進 出企業総 覧」

② フ ォーチ ュン誌 「米国以外の世界の500製 造会社および100商 業銀行」

現在,利 用者 に公 開 してい るデータ項 目は次の通 りであ る。

①親会社 のデー タ 会社名,住 所,貸 借対照表,損 益計算書,従 業員数,

出資先,出 資比率,社 歴(改 名,合 併,分 離)

②子会社 のデータ 現地企業名,住 所,資 本金,従 業員数(男,女),

派遣職員(常 勤,非 常勤),生 産高,出 資元,出 資先

親会社 と子会社 には出資先 ・出資元の出資関係にあ り,ま た子会社 間に も出資関係があ

る。更 に,時 系列 データの連続性の観点か ら,会 社の社歴 に留意す る必要がある,特 に,

出資元であ る親会社同士が合併 した場合,出 資比率 も合算 しなければな らないか らで ある。

多国籍企業 データベ ースのデータ構造 を図示 すれば,次 のように表 され る。

改 名

親会社

合 併

親会社 親会社

出 資 出 資 出 資 出 資

子会社 子会社

出 資

子会社

A国 B国 C国

一77一



7.6シ ステム主導型対話方式

多国籍デ ータベースシステムのユ ーザ言語 は,「 メニ ュー言語 」で あ り,対 話方式 は,

「システム主導型」である。 システムが全体の処理過程の制御を行 い,ユ ーザ は各段階で

提示 されるメニューの中か ら処理方法 を選択す る。

システムによって提示され るメニ ューには,次 のよ うな ものがあ る。

① ログオ ンメニュー(利 用者名,パ スワー ド)

ユ ーザの利用資格を検査す るメニ ューである。ユーザ登録名 と暗唱番号 を入力する。

②検索メニ ュー(企 業情報,出 資関係,子 会社財務 デー タ,親 会社 財務 データ)

検索内容を選択するメニ ューであ る。企業情報 は社歴や出資先の情報である。

出資関係 は出資先や出資比率,出 資元の情報であ る。子会社財務 デ ータ及 び親会社財

務 デー タは自明であろう。

③企業 メニ ュー(親 会社方式,子 会社方式,国 名方式)

検索す る会社名を選択す るメニ ューで ある。 会社名を選択す る方法 と して,親 会社方

式 は,親 会社名簿で親会社を選択 す るか,ま たは親会社を指定 して その子 会社名簿か

ら子会社名を選択する場合であ り,子 会社方式は,子 会社名を指定 してその親会社名

簿か ら親会社名を選択す る場合 であ り,国 名方式 は,国 名を指定 して その国にある子

会社名簿か ら子会社 を選択す る場合 である。

④項 目メニ ュー(検 索 メニ ューに応 じた項 目内容)

検索内容の詳細を指示 するメニ ューである。検索す る項 目を任意 に選択す る。

⑤ 出力 メニュー(時 系列表,項 目表,地 図,フ ァイル転送)

検索結果を出力する方法を選択す るメニ ューである。
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システム主導型の制御の流れ図

企業情報

項 目

メニ ュー

出 力

メニ ュー

検 索 メ

企 業 メ

出資関係

項 目

メニュー

出 力

メニ ュ ー

小会社

財務項 目

メニ ュー

出 力

メニ ュー

親会社

財務項 目

メニ ュー

出 力

メニ ュ 一
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7.7メ ニ ュ ー画 面

① ロ グオ ンメニ ュー 利用者の資格 を検査す るメニ ューである。

神戸大学 経済経営研究所

附属経営分析文献セ ンター

利用者名 とパス ワー ドを入力 して ください。

利用者 名

パ スワー ド:

②検索 メニ ュー 検索 内容を選択す るメニ ューであ る。

検索 メニ ュー

検索 しよ うとする情報 の内容を番号で選択 して くだ さい。

選択番号:

1… 企業情報

2・ ◆・出資関係

3… 子会社の財務デー タ

4… 親会社の財務デー タ
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③企業 メニ ュー 検索す る会社 名を選択す るメニ ューであ る。

企業 メニュー

会社名を選択す る方式を番号で選択 して くだ さい。

選択 番号:

1… 会社名 または証券 コー ドを直接指定 す る。

2… 親会社名簿か らを選択する。

3… 親会社名を指定 し,そ の子会社名簿か ら選択 す る。

4… 外国名簿か ら国名を選 び,そ の国にある子 会社名簿 か ら選択す る

④項 目メニ ュー 検索内容の詳細項 目を選択す るメニ ューであ る。

(1)企 業情報の項 目メニ ュー

企業情報の項 目メニ ュー

検索する項 目を番号で選択 して ください。

選択番号:

1… 会社の社歴情報(設 立,改 名,譲 渡,分 離,合 併)

2… 出資先企業 名

3… 項 目メニ ューを終了 し,検 索 メニューに戻 る。
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(2)出 資関 係 の項 目 メニ ュー

出資関係の項 目メニ ュー

検索す る項 目を番号で選択 して くだ さい。

選択番号:

1… 出資先お よび出資元の企業名

2… 出資先企業の情報

3・ ◆・出資元企業の情報L

4… 項 目メニ ューを終 了 し,検 索 メニ ューに戻 る。

(3)小 会 社 の財 務 デ ー タの項 目 メニ ュー

子会社の財務 データの項 目メニ ュー

検索す る項 目の前の括弧 内に,Sを タイプ して選択 して ください。

選択

[]資 本金

[]従 業員

[]派 遣職員

[]生 産高,売 上高

[]そ の他

[]項 目メニ ューを終了 し,検 索 メニ ューに戻 る。
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(4)親 会 社 の財 務 デ ー タの 項 目メニ ュー

親 会社 の財務データの大分類項 目メニ ュー

検索す る大分類項 目の前の括弧内に,

選択 して くだ さい。

]貸 借対照表(資 産の部)

]貸 借対照表(負 債の部)

]貸 借対照表(資 本の部)

]損 益計算書

]製 造原価明細書

]海 外直接投資

その他

]大 分 類 項 目メニ ューを終 了 し,検 索 メ ニ ューに戻 る。

親 会社 の財 務 デ ー タの小 分 類 項 目メニ ューの うち,

書 の項 目メニ ュー につ いて,示 して お こ う。

貸借対照表(資 本の部)と 損益計算
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(4-3)貸 借対照 表(資 本 の 部)の 項 目 メニ ュー

貸借対照表(資 本の部)の 項 目メニ ュー

検索 する項 目の前の括弧内に,Sを タイプ して選択 して ください。

選択

[]資 本金[]資 本準備金[]利 益準備金

[]そ の他の剰余金[]任 意積立金[]減 債積立金

[]配 当平均積立金[]退 職慰労積立金[]当 期未処分利益

(4-4)損 益計 算書 の 項 目 メニ ュー

損益計算書の項 目メニ ュー

検索する項 目の前 の括弧 内に,Sを タイプ して選択 して くだ さい。

選択

[]売 上高[]売 上原価[]売 上総利益

[]販 売費 ・一般管理 費[]営 業利益[]営 業外収益

[]営 業外費用[]経 常利益[]特 別利益

[]特 別損失[]税 引前当期純利益[]法 人税等

[]当 期純利益
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⑤出力 メニ ュー 検索結果を出力す る方法を選択す るメニ ューであ る。

(1)企 業情報及 び出資関係の出力 メニ ュー

出力メニ ュー

企業情報及 び出資関係の出力 メニ ュー

検索す る項 目の前の括弧内に,Sを タイプ して選択 して くだ さい。

選択

]時 系列の表

]特 定年の表 西暦年:

]世 界地図による各種 グラフ

]項 目データの フ ァイル転送

(2)財 務 デ ー タの 出力 メニ ュー

出力 メニ ュー

財務 データの出力メニ ュー

検索す る項 目の前の括弧内に,Sを タイプ して選択 して くだ さい。

選択

]時 系列の表

]特 定年の表 西暦年:

]項 目デー タの ファイル転送

一85一



8.STEPS-NEEDS統 計 デ ー タ ベ ー ス(コ マ ン ド言 語 方 式)

8.1STEPSシ ステムの概要

統計分析 システ ムSTEPSは,経 済予測 や政策 シ ミュ レーシ ョンのたあの統計手法を

平易な英文で利用で きる情報 システムであ る。 システムの詳細 については 「STEPS

電算機 によ る計量経済分析」(杉 浦一平 ほか,東 証経済新報社,1981)を 参照 され たい。

STEPSの 特長を列記すると,次 の よ うな ものが ある。

(1)NEEDSデ ータ(日 経総合経済 フ ァイル)及 びSNA統 計をデー タベ ース化 し

て内蔵 しているデー タベ ース システ ムである。

(2)各 種の初等統計分析及 び時系列分析の行える分析 システムであ る。

(3)計 量経済モデルの シミュレー ション分析 の行え る分析 システムであ る。

(4)基 本的なFORTRAN言 語が使用で きる言語処理 システムであ る。

(5)利 用者個人専用のデー タバ ンクを内蔵 し得 るデータベースシステ ムで ある。

STEPSは 大学での授業または研究 に,企 業での実務 に利用 されてい る。大学で は,

関西学院大学をは じめ十数の大学 に導入 され,経 済統計 などの授業に利用 されている。他

方,地 方 自治体や電力会社 にも導入 され,長 期計画や予測 に用 い られて いる。

STEPSは.1972年 にバ ッチ処理用 に開発 され,1983年 にTSS処 理で も使用で きる

よ うに機能の追加が行なわれた。

8.2対 話型STEPSの 利用例

TSS処 理用のSTEPSは,シ ステム要求型の対話型情報 システムであ り,利 用者 は

システムの要求 メ ッセー ジに対 してデー タまたはSTEPSコ マ ン ドを入力 して応答す る。

具体例 と して,STEPSを 利用 して,次 の よ うな問題を処理 してみよ う。

NEEDS統 計デー タベースか ら,必 要なデータを抽出 して,

1971年 か ら1987年 までの期間におけるわが国のエ ンゲ

ル係数の推移を計算 し,計 算結果を端末のデ ィスプ レイ画面 に

表 と点 グラフで表示せ よ。

TSS端 末 のREADYモ ー ドにお いて,TSSコ マ ン ドと してSTEPSを 入 力 す る

と,STEPSシ ス テ ムが起 動 され,利 用 者 はSTEPSの 世 界 に導 かれ る。 以 下,ST
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EPSの メ ッセ ー ジに対 して7一利 用 者 が応 答 す る部 分 を ア ンダ ー ライ ンで 示 す。

**

HELLO!MR.ユ ーザID

**

INPUT

OOO10

00020

00030

00040

H'

00050

00060

00070

ENTERSYSOUT

STEPSPROGRAM

STEPSDATANAME:

〈OPENDISK>FILENAME:

〈CLOSEDISK>FILE

CLASS(A/H/NULL)

NAME:

NAME:MYBANK1

ENTERSTEPSPROGRAMANDDATA

START,'ENGELRATIOS'

DATEISYE・ARFROM1970

PERIODIS1971TO1987

GETNE・EDS,SYOUHIニ'CH',SYOKUHI='CF

COMPUTE,ENGEL=SYOKUHI"/SYOUHI*100

PRINT,SYOUHISYOKUHIENGEL

PLOT,ENGEL(0,100)
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00080

00090

00100

00110

PUTFILE,SYOUHISYOKUHIENGEL

CLOSEDISK,'MYBANKピ

END

STEPSPROGRAMANDDATASAVEDIN

(ユ ーザID.STEPSAVE.DATA)

しば らくすると,端 末の画面 には,変 数SYOUHIとSYOKUHI,ENGELの

データが,左 端に1971年 か ら1987年 までの年,最 上段 に三つの変数名の見出 しのある表 と

して,表 示 され る。 この後,エ ンゲル係数 の推移 を示す点 グラフが表示 され る。

最後に,STEPSシ ステムは終了 し,画 面にはREADYが 表示 され,TSS処 理 に

戻 る。

[説明]

(1)SYSOUTク ラスの指定

STEPSプ ログラムの翻訳結果及 びプログラムの実行結果を出力す る先を指定する。

プ リンターに印字す るな らば,A

印字 出力を保留す るな らば,H

端末画面 に表示す るな らば,空(何 もタイプ しない)

を タイプす る。 ここで は,結 果を直接端末 に表示す るので,空 とす る。

(2)プ ログラム名の指定

STEPSプ ログラムのデー タセ ッ トが作成済みであれば,そ のフ ァイル名 をタイプす

る。端末か ら直接プ ログラムまたはデータを入力す るのであれば,空,つ まり何 もタイプ

しないで送信キーを押す。 ここでは,プ ログラムを端末か ら入力するので,空 とす る。
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(3)DATA名 の指定

プ ログラムで使用す るデータのデータセ ッ トが作成済みで あれ ば,そ のフ ァイル名を タ

イプす る。端末か ら直接 データを入力するか,ま たは入 力 しないのであれば,空,つ ま り

何 もタイプ しないで送信 キーを押 す。 ここでは,デ ータは端末か ら入力 しないので,空 と

す る。

(4)OPENDISKフ ァイル名の指定

利用者個人のデータバ ンクを使用す るのであれば,そ の フ ァイル名を タイプ し,使 用 し

ないのであれば,空,つ ま り何 もタイプ しないで送信キ ーを押す。 ここで は,使 用 しない

ので,空 とする。

(5)CLOSEDISKフ ァイル名の指定

利用者個人のデー タバ ンクを作成するか,ま たは更新 す るのであれば,そ のフ ァイル名

をタイプ し,作 成 も更新 もしないのであれば,空,つ ま り何 もタイプ しないで送信 キーを

押す。 ここでは,次 回に使用す るために作成す るこ とに してい るので,フ ァイル名 として,

例えば,MYBANKlと タイプす る。次回の分析では,OPENDISKフ ァイル名

の指定の時に,MYBANK1と タイプすれば,前 回にプ ログラムで期{いたすべでの時 系

列デー タ(SYOUHI,SYOKUHI,ENGEL)を その まま'使用す ることがで、き

る。つまり,NEEDSの データも利用者個人のデー タバ ンクMYBANK1に 取 り込 ま

れているのである。'

(6)STEPSプ ログラム及びデータの入力

STEPSプ ログラム名の指定で空 と した場合,プ ログラムは端末 よ り直接入力 され る

ことにな り,STEPSプ ログラム及 びデータの入力を要求す るメ ッセージが表示 され,

続 いて行番号00010が 表示 されて,入 力待ちとな る。 そ こで,STEPS命 令文 を1

行 タイプ し,送 信 キーを押す。1行 分が入力され,行 番号00020が 表示 され,入 力待

ち となる。以下,1行 ずっ タイプ し,送 信 キーを押す。 プ ログラムの入力を終了 させ るに

は,空,つ ま り何 もタイプ しないで送信キーを押す。

入 力 したSTEPSプ ログラムはフ ァイル名STEPSAVEで 保存 され,そ の 旨の メ

ッセージが表示され る。
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(7)STEPSプ ログラムの実行

STEPSプ ログラムは,ま ず翻訳 され,そ れか ら実行 され る。翻訳 に誤 りがなければ,

プ ログラムの リス トを表示 してか らプ ログラムを実行 する。

も し翻訳 に誤 りがあれば,診 断 メ ッセージを表示 して,STEPSシ ステムを終了 させ

て,TSSのREADYモ ー ドに戻 る。そ こで,EDITコ マ ン ドで誤 りのあ るプ ログラ

ムを修正す る。修正 し終わ ると,再 びSTEPSコ マ ン ドでSTEPSシ ステ ムを起動 さ

せ,修 正 したプ ログラムを実行 す る。

翻訳 に誤 りがな くなると,プ ログラムは実行に移 される。 しば らくすると,端 末の画面

に は,変 数SYOUHIとSYOKUHI,ENGELの 時系列 デ ータが,最 上段 に三つ

の変数名の見出 し付けて,表 示 され る。続 いて,1971ら1987年 までのエ ンゲル係数の推移

を示す点 グラフが表示され る。

最後に,STEPSシ ステムは終了 し,再 び,TSSのREADYモ ー ドに戻 る。

(8)STEPSプ ログラムの説明

上記のSTEPSプ ログラムの 内容を簡単 に説明 してお こう。

DATE文 は,時 系列デー タの期種 と初期点を指定す る命令文であ る。 ここでは,期 種

は年次(YEAR)で,初 期点 は1970年 である。期種には,ほ かに,月 次(MONTH),

四半期(QUART),半 期(HALF),無 名(ITEM)が あ る。

PERIOD文 は,分 析期 間を指定す る命令文で ある。 ここで は,分 析期間 は1971年 か

ら1987年 までであ る。

GETNEEDS文 は,日 経総合経済データベースか ら時系列 データを抽 出す る命令

文 である。 ここでは,家 計最終消 費支 出(日 経 コー ドCH)と 飲食 費(日 経 コー ドCFH)

を抽 出 し,時 系列変数SYOUHIとSYOKUHIに それぞれ代入 している。注 目すべ

きことは,NEEDSデ ータベースには四半期 デー タのみが収録 されていて,年 次データ

は存在 しないが,自 動的 に年 次デー タに編集 されて,分 析期 間の年次 データと して抽 出さ

れ る ことであ る。

COMPUTE文 は,分 析期 間に対す るエ ンゲル係数を計算す る命令文である。計算結

果 は左辺の時系列変数ENGELに 代入 される。

PRINT文 は,SYOUHI,SYOKUHI,ENGELの 時系列変数 につ いて分

析期 間の値を表示す る命令文であ る。PLOT文 は,ENGELの 時系列変数 につ いて分
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析期 間の点 グラフを描 く命令文である。

PUTFILE文 は,SYOUHI,SYOKUHI,EN'GELの 時系列デ ータを

利用者個人のデータバ ンクに一時保存す る命令文であ る。

CLOSEFILE文 は,利 用者個人のデー タバ ンクを作成 し,一 時保存 されて いた

時系列データを永久保存(収 録)す る命令文である。

END文 は,STEPSプ ログラムの終わ りを示す命令 文である。

9.統 計 デ ー タ ベ ー ス を 利 用 し た 授 業

前節で述べたよ うに 日本 の大学で も統計データベースを利用 して,STEPSやSAS

等 の統計分析 システ ムを用 いて コンピュータ実習を行 ってい るが,米 国に比べ るとその数

は少 ない。

1982年 に米国 ジ ョー ジタウ ン大学経済学部の学生に経済統計の講義 を行 った。 この経済

統計の講義 は,た だ単 に理論 を教えるだけでな く,経 済統計 データベースを利用 す るコン

ピュータ実習を伴 うもので あ った。当時の講義 内容につ いて若干触れてみたい。

9.1ジ ョージタウン大学 における経済統計の授業

経済統計の授業で は,時 系列分析(循 環変動分析,移 動平均法,指 数平滑法,分 布 ラグ

法),傾 向分析,重 回帰分析を教えるものであ った。隔週 に講義を行い,講 義 の終 りに次

週 に行 う実習の問題 を2～3題 与え,次 の講義 までに レポー トと して提 出させていた。学

生数 は30人 位 であ った。

ジョージタウン大学で は,特 に,実 習を伴 う授業に対 して教授の授業を補佐す るteach-

ingassistantと して,大 学院生が1人 割 り当て られてお り,授 業時 間外に講義 内容 につ

いて学生の質問に答え た り,実 習を補佐する制度があ った。 そのため,教 授は授 業時間内

のみ学生の面倒を見ればよか った。つまり,教 授は演習問題を与え,実 習時間に手 ほ どき

す るだけで,後 は,す べてteachingassistantが 面倒を見,レ ポー トの採点 も行 って くれ

た。ヒの制度 は,大 学院生への奨学金給付に対す る反対給付および教育実習の性格 を持 っ

てい る。

経済学部のカ リキ ュラムにおける経済統計の位置づけに触れてお くと,経 済統計 の受講

資格は統計学 の単位修得者 に限 られている。従 って,経 済統計の授業で は正規 分布 やt分

布,検 定の講義を詳細 にす る必要がない。 さ らに,経 済統計 は学部の授業科 目で あ るばか
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りで な く,大 学 院 の初年 度 の授 業 科 目(intermediatecourseの 科 目)で もあ り,大 学 院

の計 量 経 済学 の必 修科 目(prerequisite)で あ る ため,計 量経 済 学 を 履 修 す るため には,

初年 度 の秋学 期(Fallsemester)に 経 済 統計 を履 修 してお く必 要 が あ る。

9.2大 学の計算セ ンター

ジョー ジタウン大学の計算セ ンターには,実 習用の端末 として約40台 の ビデオデ ィスプ

レイ端末が設置されていた。 これ らの端末 は,セ ンターの メイ ンフ レーム(2台 のIBM

4341)を 経由 し,マ サ チューセ ッツ州にあるDRI社 のメイ ンフ レーム(バ ローズ)

に繋が って いた。

DRIは,い うまで もな く米国の経済統計のデータサービスを全米に行 っているデー タ

ベ ースサー ビスセ ンターであ る。DRI社 は,ジ ョージタウン大学 に対 して,当 時 はサー

ビスを無償で行っていた。経済学部 と計算 セ ンター間で は,わ が国の国立大学 の情報処理

教育 センターと同 じように,一 つの授業科 目に対 して一定額の予算が計算機使用料 と して

決 め られ,学 期末 に帳簿上のみの決済 が行われた。

9.3利 用者 ・計算 セ ンター ・DRI間 の通 信 システ ム

端 末 は,デ ィスプ レイ とキ ー ボ ー ド,プ リンターか らな る ダ ム端 末 で あ った。 ユ ーザ言

語 は コマ ン ド言語 で あ り,こ れ は,NBERで 計 量経 済分 析 用 に 開発 され たTROLLシ

ステ ムの 言語 で あ る。TROLLの 利 用 マニ ュアル は,大 学 の書 籍 部 で 販 売 されて いた。

各学 生 が 直接利 用 す るプ ロ グラ ム は,こ のTROLLで あ り,一 人 の学 生 に対 して,一

つ のTROLLが ジ ョー ジタ ウ ン大 学 の メイ ンフ レー ムで起 動 され使 用 され る。 ジ ョー ジ

タ ウ ン大 学 の メ イ ンフ レームがDRIの 統 計 デ ー タベ ースの 一 つ の端 末 とな って い る。

多数 のTROLLとDRIの デ ー タベ ー スセ ンター との間 の デ ー タ通 信 は,大 学 の計 算

セ ンターが 開発 したデ ー タベ ー ス通 信 プ ログ ラム によ って管 理 され て い る。 その通 信 シス

テ ムの構 成 図 は次 頁の よ うに な る。

当 時,計 算 セ ンターで使 用 で きる統 計 分 析 シス テ ム と して は,時 系列 デ ー タの統 計 分 析

用 に は,TROLLの ほか,TSPが あ り,横 断面 デー タの統 計 分 析 用 に は,SPSS,

MINITAB,SASが あ ったが,TROLLの み がDRIの 統 計 デ ー タベ ー スを利 用

す る こ とが 出来 るよ うに な って い た。
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V.ユ ー ザ か ら み た デ ー タ ベ ー ス 利 用 の 問 題

データベースの利用 に関 しては従来か らも様 々な問題 が指摘 されて きている。それ は,

日本のデー タベ ースにっいて いえば蓄積件数が少 な いことや,端 末 ・パ ソコン等 によ るア

クセスない しは操作上 の欠陥,さ らには利用 コス トの問題 など非常 に多岐にわた る もので

あるが,以 下で取 り上げるの は,産 業 ・経済や地 域問題 を考えているユーザが いると して,

現行 の統 計(主 と して官 公庁統計)が そのままデー タベ ー ス化 された と仮定 した場合 どの

様 な点で使いに くさが生ず るか とい う点である。

1.分 類 上 の 問 題

1.1地 域分類

現在の官公庁統計 におけ る地域分類 は基本的な単位 と して,県 別,市 町村別,と い う行

政単位に基づいて いるといえる。その点で,各 種の統計は横並 べ した時に対応関係 がっい

ていると考え られ るが,こ の レベルだけで済 まない問題 もあ る。例えば,都 道府県を こえ

る地域区分な どが そ うした ものである。

現在 日本において用 い られている地域区分 は,次 表 にみ られ る通 り4種 類 もあ る[1:1]。

一つは
,公 共工事請負 ・住宅着工,及 び労働省の求人求職 関係 の統計で使われてい る分類

で表のAが それに当たる。通産省の生産指数関係,及 び百 貨店 ・セルフ店販売関係の統計

で使われる分類はB,総 務庁の家計消費,消 費者物価,失 業率統計で はCの 分類,そ して

乗用車新規登録の場合 にはDの 分類が採用 されて いる。 これ らの地域区分を相互比較 して

み ると,次 のよ うな事が分かる。 まず新潟の帰属 にっ いて は東北 とす るのがAとD,関 東

とす るのがB,北 陸 とす るのがCと な っている。長野 にっ いて関東 とす るものがA,B,

Cと ある反面,東 北 とす る分類(D)も あ る。 静岡の場 合 は,東 海 とす る分類 がA,C,

Dと なっているのに対 してBは 関東に入れている。次 に,富 山 ・石川 について は,福 井 と

共 に北陸とい う分類 に含 め るや り方(A,C,D)と,Bの よ うに中部 に入れ る考 え方 が

ある。岐阜,愛 知,三 重 の3県 は,東 海 とす る もの(A,C,D)と,共 に中部 に入 れ る

Bの や り方が あ る。福井 について は北 陸とす る分類(A,C,D)の 他,Bで は近畿 に分

類 している。それ以 外の都道府県にっいて は分類上 の差 はみ られない。
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表1地 域区分および資料名

地域区分
AIBIclD

北海道 北 海 道
青 森

岩 手
lll

宮 城 東 北

秋 田

山 形

福 島

新 潟 北 陸

茨 城

栃 木 一

群 馬

埼 玉 関 東

千 葉

東 京

神奈川

山 梨

長 野 東 北

静 岡 東 海 東 海

富 山

石 川
北 陸

1

北 陸

1岐 阜 中 部

愛 知 東'海 東 海

三 重 1

福 井 北 陸 北 陸

滋 賀

京 都

大 阪 近 畿

兵 庫

奈 良

和歌山

鳥 取

島 根

岡 山 中 国

広 島

山 口

徳 島

香 川

愛 媛
四 国

高 知

福 岡

佐 賀

長 崎

熊 本 九 州
大 分

宮 崎

鹿児島

沖 縄 沖 縄

資 料 名

B鉱 工 業生産指数

B

B

A

A

B

B

C

D

A

A

A

A

A

A

C

A

C

鉱工 業出荷指 数

鉱工 業在庫指 数

公共工事請負金額

新設住宅着工戸数

百 貨 店 販 売 額

セル フ店販 売額

全世帯消費 支出

乗用車新規登録 ・

届出台数

有 効 求 人 倍 率

有 効 求 人 数

有 効 求 職 者 数

新 規 求 人 倍 率

新 規 求 人 数

新 規 求 職 者 数

完 全 失 業 率

企 業 倒 産

消費者物価指数

通商産業省,各 通商産業局,

名古屋通商産業局公益事業富山支局,

沖縄県

通商産業省,各 通商産業局,沖 縄県

通商産業省,各 通商産業局

保証事業会社協会'

建 設 省

通商産業省,各 通商産業局

通商産業省,各 通商産業局

総務庁統計局

日本自動車販売協会連合会,

全国軽自動車協会連合会

労 働 省

労 働 省

労 働 省

労 働 省

労 働 省

労 働 省

総務庁統計局

東京商工 リサーチ

総務庁統計局

資料:経 済企画庁 「地域経済動向」
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'こ の様に異 なる地域区分がされた ままで これ らの統計がデータベース化 された とすれば,

地域 レベルでのデータの接合性,相 互比較が不可能 となって しまう。例え この地域 レベル

での統計数値を使わずに県単位の統 計を見たいと した場合で も,検 索 され たデータがそれ

ぞれの地域 区分の順序で並べ られてい るな らば,ユ ーザは自ら並び替え を しな ければ県単

位で の各種統計数値を相互に較べ ることが出来 ないことになる。特 に,パ ソコンを初め と

する コンピュータによ って アウ トプ ッ トを同一表 に打 ち出 して比較をす る とい うよ うな事

を考え ると,現 在のよ うなバ ラバ ラの状態 はぜ ひと も改善 してお くべ き事柄であろ う。

もっと単純 な例 としては,個 別県単位 のデータの並び順が統計 によ って異な る場合であ

る。経済企画庁は県民所得推計結果を公表 して いるが 〔5],そ こにお ける各県の並び順 は,

例えば通産省の工業統計表[71に おけ るそれ とは異な っている。従 って ここで も,デ ータ

ベー スによ って県単位の統計を相互に比較 で きるためには,ユ ーザが アウ トプ ッ トの順序

を並 び替え る必要が出て くることにな る。

県民所得 工業統計 県民所得 工業統計^ 県民所得 工業統計 県民所得 工業統計

の順 の順 の川頁 の順 の順 の順 の川頁 の順

北海道 北海道 千 葉* 東 京* 滋 賀 滋 賀 香 川 香 川

青 森 青 森 東 京* 神奈川* 京 都 京 都 愛 媛 愛 媛

岩 手 岩 手 神奈川* 新 潟* 大 阪 大 阪 高 知 高 知

宮 城 宮 城 山 梨* 富 山* 兵 庫 兵 庫 福 岡 福 岡

秋 田 秋 田 長 野* 石 川* 奈 良 奈 良 佐 賀 佐 賀

山 形 山 形 静 岡* 福 井* 和歌山 和歌山 長 崎 長 崎

福 島 福 島 富 山* 山 梨* 鳥 取 鳥 取 熊 本 熊 本

新 潟* 茨 城* 石 川* 長 野* 島 根 島 根 大 分 大 分

茨 城* 栃 木* 岐 阜 岐 阜 岡 山 岡 山 宮 崎 宮 崎

栃 木* 群 馬* 愛 知* 静 岡* 広 島 広 島 鹿児島 鹿児島

群 馬* 埼 玉* 三 重* 愛 知* 山 口 山 口 沖 縄 沖 縄

埼 玉* 千 葉* 福 井* 三 重* 徳 島 徳 島

注:都 道府県名右側の*は,県 民所得統計 と工業統計における都道府県の順番が対応

していない ものを示す。

＼

この様 にみ て くる と,地 域 デー タにつ いて デ ー タベ ース化 が 行 われ る とす る な らば,ま
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ず基本 とな る県単位,さ らには市町村単位 とい うところでデータの順を共通の もの と して

確定 してお く必要が ある。例えば,ア ル ファベ ッ ト順,か つ辞書的順序 とい った形で整理

が行われなければな らない。特 にパ ソコンなどの コンピュータ処理によって県 別に様 々な

統計を同一表 に揃えてアウ トプ ッ トしようとす る場合 などではそのよ うな措置が絶対必要

で あろう。

1.2産 業分類

官公庁統計 における業種 分類 は,基 本的には標準産業分類 に基づ いてい る。 しか しなが

ら,こ こで もユーザ側か らみると,業 種分類の レベルな どが異 なるために各業種別 に横並

べ してそれぞれの特徴をみよ うとすると問題が生ず る可能性が高い。具体的な例 と して,

総務庁の 「科学技術研究調査報告」 川 における業種分類をあげてみよ う。同報告の産業

分類 は次の通 りであ る。

農林水産業

鉱 業

建設業

製造業

食品工業

繊維工業

パルプ ・紙工業

出版印刷業

窯 業

鉄鋼業

非鉄金属工業

金属製品工業

機械工業

電気機械工業

電気機械器具工業(小 分類統合)

注:

レベル。

総務庁 川 によ る産業分類,

化学工業

総合化学 ・化学繊維(小 分類統合)

油脂 ・塗料工業(小分類)

医薬品工業(小 分類)

その他の化学工業(小分類)

石油 ・石炭製品工業

プラスチ ック製品工業

ゴム製品工業

通信 ・電子 ・電気計測機(小分類統合)

輸送用機械工業

自動車工業(小分類)

その他輸送用機械工業(小分類統合)

精密機械工業

その他の工業(中分類統合)

運輸 ・通信 ・公益業(大 分類統合)

()内 は当該分類の工業統計における対応

この産業分類は全部で31と なっているが,一 応標準産業分類 におけ る大分類 と中分類の
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組合せをベ ースに した ものとな って いる。 しか しなが ら,そ の中に小分類,及 びその グル

ープ化 された ものや
,大 分類を統合 した ものなどが項 目と して組み込 まれてい るとい う具

合 いに レベルの異 なるものが一つの表の中に組み込 まれてお り,相 当複雑な形を呈 して い

る。例えば これ らの産業 における研究 開発投 資額 と,付 加価値額 とをデータベースの検索

によ って突 き合わせようとす ると,総 務庁統計のデー タベースに加 えて工業統計の データ

ベースか ら各産業別の付加価値額を検 索す る必要が出て くる。 ところが工業統計の データ

ベースによ るアウ トプ ッ トとして は,大 分類で製造業であ ることは当然 と して も,中 分類

か小分類かのどちらか一方の レベルで しか入手で きない。従 って,中 分類を統合 した業種

や,小 分類及 び小分類を統合 した産業 に対応 したデータを きちん と同 じ順序で並べ代えて

おか ない と一覧的な比較 は不可能 にな って しま う。

この様 な ことを考えれ ば,官 公庁統 計のデータベース化に当た って は,「 産業を並べ る

順序」 とその 「レベル」を共通 な形で統一 してお くことが最 も重要 なことと思われ る。

次 に問題 なのは,産 業分類の レベルを どこまで下 りられ るか,と い う点である。

日本における産業分類 は分類 コー ド1桁 の 「大分類」,2桁 の 「中分類」,3桁 の 「小

分類」,そ して6桁 の 「品 目分類」が あ る。 この うち,中 分類 クラスまでではほとん どの

統計が統一的に揃 っているといってよいが,小 分類 クラスになると,そ の一部分のみが公

表 されていたり,先 にみ たよ うに小分類 を統合 した形で発表 されていた りと相当ま ちまち

の処理がなされている。

6桁 の品 目分類 と しては,工 業統計 表や商業統計表が公表 している ものが代表的である。

日銀の物価指数統計の中分類ベースでは,標 準分類に基づいた ものが掲載されてい るが,

細分類や,商 品群ベ ースで は工業統計 表や商業統計表 と も異 なる分類を採用 してい るv2]。

従 って,工 業統計表の生産 ・出荷額を 日銀 の物価指数 によ って実質化 しよ うとす るよ うな

場合 には,小 分類 ない し細分類の レベルでの対応が とれない といってよい。

さ らに,現 行新SNAに 基づ くコモデ ィテ ィフロ一法の商品分類[6]は8桁 分類 まで,

また貿易統計品 目表[10]で は最大9桁 分類まで行われて いる。 しか しなが らこれ らの間に

直接的な対応関係 をっけるのは非常に難 しく,ま たデータとして使用す る場合の品 目の順

番が異な っているので対比をするために並 べ替えが必要 になる。

ア メリカにおいては,連 邦政府 によ るSIC(StandardIndustrialClassification)が

非常 に広範 に用い られているよ うであ る。 このSICコ ー ドは7桁 分類 とな って いるがほ

とん どのデー タベースはその うち最初の4桁 しか使 っていない という[uコ 。 このSICは
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次 の例 か ら日本における工業統計表産業分類の細分類に相当す るもの と考え られ るが,

SICコ ー ド3713… 電子計算装置

工業統計表産業分類3552… 電子計算機 ・同付属装置

これで も,例 えば コンピューター用 プ リンターにっいて この コー ドによ って検索 しよ うと

すれば範 囲が広す ぎるということにな る。一方 ごく最近登場 したよ うな,銀 行用 自動業務

マ シ ンなどはたとえSICコ ー ド7桁 を使 って も検索で きない可 能性 がある,と い うこと

で,デ ー タベ ース制作業者の中には,SICを 独 自に修正 して対処 している ところ もあ る

とい う。Predicastsは 初めの4桁 はSICコ ー ドにほぼ対応 させた上でその後の3桁 を独

自の製 品 コー ドとして付加 して用 いている[2]。

日本 におけるデータベースが どの レベルを基本 にしているかに もよ るが,一 般的にみて

産業分類が現実 に対 して遅れがちであ ることを考えると,日 本 において も,デ ータベース

業者 が独 自にユ ーザか らの アクセスが しやすいように コー ドを付加 してい くこと も必要に

な るか も知れ ない。

2.収 録 デ ー タ の 種 類

2.1予 測 データ

現在 公表 されている統計 と しての官公庁統計のほとんどが,過 去の実績 を整理 した統計

数字 とな っている。 デー タベ ース と してよ り利便性が高 くな って提供 され るよ うにな って

もこの点で は基本的に変化 しない もの と思われ るが,ユ ーザの中 には何等かの形での予測

デ ータの利用 を求めるクラス も当然 あ りえ よう。

最 も分か りやすい例 として はマ クロ経済の将来予測をあげることが出来 る。既 に,日 本

ぺで も日本経済新聞社がNEEDS -ECONOMYに おいてその よ うなサー ビスを行 って

お り,メ ンバ ーに対 して シ ミュ レー シ ョンサー ビスも可能にな って いる。 しか し,モ デル

による予測 といった ものまで にいかな くとも,現 在日本のGNP統 計の発表がアメ リカな

どと較べて非常 に遅 く,産 業予測,景 気予測,金 融市場での予想,等 の関連でいろいろ問

題が生 じてい ることを考えれば,例 えば,QEに よるGNP推 計の結果 などがデー タベー

スの中 に取 り入れ られて もおか しくはない。

もう少 し個 別に下 りて,あ る産業が今後 どの様な成長を示す か,あ る特定企業の来期の

売上,利 益,株 価,等 が どうな りそ うか,と いうことも多 くのニーズのあ りそ うな情報で

あろ う。 日本 では,「 日経テ レコ ン」がそれ に近いサー ビスを しているよ うであ るが,ア
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メ リカのrDowJonesNews/Retrieval」 に は,個 別 企 業 の 業績

予測 に関 して専 門家 の 評 価 を ま とめ た デー タが 収録 され て い る。Predicasts社

のPTSForcastsデ ー タベ ー スは,専 ら将 来 を 展望 す る ことを 目的 と した もの

で,多 くの業 界団 体 等 の 資料 か ら,予 測 記事 の 要約 を 収録 提 供 して い る[2]。

2.2加 工情報,二 次情報

データベースか ら検索 され る統計データが一次情 報であ るとす ると,多 くの場合,そ れ

を用 いて二次加工 しないと初期 の目的を達成で きない ケースが多 いであろ う。ユ ーザ側 に

それを行 うコンピュー ター ソフ トが備わ っている場合 には問題 ないが,そ うでなければ分

析をするのには手間が かか る。データベースの中 に一部一 般化 した分析的要素が取 り入れ

られていれば,ユ ーザに とって大いに利用価値が高め られ ることに もなろ う。

日本の場合で は,「 日経 テ レコン」地域情報 に,人 口,1人 当 り出荷額,1人 当 り商業

販売額 病床数,一 人当 り都市公園面積,等 を用 いて,地 域の状況を 「顔」の形で表現す

る 「FACE分 析」 とい うのがあ る[3]。 アメ リカの例 として は,CASI社 のSITE

POTENTIALと い うデータベースで は,各 種小売業 について,地 域住民 の消費動向

と人 口統計デー タとの組合せに基づいて,予 測 される購 買力の数字,並 びに投下 し本 に対

す る売上の比率が周辺地域 と較べて高いか低 いかを示 す購買 力指数が提供 され る。 また,

ADP社 のFASTOCKnデ ータベースは,株 式 ・債券 に関す る基本的 なデー タを収録

して いるばか りで な く,ソ フ トウ ェアを利用 して ポー トフォ リオ評価 などを行 ってい ると21

証 券理論において,任 意 の危 険資産 のポー トフォ リオはマーケ ッ トポー トフォ リオ と線形

の関係にあ り,そ の係数がべ 一 夕(β)と 呼ばれて重要視 されて いる。 このFASTOC

KHで は,オ ンライ ン検索の中で このベータ恒等 も提供 しているとい う。

2.3分 析情報

上述の二次情報 あるいは加工情報か らより進んだ形態 と して,各 機関が調査分析 した結

果をオンライ ンサー ビスす るとい うことが考え られ る。 日本においてそのよ うな情報 サー

ビスを実施 して いるデー タベ ースは,各 新聞社 や雑誌社が行 っている記事の全文サ ー ビス

を除けばさほど多 いとはいえない。現在提供 されて いる主 な ものと しては次のよ うな もの

があ る[日]。

ジェ トロ 海外事 務所 か らの経済 レポー ト(C&C-VANデ ータベ ースサー ビス)
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帝国デー タバ ンク 同社の信用調査報告書(COSMOS)

大和証券 同社及 び研究所 による市場 ・企業分析(イ ンテ グラルネ ッ ト)

TKC同 社 による業種別 コ ンサルテ ィング(TKCマ ルチデータサー ビス)

東京銀行 カ ン トリー トピックス,マ ーケテ ィング(TOHCASH)

注:東 洋 経 済 資料[日]よ り,()内 は提 供 デ ー タベ ー ス の名 前

アメ リカにおいて は,個 別産業の分析結果をデ ータベ ース化 して提供す るところは非常

に多い。 日本 にお いて はこの当 りがまだ相 当遅れている とみ られるので,官 公庁 による統

計数値デー タベ ースの充実 と共 に,各 種調査機関による分析情報 もデータベースの一環 に

組み込 まれて利用で きればユーザ と して もデータベース利用の価値が飛躍 的に高まる もの

と思われ る。

3.デ ー タ 提 供 形 式

ここで提供形式 というの は,現 行の官公庁統計 のよ うに,業 種 別の値 のみ の提供でか ま

わないのかど うか とい うことであ る。多 くの統計 が,個 別企業の秘密保持 とい うことか ら

業種,地 域,規 模,等 の区分の中で くくられた形 でのみ提供 されて きてい ることは事実で

あるが,近 年のユ ーザ側のニーズか らす ると物足 りない点があ ることはいなめない。

経済学の中だ けに限 ってみて も,設 備投 資の問題を産業別 とい う単位で通 し関数 の計測

を行 うとい うことは,今 で は極普通の事であるが,さ らに個別苦行の レベルまで下 りて計

測を試み るとい う動 き も出ている。また家計の耐 久財購入活動,住 宅 ・土地 の立地選択等

も,個 別単位のデ ータによ って分析可能な側面が非常 に大 きい。産業組織論 における企業

行動 なども個別デ ータによ る分析が必要な ジャンルで ある。

その ほか,各 種のマ ーケテ ィング,市 場調査に当た って は個別 データに基 づいた分析が

不可欠にな って きてい る。 もちろんそれぞれ独 自にデー タの収集 に力を入れ る努 力が な さ

れているわけであ るが,官 公庁統計におけるデー タがその ような形で提供で きれ ば,独 自

に調査 してデータを集め る場合 に較べて社会的費用が よ り少な くて済む とい うメ リッ トが

あることを認識す ることは大切である。

官公庁統計に関 して個票 を入手 したい と考える と,統 計法の規定 によれば,目 的外使用

かどうかの判断が必要 にな り,た とえ最終的には利用で きるとして もこの間の ロスは相 当
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な ものがあ る。

一つの例 として
,現 在総務庁が公表 して いる 「科学技術研究調査報告」の場合 をあげよ

う。既に述 べたよ うに,こ の調査で は,公 表ベ ースで産業別の研究開発投資額が発表され

てい る(も ちろんそのほか主体別,規 模別 などがある)。 あ る研究 プ ロジェク トにおいて,

「シュンペ ーター仮設が果 して成立す るか ど うか」が取 り上げ られ,こ のデ ータを用いて

検証 を行 うこととなった。理論 に基づ いて,企 業規模 と研究開発,企 業規模 とマーケ ッ ト

シェアとの関係がモデル的に設定 され,こ れを各産業のデータに当て はめ る段階 とな り,

総務庁 に対 して個票の利用を申 し入れ,相 当の時間をかけた結果最終的 に個票の利用は難

しい との回答があった。なお も折衝 を重ね た結果,個 別企業単位 のデータは提供で きない

が,企 業を何社か グループ化 してその平均値 を提供す ることであれば可能であ るというこ

とにな ったとい う。

確かに特定個人や特定企業の情報 が,そ れ と識別できるよ うな形で提供 されて しまうの

は問題で あろ う。個別デー タには必ず識別 コー ドが賦 されてお り,そ れのみか らは名前が

特定化で きないよ うになっている もの と思われる。 しか しなが ら,地 域や品 目,収 入など

の数字を読 めば,あ るコー ドを持 った企業や個人の名前が特定化で きること も有 り得 る。

従 って,そ のような場合 には,「 科学技術研究調査報告」の処理のよ うな形で統計の提供

を行 うケースが妥 当か も知れない。

例え ば,メ ッシュ統計はこの点 に関す る一つの妥協 とみることも出来よ う。

ただ,必 ず しも全てについて その よ うにす る必要があるかど うか は議論 の余地があるよ

うに思われ る。既に利用可能な別情報が あることによってあ る特定の コー ドが識別で きる

とい うこともありうる。 この場合 には,コ ー ド化 された個票を出す こと自体特段大 きな障

害があるとは考え られない。 この点は これか らもデータベース化 に際 して大 いに論 じられ

るべ きところであろ う。

4.統 計 の 陳 腐 化

ユ ーザにとって統計の利用価値 は,精 度の高さ,利 用 目的との整合性,等 様 々な観点 に

よって決 め られ る。中で も重要 な評価基準 と して,陳 腐化 して いない とい うことがあげ ら

れ る。数字 を中心 とする官公庁統計の場合 には,そ もそ も統計を収集 してか ら公表までの

ラグが非常 に大 きいとの指摘が以前か らあ り,そ れ も陳腐化 して しまった統計を使わ ざる

を得 ない とい う意味で大 きな問題 であ る。公表 までの作業の効率化,そ のための機械化,
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等の他,GNP統 計 におけ るQEの ように,別 の指標 に基づ く推計方法の開発 も望 まれ る

所であろ う。

この問題はいわば,統 計作成上の手続 き的な側面であ るが,そ れ とはやや異 なる面で情

報の陳腐化が問題 となっているケースが み られ る。日本におけるデータベースの ほとん ど

が外 国製の もので あることは周知の事実であるが,こ の状態 を改善すべ く日本の科学技術

論文 を海外 に対 して も提供す るためアメ リカ最大のDIALOGか ら"JAPANTECHNOLOGY"

が フ ァイルNO.582,972と してデ ータベ ース化され た事が あ る。 もともとは,日 本の特

許が英文 となって外国に提供 され るのに公示後数か月要 して いたため,こ の情報 の遅れに

対 して外 国か らの批判が高 まり,こ れ に答える意味で,ア メ リカで翻訳 を試み,特 許を含

め源情報入手後1ヵ 月後 に検索可能 な システムとした ものであ る。 ところが,ア メ リカで

の評判 は,余 りはかばか しくな く,1988年6月 を もって打 ち切 りとな って しまった[4]。

その基本的理 由は,日 本の学会 や雑誌に企業か ら発表 され る情報 は既 に企業の中で厳 し

いチ ェックを受 けた後の模ので,陳 腐化 した模 のがほとん どである こと,管 理技術 に関す

る論文 などでは,シ ステムが スター トして多 くの問題を抱 えている もので もいか にも成功

して いるような粉飾がな され るケースが多 い,使 われ たデー タも本来な ら異常値が出てい

る場合で も発表に際 してはそれ らを改窟 している傾向があ ること,等 であ るという。 これ

は,デ ータベースの単純な公表 ラ グとい う問題で はな く,む しろ統計な い し情報の質に対

す る考え方の問題であるとい って もよい。

もう一つ,統 計の精度,陳 腐化 とい う点 に関連 して触れてお く必要があ るのは,日 本 に

お いて は一度統計が発表 されるとその変更,修 正に大変勇気が いるとい う事があ る。 その

ため,決 定的な条件が整わない限 り統計 は修正 された り,新 たに追加,削 除がな された り

す る頻度が少な くな りがちであ る。統計 は,次 々に改訂 され ることを通 じて精度が向上 し,

陳腐化 しない ものが整 うよ うにな るとい う基本的な考え方が もっと浸透 してい く必要が あ

ろう。

この例 として,資 本 ス トック系列推計 におけるベ ンチマー クと しての国富調査をあげる

ことが出来 る。 日本 における国富調査 は,昭 和30年 と45年 に行われてお り,現 在の資本 ス

トック推計 は,両 年をベ ンチマー クと して除却パ ター ンを設定 してス トック系列 を求 めて

いる。 しか しなが ら,近 年の技術革新の状況な どか ら,過 去のパ ター ンその ままでス トッ

ク系列 を推定す ることに問題があるのではないかとの意見 もあ る。新 たに国富調査が実施

されれ ばその点 に関する情報が得 られ るわけで,そ の意味で,国 富調査が実施 されて いな
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い現状におけるス トック統計 とい うのは陳腐化 している可能性があるともいえ る。

5.そ の 他

現在文書をデー タベ ースで検索 しよ うとす る場合,通 常その制御語彙 は 「シソーラス」

に収録されている。 「シソー ラス」 は,必 要な情報 をどのよ うな単語で検索すべきか を指

示す るいわば単語辞典であ るが,こ れが相当の量 の ものであ ることは検索の コス トを非常

に高 くしているとい うことが出来 る。 これを回避す るため,ア メ リカで も日本で も専門の

検索代行業(「 サ ーチ ャー」)が 発達 しっっあ るが,そ もそ も 「シソーラス」がな けれ ば,

そ うした事 もな くて済む はずである。 ア メリカのMeadDataCentral社 のNEXISと い

うデータベースはそ うした制御語彙が全 くな く,検 索者が 自由に 自分のほ しい情報 に関す

る単語をイ ンプ ッ トす るようになっている。DowJonesNewsも 同様な形式を採用 して いる

(但 し制御語彙 は200～300程 度使用)[2]。 この様 な処理 方式を 「フ リー ター ム方式 」「11

あ るいは 「フ リーテキス ト検索」 〔2」と呼ぶが,こ れが力を発揮するのは フルテキス ト検

索の場合で,通 常 の文献 目録検索 において は余 り効率的ではないとされている。 日本にお

いて も,フ ルテキ ス ト検索は次第 に本格化 しよ うが,特 に分析 的な情報 に関 して はこう し

た事が行われ るよ うになれ ばユ ーザ側の利便性 はひ ときわ高 くなると思われ る。

L

6.ま と め

以上,官 公庁統計が データベース化 されるよ うにな った場合,現 状の体系で はどの様な

点が利用者か らみて使 い勝手が悪 いと予想 されるかにつ いて検討 して きた。その際,現 行

の方法を維持 し続 けるのか,そ れ ともユ ーザサイ ドにた って改変を加えるとい うスタ ンス

に立つかで議論 は二つに分かれ る。

現行のスタイルをそのまま維持 してデ ータベース化が行われ るという場合にユ ーザか ら

み ると,各 種統計 間で まちまちの分 類単位(産 業分類,地 域 分類)と データの並 び順 を完

全に統一化す ることが最低限必要であ ろう。そ う しなければ,同 一のデータベースを用 い

て統計を横並びに した比較が無意味とな る可能性 が高いか らであ る。 このための作業 は相

当膨大な もの となろ うが,コ モデ ィテ ィフロ一法における財の分類や産業連関にお ける品

目分類を共通化の ための基準 と して用 いるのが現実的な対応か と思われる。 さらに,分 析

目的によ っては現在の統計 にお ける個表ベースの情 報の提供が求め られよ う。特 に,住 宅

統計調査,家 計調査,等 につ いてはそ うした声が強 く出る もの と思われる。
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もし,現 在のや り方 をデータベース化を機によりユーザにとって利便性 の高 い,ま た社

会的に も有意味なデー ダベースとな るよ うに考え るとい うのであれば,技 術進歩 に応 じて

産業分類を変えるべ く定期的に,産 業分類や基準時点の数字 などの見直 しを行 い,ど の様

な統計が社会的に求 め られてい るかを常 にチェックし,陳 腐化な どによ って統計の利用価

値が低下 しないよう積極的な努力が必要 になろ う。
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VI.統 計 の利 用者側 にかかわ る問題

1.は じ め に

統計情報の高度利用について,こ れまで多 くの ことがいわれ,ま たい くっかの施策がだ

されてきたに もかかわ らず,率 直にい ってそれが十分進 んでいるとはいえないで あろ う。

情報化社会 とい うことがいわれ,ま た現 にコンピュータをは じめ とする情報機器や設備

の普及 も著 しいに もかかわ らず,現 実 に社会に関す る基本 的な情報を表 している統計の利

用が発展 しないのはなぜであろ うか。

問題が どこにあるかについては,そ れを統計 その もの,提 供側,利 用側,お よびそれを

結びつける提供体制の4つ の面か ら考 えることがで きよ う。商売 にた とえてみれば,統 計

という商品その もの,生 産者側,需 要者側,お よび流通 メカニ ズムの四つである。

最近統計の流通 に関 しては,磁 気テープによる提供,或 いは提供 され た情報の第三者へ

の提供の承認など,い くっかの政策が実行 され た。それ らは確かに有益であ ったが,し か

しその効果は期待 されたほど大 きくな っていないといわね ばな らない。

また,生 産者側 については,統 計情報の一般への提供 にっ いて熱意 を持たないもの もあ
入

ること,或 いはその意志 はあ って も人手や予算の点で充分対応がで きないもの もあ ること

は事実である。

しか しなが らよ り大 きな問題 は統計 という商品 と利用者側か らの具体的な需要 とのズ レ

いわば ミスマ ッチにあるので はないか と思われ る面 も少 な くない。従 って流通 システムや

生産者側のあ り方 にっいて なお改善すべ きは当然あ るとして も,こ の ミスマ ッチにつ いて

詳 しく検討する必要 はあると思われる。

2.統 計 情 報 の 特 質

統計 という 「商品」その ものにっ いて考えよ う。 それ は社会に関す る情報を与 える もの

であるが,し か しそれ はまた極めて特殊な形で表現 された情報で あることに注意 しなけれ

ばな らない。そ して このよ うな形で表現 された情報 に対す る需要が どれだけあ るか,或 い

は逆 にいえば社会に関す る情報 に対す る需要に対 し,統 計 とい う形式の情報がどれだ け応

え られ るか ということが問題である。

統計はまず数値情報であ るとい う情報を持 っている。それは当然 に情報の内容 を限定す
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る。最近情報技術,と くにデー タベース技術が発達す るにつれて,文 字情報,画 像情報 の

機械的蓄積,検 索が可能 にな り,そ の利用が進め られ るよ うにな った。確かに文章や画像

による表現 は数字 よ り遥かに多 くの情報を含んでいる。数字で表 され る量的な情報よ りも,

文字で表され る質的 な情報や,更 には画像で表現 され る感覚的な情報 の方が,よ り豊 かな

ものを含む とい うことは事実 であ る。

しか し,こ の点で最近一部 には誤解があるよ うに思われ る。 それ はよ り 「生 な」情報 は,

数値のよ うな 「抽象化」 された情報 に くらべ ると,内 容的に は豊かな ものをふ くみ得 るが,

あいまいで不確実 な面 も多い とい うことが忘れ られて いるとい うことである。すでに300

年昔 に ウィ リアム ・ペテ ィが喝破 したよ うに,「 数 と量 と尺度 」を用 いる分析 は 「非常

に」とか 「最 も」とか いうことばを用いる表現よ り派手で はな くて も,よ り確実であ り,

またそれが誤 って いて も,正 しい ものに修正をす ること もで きるのである。情報技術が発

達す るにつれて,多 量で多様 な情報を伝達 したり蓄積 した り検 索 した りす ることは可能 に

な ったことは,も ちろん極 めて有益 なことであるが,し か し情 報を真 に有効に利用す るた

めには,多 量の情報の中か ら本 質的な意味を持つ ものを描 き出す こと,そ のために適切 な

抽象化,す なわち概念化や数量化 を行 うことが必要であ り,ま たその ことに通 じて情報 の

信頼性や真実性 をチ ェックす ることも重要である。直接的な文字,画 像等の情報を多量 に

集積 したデータデータベー スは,第 一次情報がすでに十分抽 象化 され,か っ標準化 されて

い る学術文献デー タベ ースな どの場合 には有効であり,有 益であ るが,そ うでない一般 的

なデータの場合には必ず しも有 用でないで あろ う。

この意 味でデータベ ースな どをふ くむ情報技術の発達 にお いて,ハ ー ドウェア或 いはそ

れに近い基本的な システムソフ トウェアの論理が利用 され るべ き情 報の実質的な意味よ り

優先 して,逆 に情報の利用 され る形態を決定するよ うになれば,情 報の真 に有意 な利用 は

妨 げ られて しまうことにな る。

いずれに して も統計が数値情 報であることはその本質であ るか ら,そ の点を変え ること

はで きない。 しか し注意すべ きことは,そ れが具体的で あると同時 に抽象的で もあるとい

うことである。具体的であ るとい うのは,そ れ はつね に明確 に定義 された範囲の対象につ

いて,具 体的 に定 め られた調査法を適用することによ って得 られ る ものだか らである。抽

象的であ るとい うの は,対 象を数量的 に把握するとい うことは,対 象の中の特定 の側面だ

けに注 目 して,そ れ を規格化 された尺度にあてはめた り,一 定の規準によって分類 した り

する ことを意味す るか らであ る。

一107一



統計にふ くまれてい る情報 を正 しく把握す るためには,こ のよ うな統計の具体性 と抽象

性の両面を理解す ることが必要で ある。統計の高度利用を促進す るためには,統 計数字だ

けでな く,統 計に関する この よ うな面 についての情報 も提供 しなければな らないとい うこ

と も,こ れまで強調されて きた。 それ は正 しいが,し か しそれが と もすれば統計の具体性

つ ま り,対 象集団の規定,調 査法,集 計法などの具体性の面 のみ に注意 されて きた傾向が

ある。 しか ししば しば重要 なの は抽象性 の側面,つ まりその数字が要す るに何を表 し,何

を意味するかである場合が少 な くない。そ してそれがわか らなければ,統 計数字は使 いよ

うが ないとい うことになる。 しか しなが らこの ことを正 しく理解す ることは難 しい し,い

わんやそれを形式 的に表現す る ことは困難で ある。 けれ ども少 な くと もその点 についての

問題意識がなければ,い くらくわ しい数字を詳細 な説明っ きで提供 して も,少 数のプロ研

究者以外には利用され ることはないてあ ろう。統計の 「意 味」につ いて簡潔でわか りやす

い表現形式を与え ることは今後 の研究課題で ある。

更 に統計 は単 に数値情報 であ るのみ な らず,特 別の性格を持 った数値である。それ は対

象 を同種の単位か ら構成 され る集団 として把握 し,そ の単位 の全部 または一部を,一 定の

標識 について一定の方法で調査 した ものを,集 団全体の中での状況を示すよ うな形で まと

めた ものである。その場合個 々の単位の特性 について は興味が ない し,ま た単位相互間の

関係 について も,一 般 には調査 されない。そこで統計数字 に反映 され る情報 は限定 された

性格 を持つことは当然であ る。 その ことが統計情報 に対す る需要を も限定す ることにな る

の はやむを得ないことであ る。

情報化の進展の中で,統 計が必ず しも情報のニーズに対応 して いないとい う面 もあるよ

うに思われ る。求め られてい る情報が,集 団全体の中の平均,比 率等 々ではな く,個 々の

単位 の特性である場合 もしば しばある。 しか し統計調査において は,個 々の対象単位 につ

いての情報を流通 させ ることは一般 に望 ま しくない。国やその他の公共機関が行 う統計の

うち指定統計について は.個 票 の中にあ る情報を統計表作成以外の 目的に利用す ることは,

統計法 によって原則と して禁止 されてお り,そ の他の統計について も同 じよ うな扱 いがな

されて いる。 この問題 は最近 プ ライバ シー問題 との関係 と論ぜ られ ることが 多いが,し か

モ

しプライバ シーが原則 と して個 人にかかわ るものであるのに対 して,統 計調査の個票の秘

密保護 は企業や事業所 に対 して も適用 され る。統計調査 に対する協 力を確保 し,結 果の信

頼性を保障す るためには国の統計 に限 らず,個 票の秘密保護が原則 とされていることが大

切であ って,そ の点 についての一般的信頼がなければ,統 計の社会的信用は崩壊 して しま
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う。最近では一部 に この関係を逆用 して,統 計調査に名を借 りて個人情報 を蓄積 して,商

業的 目的に利用 しよ うという動 きもあ るので,統 計情報 と個別的情報 とは別種 の もので あ

るとい う原 則を保持 することは重要であ る。

しか し統 計について,地 域,時 期等にっいて細か く区分 した情報がほ しい とい う要求が

現実 にあ る。 この点 にっ いてはプライバ シー秘密保持の問題 と係わ る面 もあ るが,し か し

実際に集計 表よ りは細か いデータが欲 しい とい う要求 にで きる限り応 え られ るよ うな提供

側の システ ムを作 ることは望 ま しいことで ある。 ただ し,こ の問題については ここでは こ

れ以上 くわ しくは立 ち入 らない。

基本的な問題 は統計情報における,集 団の確定一標識の定義一 調査計画一調査 の実施一

集計 ・製表 とい う過程が,と もすれば画一的,か っ静態的であ って,激 し く変化 しつつ あ

る現在の社会の状 況を反映するのに,必 ず しも十分で ないので はないか とい うことである。

そ もそ も 「統計 」な る概念その ものが,近 代社会 とともに生 まれ,そ の制度 は19世 紀 の ヨ

ーロッパの近 代国家 において確立 された ものであ るし,も っともそれ に近 い ものはすで に

古代の漢や ローマ帝 国に も存在 したか ら,そ れは市民社会 と市場経済 を中心 とした近代国

家の性格に対応 した社会経済情報 システムのあ り方にあ った といえる。 しか し,最 近 にな

って いわゆ る高度情報化社会の成立がいわれ るよ うになると,社 会経 済情報 の様態 や流通

形態 も激 しく変化す るので,そ れを古典 的な統 計調査の概念だけでは十 分把握す ることは

困難 にな ってい る。 このことが実 は統計 という形での情報に対す るニーズが十 分に生 じな

い一つの基本的な理 由で はないか とも思われ る。

勿論統計が統計以外の ものに変化す ることはで きない し,統 計 とい う情報 の形式,あ る

いはその作成利 用の中で発展 した情報利用 についての統計的方法 は,依 然 と して有 用であ

り,多 くの場面 で有効であると思 う。けれ ど も統計調査の内容 や集計 の形 式な どは,も っ

と時代の変化に対応 して変わ ってい くべ きであ る。勿論,統 計数字については,時 間的継

続性 とい うことは最 も大切で,そ れが前提 になっては じめて 「変化」 とい うものの大 きさ

を量的 に測定す ることがで きるのであ る。 しか し,こ の ような 「統計の保守性 」 といわれ

るもの も,必 要 な性 質で はあるが,限 度 を越え ると無意味にな り統計数字が役にたたない

ものになって しま う。現実の統計調査 は新奇 に流れて安定性を失 うよ り も,保 守 的にす ぎ

て現実 に対 応 しな くなる危険性の方が大 きいよ うに思われ る。

統計情報 はそれ 自体が 自己目的で はあ り得ないから,形 式的な二 一ズカ・ら乖離 しす ぎな

い ことが大切 であ る。
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っ まり 「商品」 としての統計情報 には,必 ず しも現実のニーズに対応 しない面があ り,

その中には統計 の本質か らしてやむを得 ない部分 もあ るが,改 善の余地があ る部分 もす く

な くないと思われ る。

3.統 計 情 報 の 利 用 者

次 に統計 情報の利用者,或 いは消費者 につ いて考えよ う。実 はそ こに多 くの問題がある

ことがわか る。利用者 といって も多 くの レベ ルの いろいろな種類の人 々がお り,そ の利用

目的 もさまざまである。従 ってきめの細か い議論を進めるには,利 用者,利 用 目的を分類

してそれぞれの タイプごとに論 じなけれ ばな らないが,ま ず最初に一般的 にのべよ う。

日本の場 合,外 国 とくらべ ると一般 にいろいろな議論 の場において数字が利用 され るこ

とが少な く,ま た利用のされ方が不十分であ ると思われる ことが多い。

欧米, .とくにアメ リカで は議論の中で たとえ必ず しも信頼で きるとはいえな い もので も,

或 いは場合 によ っては仮定の もので も数字を用 いる慣習が ある。 これは 「確 か にす ること

がで きる もの は確かであ る」 というウィ リアム ・ペテ ィの格言 に従 う伝統 とい うべ きもの

で,そ れ によ って文章の論理 と論 旨が 明確 になる。かつまたどのよ うな点 にっ いて客観的

デー タを検証すれば,命 題の正誤がチ ェ ックで きるかがは っきりす るか らであ る。 日本で

はそのような形の議論よ りも文章上 「ふ くみの多 い」表現が尊重 されることが多 い。 もち

ろん,そ れ もま った く無意味 というわけで はないが,今 後国際化の進展の中で,も う少 し

明快で簡潔 な議論を展開す る習慣を確立す ることが必要であ る。っま りとにか くもっと数
'

字 を使 って議論 をす ることである。そ して この ことは統計が利用可能 な限 りは統計 を使 う

とい うことであ り,そ のよ うな方向へ のキ ャンペ ー ンが必要であると思 う。

次 に数字をあま り使わないことによる と思われ るが,数 字の性格やその意味,あ るいは

記号などが認識されていないことが多い。 あま りにいい加減な数字を用 いた り,逆 にあま

りに正確な数字を要求 した りすることは,こ の点の認識が欠けてい ることか ら来てい る。

どのよ うな場合で も,実 際に意味のある数字 はまず2ケ タであ り,そ れ以上 は意味のない

ことが多い。単にそんなに正確 な数字を求め ることは難 しいというだけでな く,対 象その

ものの量がそんなに安定 していない場合が多 いか らである。例えば人間の体重 に して もkg

単位 まで2ケ タ知れば大体十分であ って,そ れ以上 は量 って も,実 は100g単 位で考え

れば体重その ものがたえず変動 してい るか ら意味が ない。 多 くの統計数字 にお いて も同様

rで あ って,最 終 的には有効数字が2ケ タない し3ケ タあれば十分である。 しか し実 は多 く
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の場合2ケ タまで確実 に正 しいといえ る数字を求めることは困難で あることも少な くない。

人 々は,し ば しばその困難性 につ いて も理解が不十分で,統 計数字 をむやみに正確な もの

と思 った り,逆 にそれが いろいろな点で誤差や誤 りを もってい ることを知 ると統計不信 に

陥 った りしがちであ る。 この点 につ いて理解を高める必要が あ る。

次 に問題 になることは,統 計数字が具体的に何 を意味 してい るか にっ いての理解 が不十

分で あるとい うことである。統計概念は具体的,操 作 的に作 られ た ものであることが忘れ

られて,理 論的,理 念 的な概念 と同一視 されが ちである。例 えば統計上の 「失業者 」 とい

うもの は一定の操作的な条件 によ って定義 され,そ れ にあてはまる人 々だけが失業者 とし

て数え られ る。 それは経済理論 におけ る,あ るいは人 々が観念 的に考え る 「失業者 」と対

応 した ものであるか も しれ ない。勿論操作上の概念に して も,か つて 「完全失業者 」につ

いて批判がなされたよ うに,そ の適切性や妥当性を批判 す ることはで きる し,よ り適切 な

定義 を提案する ことも可能で あるが,し か しどんな操作上 の定義で も,完 全 に理論 的な概

念 と一致す ることはあ り得 ない し,逆 に不適切ではあ って も完全 に 「誤 った」定義 とい う

もの はないのである。

また しば しば問題になるの は,統 計上の単位,調 査上 の単位で ある。その点について よ

ぐ理解 されていないことが多 い。特 に企業に関す る統計 について,分 類の単位が事業所で

あるか企業であるかの区別が重要であ り,従 業員数による規模 のよ うな量的分類において

も,産 業分類のような質 的分類 において も数字の意味が違 って来 る。現実の統計 において

は産業分類が原則 と して事業所分類であるように,事 業所単位 の ものが圧倒的に多いが,

一般 にはそれが しば しば企業単位であるかのよ うに誤解 されている。

4.「 専 門 家 」 の 問 題

統計の利用者 とい って も実 は極めて高度の専門家か ら,一 般 の公衆 に至 るまで,い ろい

ろな人 々があるので,実 はそれを分けて考える必要が ある。

専門家,つ ま りアカデ ミックな,或 いはそれに近い理論 的,実 証的 な分析を 目的 とす る

人 々の中で も,実 は統計 に対す る理 解,そ の真の意味 にっいての理解が十分でな いと思わ

れ ることが少 な くない。

経済学やその他の社会科学部門において理論 的関心 の強い人 々に しば しば見 られ る傾 向

は,高 度の理論的枠組の 中で構成 された理論上 の概念 に,統 計数字を,そ の性質 に関す る

十分な吟味な しに当て はめて しまお うとすることである。 しか し統計の実際上の意味が理
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論上の概念 に十分対応 して いなければ,こ のよ うな ことを行 って も,理 論 を実証 したこと

に も,あ るいは逆に否定す ることに もな り得ない。 また もう一つの問題 は,理 論上の概念

に対応するような統計数字 は,操 作 的に定義す ることがで きず,従 って本来調査で きない

ものであ ったり,或 いは作 った概 念 と しては定義で きて も,実 際の調査が非常 に困難 で,

事 実上不可能であるの に,そ の ことが認識 されていない ことが しば しばあることであ る。

その際 「統計の不十分 さ」が非難 される ことにな るが,そ れが批 判す る側の統計 に対する

無理解か ら生ずることが少な くない。 また このよ うな場合,直 接に得 られた数字の代わ り

に,そ れ と関係が深いと思われ る量が 「代理変数」と して用 い られ ることがあるが,し か

しその際には 「代理変数」 と してえ らばれた ものの性質を十分に吟味 しなければ,理 論構

成 その ものが無意味 にな って しま うことがあ る。例 えば理論 にお いて用 い られ た 「期待

値」を,実 証分析の際には統計上 の 「実績値 」でおきかえ るよ うな ことが行われ るが,こ

れがたとえば 「合理的期待の理論 」を実証 しよ うというよ うな研究 であれば,こ のよ うな

お きかえをす ることは実証の論理 に対 して致命的であ る。

また もう一つ しば しば軽視 され ることは,理 論上の概念 と統計 上の概念 との意味の対応

が,外 国 と日本で は,或 いは一般 に国により時代によって異な るとい うことで ある。 この

ことは特に外国で作 られ た理論,と くにそれを具体化 した理 論モデルを 日本につ いてあて

はめ る場合 に危険な ところであ る。統計の操作的定義 は国によ って異 なるのみな らず,そ

れ以上 にも統計数字 の実際的な意 味が,社 会的な状況が違えば変わ って来 る。だか ら外国

で 作 られたモデルをその まま持 ち込んで 日本の数字をあて はめて も,直 接に外国 と比較 し

た検証 がで きるわ けではな い。 た とえば失業率 と賃 金或 い は物価 の上昇率 とを対比 した

「フ ィリップス曲線 」はマ クロ経 済学 において しば しば用 い られ るが ,こ のよ うな曲線の

国 際比較分析をす るような場 合には,わ が国の失業率の数字 が一般 に欧米諸国 に くらべて

著 しく低いのみな らず,そ のマ クロ経済学 的な意味が異な っている ことに十分注意す る必

要が ある。

専門家の もう一つの タイプは,数 理統計学 あるいは計量経 済学 の専門知識 を持 ち,コ ン

ピュータを駆使 して,複 雑 なモデルに もとつ く分析を しよ うとする人 々である。その場合

に も想定されたモデルの構造が現実 に対応 していなければ,い かに高度複雑な数学的理論

を用 い,多 量の計算を して も,有 意義 な結果 は得 られない。 とくに誤差の意味 と性質,想

定 され る方程式が経済行動式で あるのか.技 術関係式であ るのか,或 いは制度関係式であ

るのか等の区別が明確にな されね ばな らない。また因果の方 向性の想定 も重要である。 こ
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の点 について最近 「因果性のテス ト」なる ものが提案 され一部 には しば しば用い られてい

るが,そ れは 「因果 の方向性 」にっいての特殊の定義か ら導かれ るもので,勿 論その方法

自体 は無意義ではないが,し か し基本的には 「因果性 」は,経 験的には時間的前後関係 と

区別 されない もので あ って,経 験 的データだけか らは導 くことがで きない ものである。そ

れは経験的分析に先立 って理論 的に想定されねばならない。

統計的分析 は経験 的分析である といわれ る。勿論その ことは 自明の事実であ るが,し か

しそれ は統計的分析 は理論を前提 に しないで もデータのみか ら事実を知 る ことを可能 にす

るとい うことで はない。統計的分析 はモデルを前提に し,モ デルは経済学その他の理論,

或いは対象の構造 についての論理 的関係 を前提 として作 られ る。そ してその よ うなモデル

の構築 に当た っては,統 計数字 その ものの意味 と性質を知 ることが必要で ある。例えば理

論的にはXが 原因変数,Yが 結 果変数であるとすれば,Xを 説明変数,或 いは独立変数 と

した回帰モデルを想定す ることが合理的で ある。 しか しそこで更 にXの 統計数字その もの

にはかな り大きな統計上の誤差がふ くまれているとすれ ば,ふ っ うの回帰分析を行 うこと

は必ず しも適 当でな く,む しろいわゆる 「変数誤差モデル」,っ まりX,Y双 方が誤差変

動をふ くむよ うなモデルを想定 しなければならない。 この場合注意すべ きことは,一 般 に

はXが どれだけの誤 差をふ くんでいるかはそのデータだけか らはわか らないので 「変数誤

差モデル」を想定すべ きか否か,統 計数字 についてのその他のデ ータや,そ の作成過程 に

ついての知識か ら実質的に判断 しなければな らないので ある。

簡単 にいえば,経 済理論 に くわ しい専門家の間にも,統 計理論 に くわ しい人 々に も,統

計数字の実際的な性 質や意味にっいての理解が不十分である場合が少な くないのであ る。

他方第3の タイプの専 門家 と して統計の定義や調査法 などにっ いて非常 に くわ しい人 々

がある。勿論 この ことはそれ 自体は望 ま しいことであ るが,し か しその点にっいてあ まり

細かい知識に こだわ りす ぎると,統 計分析 の本来の目的を見失 う恐れ もあ る。統計数字 か

ら汲み取れ るもの,汲 み取 るべ きものは,有 効数字に関 してのべ たよ うに,あ る程度 は大

まかな,し か し客観的に意味のあ る事実なのである。 だか ら無視 して よい細かい変化 は無

視 しなければな らない。逆 に無視 して はな らない ことは,形 式的 な定義や,数 字 の上 には

現れない社会的な コンテ クス トである。 それは特 に長期 の時間的変動の分析や,国 際比較

を行 うときは注意すべ き点であ る。形式 的操作 的な定義 にっ いて厳密 な一致や比較可能性

を作 り出そ うとす ると,異 な る社会的状況の下 ではかえ って比較 を無意味 な ものに して し

まうことがあ り得 る。統計の形式 的操作的側面 に こだわ りす ぎることに も陥穽があ る。
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5.「 専 門 家 」 以 外 の 利 用

専門家以外の統計利用者 は,目 的を もった利用者 と,特 定の 目的を持 たな い人 々とに分

けることができる。

目的を持 った利用者 として は,行 政 目的 に直接利用する官庁のほか,計 画 目的に利用す

る中央官庁や地方 自治体,経 営計画や企業戦略のために利用す る企業 などが考え られ る。

この中で直接行政 目的のため に利用す る官庁は,多 くの場合 自分 自身が統計の作成者で

あるか ら,統 計利用 とい う観点か らは改 めて とり上げ る必要 はないで あろ う。それ以外に

企業や官庁の部局 などが直接的 に利用 したいと思 うデータは,多 くの場合統計よ りももっ

と個別データに近い ものであ って,そ れ は統計における秘密保護 とい う点か らは,問 題が

多いとい うことはすで にのべた,そ こで統計 と しての利用 目的の中心部分 は計画,あ るい

はその前提 としての分析,予 測等であ るとい うことになる。

そ うすると,そ のためには統計数字 か ら表面的に得 られ る事実だけで な く,対 象の基本

的な構造的 な把握が必要 にな り,そ れを反 映す るよ うなデータと分析方法が求め られ るこ

とになる。

このよ うな場合最 も重要な ことは,実 際に知 りたいことは一体何 々なのか とい うことで

ある。それ は馬鹿げた質問のよ うに思われ るか もしれ ないが,私 の僅かの経験 によ って も

統計数字を分析 してその結果を利用 しよ うとしている人が,本 当 に自分が知 りたいの は何

であるかについて,明 確でない場合 は少な くない。 っまり統計分析の結果を どのよ うに利

用 して何をや りたいのかを 明確 に しないままに,た だ とにか く分析や予測を してみようと

す ることが決 して少な くないのであ る。 しか し利用 目的が明確で なければ,ど のよ うな統

計数字が実 際に有用な情報をふ くみ,ど のよ うなモデルを用 いるのが適切で あるかは決め

られない。

逆 に利用 目的が明確であれば,必 要 とされる情報の種類や性質が明 らか となるばか りで

な く,か え ってその必要 とされる くわ しさや精度などについて も,限 界が明 らか となり,

過度の要求 は出ない ことにな る。

統計の利用者側か らの需要が,現 実の統 計に 「何 とな く適 合 しない」よ うに思われ ると

き,少 なくと もその責任の一半 は利用者側 が 自分の利用 目的につ いて明確で ないとい う点

にあるように思われ る。

特定の目的に結びつかな い利用 とい う点については,あ まり重要で ない と考え られ るか

も しれない。 しか し一般の人 々に とって統計をよ りな じみ深い ものにす るとい うことが,
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統計の利用を促進す るための一般 的基盤 と して重要であ る。特 にわが国や世界,あ るいは

よ りせま く一つの地方 などの経済社会の状況を理解す るために,統 計数字を もっと引用す

るということを もっと普及 させ る必要があると思 う。新聞,雑 誌等 の ジャーナ リズムにお

いて も,或 いは大学や その他におけるカ リキ ュラムで も,特 定の経済関係の記事 や コース

を除 くと,統 計数字が参照 され ることは極めて少ない。 とか く,狭 い意味の経済問題 に限

らず,現 代社会の多 くの重要な課題や論点 にっ いて客観的な数字に もとついて議論 を進 め

ることは今後ますます重要 にな る,そ のために適切 な数字を正 しく利用す ることについて,

一般の理解を高める ことが大切である。世の中には3種 類の ウソがあって,そ の中で最 も

悪質 な ものが 「統計 のウ ソ」であ るといわれるよ うに,統 計数字を無意識的,或 いは作為

的に誤 って利用する ことは,デ マ ゴーグの有力な手段 とな り得 る。そのよ うな ものが はび

こらないよ うにするためには,著 者や教 師の この点での水準を高め ると同時に,一 般公衆

の数字 に対す る感受性 と批判能力を高めることが必要であ る。つ まり,数 字 による議論を

感覚的 に拒否 して しま う 「数字 ア レルギー」 と,逆 に数字で表 された もの は何で も軽 々 し

く信 じて しま う 「数字信仰 」とを ともに克服 しなけれ ばな らない。

このことは統計情報 の有効利用の促進 という観点か ら見て,間 接的なようで あって も,

最 も基本的な点であ る。

6.教 育 の 問 題

以上の ことか ら考 えて,最 も重要な問題 は統計利用者 に対す る広 い意味の教育で ある こ

とがわか る。 それは学校教育だ けでな く,社 会教育や或 いは広報活動 もふ くまれる。

学校教育の中で も,高 校 までの普通教育や大学の教養過程で の基礎教育が重要で あ る。

っ まり統計や統計的方法に関す る専門的知識ではなく,そ の前提 としての統計数字 とい う

ものの性質や,そ の利用法に関す る一般的な理解を高め ることが必要である。それが専門

家 と非専門家,或 い は言論人 と一般論者 との間の共通の意識 と して前提 されるよ うな状況

が作 られ ることが望 ま しい。

現在の教育課程の中で は'「平均 」の概念か ら 「統計的推測の初歩 」まで,普 通教 育にお

いて統計 は 「数学」教科の中で教え られている。一方 「観測誤差」に関 しては 「理科」の

中に極 めて不十分な叙述があ り,他 方 「有効数字 」は 「数学」の中で これ と無関係 に 「丸

めの誤差」 と して教え られ る。他方 「社会」とくに 「地理」や 「現代社会」で は多 くの統

計数字が引用 されて いるが,そ れが 「統計」であるとい うことさえ明示 されて いな い。一
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言で いえば広 い意味で 「統計」 にかかわ ることについての教育 は全 くば らば らで ある。 そ

の間 に内的 な関連が欠けている。

基本的な認識は 「統計 」に関す る教育 は,「 現実 を客観的なデータに もとついて認識 し,

論理的に整合的に議論す ること」とい う一般原則の基本的な構成要素であ るとい うことで

ある。それ はすべての教科 にかかわ ることであ り,か っすべての教科を通 じて一貫 して教

え られ なければな らないことで ある。

統計が数字で表されてい るが故 に,統 計教育の問題 は もっぱ ら 「数学」にかかわ るもの

で あ ると考 えるのは,根 本的な誤 りで ある。 「数学」の基本的性格 は論理 の内的整合性 に

あ り,そ の検証 は論理 にの み よ る もので あ って,経 験的事 実 には無 関係 であ る。 π=

3.1415926535....と い う数字 は計算 のみ によ って導かれ る もので あ って,円 形の ものの周

囲を測定す ることとは直接に関係が ない。 これに対 して 「統計 」に限 らず 「数字 データ」

とい うもの は本質的に経験的であ って,そ の 「正 しさ」 「適切性 」はその定義 や測定方 法

だけでな く,対 象 とな る現象の客観的性質,つ ま りその量的な性格や,量 と しての安定性

に も依存 している。例えばIQな どについて は,特 定 の個人の内的な 「知的能力の水準 」

な る ものが,そ もそ も量的 な もの と して存在 していると考え られ るかど うかが,そ れをど

のよ うに量 るべきかとい う以前 の基本 的な問題であり,逆 に特定 のテス トによ って得 られ

たIQの 数字を処理す る統計的な方 法などは全 く抹消的な問題で ある。

「統計」よ り前に 「数字 デー タj－ 般 につ いて、それが客観 的世界 の中 にあ る現象のど

の よ うな 「数量的」性格を反映 してい るのか,そ うしてそれをどのよ うな操作によ って測

ったのか という点にっいての基本的認識を与え ることが必要であ り,そ れ は義務教育段階

で なされるべ きことである。

つ まり,観 測,測 定,実 験,記 録,調 査 などとい う,客 観的事実 に関す る数字デー タを

集め るための基本的方法にっ いて,明 確 に教え る必要がある。それは教科 「数学」の中に

入れ るには適 さないであろ う。それ は一部 は 「理科」に,一 部は 「社 会」に属す る課題で

あ るが,あ まり速い時期 に こうい う問題 につ いて 「理科」 「文科 」の区分 を入れて しまう

ことは望ま しくないか ら,ひ とまとめに して両者に共通にかかわ る事項 として教育 すべ き

であ ろう。

この際重視すべきことは,数 字上の定数 とは違 って,現 実の現象にかかわ る数字 は一般

にあ る程度 まで しか厳密であ り得 ないこと,そ ういう意味で 「柔 らか い数字 」であ ること

と理解 させる必要がある。
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数字 デー一夕の収集の次 はその整理 である。 ここでいわゆる 「記述統計」の方法が問題 に

な る。 しか しその際,ヒ ス トグラム,グ ラフによる図示や,平 均や ば らつ きの計算等によ

る形式的な方法だ けでな く,分 類や2っ の量の関係を見 る撒布 図などにつ いて,基 準の取

り方,量 数の選 び方等に関す る実質的な議論 も重要である。

その次の段 階が,先 に出されて いる数字 デー タがどのような性質 の もので あるかの紹介

であ る。 どのよ うな観測,記 録,調 査等 によ って どのよ うな数字 デー タが作 られ,そ れ ら

はどのよ うな性質を もち,ど のよ うに利 用 されて いるかにっいての概観 を与え る必要があ

る。 いわば 「官庁統計」の概説で あるが,そ の中には厳密 には統計 とはいえないか もしれ

ない気象や気候に関す るデータもふ くめ るべ きである。実際に このよ うな数字が 「地理 」

や 「政治経済」などの科 目で引用 され る前に統計およびそれ と類似 のデー タに関 して一つ

の単元が高校の初年度に設け られ ることが望ま しい。

高校 までの段階で は,以 上の ことに加 えて数字データの中 に含 まれてい る 「誤差 とば ら

つ き」いいかえれば観測 にともな う誤差 と対象 自体の変動性にっいての一 定の感覚が得 ら

れれ ば,そ れ以上 に 「確率統計 」っ まり確率 モデルを前提 に した統計 的推 測の手法につ い

て,詳 しくお しえ る必要 はない と思 う。数字だけの観点か らは確率論だ けを くわ しく教え

て,ケ ェビシェフの不等式か ら大数法則 くらいまできちんとや った方が よ く,検 定論や推

定論 を中途半端に少 しだけ教えて もほとん ど得 るところはないと思 う。 また,応 用の観 点

か らは 「確率 モデル」を限定す るとい う考え方 は,そ もそ も 「モデル」 とい う概念 自体が

高校 まで の教科の中にはほとん ど現れ ないのだか ら,理 解 させ る ことは無理 といわねばな

らない。

それよ りも 「統計以前の数字デー タ」か ら 「観測,実 験,記 録;調 査 」 「記述統計」

「制度 と しての統計データ」を一貫 して体系的 に教えることが,は るか に重要で あ り,現

在の教育 の中で全 くといって よいほど欠 けて いることであ る。

その次の問題 はこのような数字デー タを用 いて議論を展開す る ことで あ る。 その議論は

「事実」の提示 と 「因果関係 」の検証 とい う2つ の段階があ る。 それ について明快 に記述

す る訓練 をす る必要がある。つ ま りデー タに もとついて 「どこで,い つ,ど のよ うなこと

が起 こったか,そ うしてそれはなぜであるか,ま たその結果 どうい うことが生 じたか,と

い うことを明確 に,か っ簡潔 に記述す ることであ る。 このよ うな訓練 は本来は 「国語」教

育の一部 であ ると考え られ るが,し か し現在の 「国語」教科の内容 とは関係が非常 に薄 い。

しか しこれはむ しろ教科内容の編成の方法 を変え るべ きであ り,文 学 作品偏重の国語教育
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を改める必要があ る。

最近 コンピュー タの著 しい普及 に対応 して普通教育 の中で も,コ ンピュータにな じませ,

いわゆる 「コンピュータ ・リタラシー」を身につけ る教育が必要であ るといわれている。

私 はその ことに異議 はないが,そ れ と同時に或いはそれ と結 びつけて 「数字 リタラシー」

「統計 リタラ シー」の教育 も大切である。数が数え られれ ば数字 データや統計 は正 しく理

解で きると思 うの は誤 りで あって,そ の理解の しかた利用 の しかたの教育が必要 である。

もしそれな しにただ コンピュータで数字を形式的に操作す ることだけを教え ると,か え っ

てマイナスになる恐れが あ る。

大学教育 の段階で も,一 般教養課程や専門課程 における非専門科 目と しての統計教育が

大切であり,そ の中でまず 「制度的統計」や 「記述統 計」に もっと力をいれなければな ら

ない。その上 で因果関係 の分析や,予 測,或 いは管理 や意思決定の目的のために,デ ー タ

の中にふ くまれて いる偶 発的な変動 と,安 定的 な傾向 とをふ るい分 けて有効な結論 を導 く

方法 として,統 計的推測 の理論や,デ ータを有効 に作 り出す方法 としての標本調査法 や実

験計画法な どを教え る必 要がある。 このよ うな統計 に関す る一般教育 は,専 攻分野を問わ

ずすべての学部学科で行われ るべ きであ り,更 に特定の学 部学科では,特 定の専門分野 に

関係の深い部分につ いて,よ り高度な論議が なされ るべ きである。

大学 におけ る統計教育について注意すべ きことは,現 状 においては先にのべた普通教育

の中でなされ るべ きことのかな りの部分をふ くむ必要があ ることである。また数理統計学

と くに統計的推測理論の基礎の教育は必要で あるが,そ れをただ抽象的形式的に教え るの

で はな く,具 体的なデータに即 して,明 確 な分析 目的 と結びつけて説 明す る必要があ ると

い うことで ある。(し か し,そ れ は実はあま り安易で はない ことを 自分 自身の体験か らし

て告 白しておかねばな らな い)

統計情報の高度利用を はか る最 も有効 な道 は結局優れた利用者 を育成す ることにあ ると

すれば.そ のための教育の改善が もっとも基本 的で あ り,上 記はそのアウ トライ ンにす ぎ

ない。
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V皿.経 済 統 計 デ ー タ ベ ー ス 活 用 事 例

1.統 計 情 報 ガ イ ドの 一 例

「経 済 分 析 の た め の デ ー タ解 説 」 日本 経 済 新 聞 社 編

この調査研究の 目的の一 つ として,統 計データの所 在をは っきりと示す必要性が強調 さ

れている。 この 目的 に沿 うものと して,日 本経 済新聞社編 「経済分析のためのデー タ解説 」

が昭和47年 秋に発 刊 されてお り,51年5月 に第2版,そ して第3版 が昭和58年6月 に発行

され,官 庁および民間エ コノ ミス トの間では重宝 されてい る。初版のは しが きは三つ の こ

とを 指摘 してい る。

① 経済の現状 分析 と予測への必要性

② 統計デー タの大 幅な拡充の必要性

③ コンピュー タ リゼー ションの進展 によるデー タの必要性の充足

以上 の動 きを後押 しで きるよ うな経済統計の解説書 を出すべ く,当 時の新進気鋭の記者

およびエ コノメ トリシャンが情熱 を注いだのであ った。

あれか ら15年 以上 を経過 したが,当 初のね らいが達成 された とは残念なが ら言 いきれ な

い。確か に 「経済 分析の制度化」と呼ばれ る事態を迎え たの は事実であ る。1960年 代 まで

は学界や中央官庁 など一握 りのスペ シャリス トにとどま って いた計量経済分析の裾野が民

間企業 にまで広が り,景 気予測,需 要予測あるいは経営計画での利用等で,日 常活動 と し

て定着 したかに見え るが,一 般化 したとは言 い難いのであ る。恐 らく当時の想定以上の ス

ピー ドと規模で情報化社会が到来 したにもかかわ らず,統 計 デー タの利用普及 は不十分で

あ る。初版以来の合 い言葉である 「ユーザーの立場 に徹 して」の姿勢を貫 いて きたに もか

かわ らず,や や もす ると専門家向けとな り勝 ちなのは残念な ことであ る。

他方で文章情報の分野で は予想以上の潜在需要を掘 り起 した感があ る。確か に漢字情 報

処理技術の進歩を抜 きには考え られないが,数 値情報処理 の環境 も整 って きた こと も事実

である。

統計データの解説 は,次 の諸項 目か ら成 りた ってい る。

① ね らいと意味

② 身元証 明

③ 調査内容
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イ.対 象 と範囲

ロ.分 類体系

ハ.作 成方法

二.用 語 と定義

ホ.沿 革

④ 見方 ・使い方

⑤ 利用上の注意

⑥ 関連統計

①～③ について は類似の解説書が多数 出されてい るが,こ の解説書 の特色 は 「ユーザー

の立場に徹 して」を合 い言葉 に④ ～⑥ に留意 してい ることにある。中で も 「見方 ・使 い方」

と 「利用上の注意」は,各 統計デ ータの活用 に当た っての"表"と"裏"を 解説 した もの

で あ り,両 者を併せて活用 する ことを 目的 としてい る。表の部分 は類似 の解説書 と大差 は

ないが,裏 に当たる 「利用上の注意」は本書独特の ものである。

惜 しむ らくは昭和58年 の改訂第3版 以来6年 を経ており,内 容的 に陳腐化 して きている。

前 回の改訂 時の留意点であ った証券 ・企業経営の大幅な拡充 によ り,現 在の金融革命を先

取 り した点は大いに評価で きるが,事 態 は更に変化 した感が あ り,公 社債 ・株式および為

替 に関す る解説を時代は要求 している。 もうひ とつ前回 において新設 した国際経済につい

て も,国 際化時代 に対応 して代表的な国際機関の統計を取 りあげて いるが,更 に深 く掘 り

下げて米国およびNIES諸 国の統計 につ いて も必要性が高ま って いる。

このように官庁統計以外の必要性が高 ま っているように見え るが,実 際 には地味な官庁

統 計の役割がますます必要にな って いるのであ る。一般の商品におけるところの需要喚起

が官 庁統計 にも必要である。それにはどの統計がどのよ うな タイ ミングで発表 されて いる

かを的確 に把握 してお く必要がある。別表 において主な統計の発表時期を一覧表に してみ

た。

米国のGNP統 計や貿易収支のよ うに事前 に煽 り勝 ちなの もどうか と思 うが,藪 か ら棒

に発表 し,新 聞の夕刊の片 ス ミに掲載 され るの も勿体無い気がす る。株式や為替市場の反

応等 も考慮 にいれ ると発表の時刻 もポイ ン トとな って くる。 目下イ ンサ イダー取引 きが株

式市場で問題 となってお り,い ささか"な まず"を 吹いている感が強いが,官 庁統庁 も時

と場合によ っては市場での大 きな材料 とな りうるだけに,発 表の タイ ミングが重要 となっ

て くる。何れに しろ国民にいか に広 く告 知するかがポイ ン トとな るのである。
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表1主 な 統 計 の 発 表 時 期

部 門別統計 ・系列名 データ形式 発 表 ・ 更 新 時 期

国民経済計算

国 民 所 得 統 計 Q (速)毎 四半期経過後2ヵ 月半後

(新SNA) (確)翌 年度12月

国 富 調 査 年末 45年 調査(50年 発表)が 最新

民 間 企 業 資 本 ス ト ッ ク Q (速)全 産業 は新SNAと 同 じ。業種別 は

それぞれ1期 前 データ

(確)新SNAと 同 じ

景気動向指数
▲

景 気 動 向 指 数 M 2ヵ 月後の25日 前後

国土 ・人 ロ

国 勢 調 査 5年 ごとの て速)調 査年の年末より順次

10月1日 現 在 (確)調 査年 の翌年3月 ごろよ り順次

人 口 推 計 M (速)翌 月の20日 前後

(確)毎 月 の20日 前 後,5ヵ 月 前 デ ー タ

生産活動1

事 業 所'統 計 5年 ごとの 調査年 の翌年10月 ごろよ り順次

調査 日現在

産 業 連 関 表 CA(5年 ご と) 約3年 後

工 業 統 計 表 CA 産業編:2年 後の7月 初め

品 目編:〃

企業編:2年 後の9月 上旬

生 産 動 態 統 計 M (速)翌 月中 ごろか ら月末

(確)2ヵ 月後の中 ごろか ら月末

鉱工 業生産 ・出荷 ・在庫指数 ノノ (速)翌 月25日 ～30日

(確)2ヵ 月 後 の16日 ～20日

稼 働 率 ・生 産 能 力 指 数 〃 2・ヵ月 後 の16日 ～20日

原 材 料 消 費 ・在 庫 指 数 〃 (速)2ヵ 月 後 の16日 ～20日

(確)3ヵ 月 後 の16日 ～20日

販 売 業 者 在 庫 指 数 !ノ (速)3ヵ 月 後 の16日 ～20日

(確)4ヵ 月 後 の16日 ～20日

生産活動1

電 力 指 数 M 翌月末

機 械 受 注 実 績 〃 2ヵ 月 後 の10日 ～14日

建 設 工 事 受 注 ノノ
(速)翌 月26日 ～29日

(確)2ヵ 月 後 の26日 ～29日

建 築 ・ 住 宅 着 工 ノノ 建設統計月報:毎 月13日 ごろ,3ヵ 月前

デ ー タ

建築着工統計調査報告:翌 月30日 ごろ

公共工事 ・民間土木工事着工 ノノ 2ヵ 月 後 の5日 ～10日

第3次 産 業 活 動 指 数 ノノ 3ヵ 月分 まとめて3ヵ 月後

地 方 公 営 企 業 統 計 FA 翌年12月

注:(速)=速 報,

デ ー タ形式 の 記号

(確)=確 報,

D… 日次W… 週 次TD… 旬 次

CA… 暦 年FA… 会 計 年 度

Q… 四半 期CS・FS… 半 年 次
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部 門別統 計 ・系列名 データ形式 発 表 ・ 更 新 時 期

流 通

商 業 統 計 CA(3年 ご と) (速)調 査年の約1年 半後

(確)調 査年の約3年 後

商 業 動 態 統 計 M 2ヵ 月後 の30日 ご ろ
←P

総 合 輸 送 活 動 指 数 〃 毎 月11日 ～15日 に3ヵ 月 前 分

国 内 貨 物 輸 送

① 内航 船 舶 貨物 輸 送 〃 4ヵ 月後上旬

② 陸 上 貨 物 輸 送 ノノ 約5ヵ 月後

道 路 統 計

労 働

就 業 構 造

FA

3年 ごとの

毎年8月 に前年分(3月31日 現在の データ)

調査年の翌年3月 ～12月

7月1日 現在

労 働 力 M (速)翌 月末

(確)毎 月16日 ご ろ,3ヵ 月前 分

労 働 市 場

① 職 業 紹 介 M (速)翌 月下旬

(確)3ヵ 月後 の中旬

② 新 規 学 卒 CA 毎年10月 ごろ(3月 未分)

雇 用 ・賃 金 ・労 働 時 間 M (速)翌 月末

(確)2ヵ 月後 の中旬

雇 用 保 険 M,FA 翌月末か2ヵ 月後の初め

労 働 生 産 性 指 数

物 価

卸 売 物 価 指 数

M

TD,M

4ヵ 月後の中旬

(速)翌 月の15日 前後

(確)毎 月4日 ごろ,2ヵ 月前 分

製造業部門別投入 ・ M,Q 毎 月4日 ごろ,2ヵ 月前 分

産出物価指数

輸 出 入 物 価 指 数 M (速)翌 月15日 頃

(確)毎 月4日 ごろ,2ヵ 月前 分

消 費 者 物 価 指 数 ノノ (速)26日 を含む週の金曜 日

(都 区部 は当月,全 国は前月)

(確)2ヵ 月後の中旬

日 経 商 品 価 格 指 数 D,W,M (日 次)翌 日(週 次)翌 週初め

(月次)翌 月1日

建 設 工 事 費 デ フ レー タ ー M 3ヵ 月後の中旬

全 国 市 街 地 価 格 指 数 CS 3ヵ 月後の中旬

消費 ・家計

家 計 調 査 M (速)2ヵ 月後の中旬

(確)3ヵ 月後の中旬

農 業 経 済 FA 翌年度7月 に前年度分

M (速)2ヵ 月後の下旬

(確)翌 年度7月 に前年度分

消 費 水 準 〃 (非 農 家):2ヵ 月 後 の27日 ～30日

(農 家,全 国全 地 帯):毎 月2日 ～5日

5ヵ 月前分

百 貨 店 売 上 高 ノノ 翌月下旬
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部 門別統 計 ・系列 名 データ形式 発 表 ・ 更 新 時 期

財 政

予 算 ・ 決 算 FA (予算)毎 年4月 か5月

(決算)毎 年1月 に前年度分

財 政 投 融 資 〃 毎年4月 か5月

財 政 資 金 対 民 間 収 支 M (速)翌 月1日

(確)3,6,9,12の 各 前 四 半期 分

租 税 ・ 印 紙 収 入 M,FA (速)翌 月末

(確)2ヵ 月後の月末

課 税 対 象 所 得 額 FA (速)翌 年8～11月 ごろ

(確)2年 後の3月 ごろ

金 融

資 金 循 環 表 Q 毎四半期経過後5ヵ 月後

マ ネ ー サ プ ラ イ M (速)翌 月中旬

(確)2ヵ 月後の上旬

資 金 需 給 実 績 〃 (速)当 月末 日

(確)翌 月初め

産業 資金 供 給 ・(増減)状 況 ノノ 3,4ヵ 月 後

日 本 銀 行 金 利 ノ!

コール ・手形 ・現先売買市場 D,M (日次)当 日の新聞夕刊

(月次)2ヵ 月後の初 め

日 本 銀 行 勘 定 !ノ (日次)翌 日の新聞夕刊

(月次)2ヵ 月後の初め

全 国 銀 行 銀 行 勘 定 M (速)翌 々月初 め

(確)2ヵ 月後の初あ

手 形 交 換 D,M (日次)当 日の新聞夕刊

(月次)翌 月初 め

郵 便 貯 金 M (速)翌 月1日

(確)4ヵ 月後の上旬

証 券

公 社 債 M 2ヵ 月 後

①公社債発行消化売買状況 D,M (日次)翌 日の東証 日報

②公 社 債 利 回 り D,M (月 次)2ヵ 月後の上旬

翌日の日本経済新聞(朝 刊)

③ 日経 公社債 イ ンデ ックス D 午後6時(土 曜 日は午後2時)

NEEDS・ 日 々 株 価 D

〃 週 間 株 価 W 週初サー ビス開始前
〃 月 間 株 価 M 月初 〃

"年 間 株 価 A 翌 日 〃

〃 銘 柄 別 信 用残 W 毎週水曜日午後5時 に前週分
〃 株 価 指 数 D 午後6時(土 曜 日は午後2時)
"権 利落ちデータ 権利落ちの都 権利落ち当日の午後4時 半

度 (土曜 日は12時 半)

NBEDS・ 債 権 先 物 デ ー タ D 午後4時45分 頃(土 曜 日は午 後12時45分 頃)
"証 券 デ ー タ D 翌 日の14時 頃 一
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部 門別統計 ・系列名 デー タ形式 発 表 ・ 更 新 時 期

企 業別FINANCEデ ー タ D 翌 日の朝8時 頃

①東証株価指数,時 価総額 D 午後6時(土 曜日は午後2時)

② 日 経 平 均 株 価 〃 ノノ

③株 式 出 来 高 〃 ノノ

④株 式 利 回 り ノノ ノノ

企業経営

法 人 企 業 統 計 Q,FA (四 半期)3ヵ 月後の中旬

(年 度)翌 年9月 下旬

主 要 企 業 経 営 分 析 FA 翌年10月 末に前年度分

法 人 企 業 投 資 Q,FA (四 半 期)2,5,8,11各 月 上 旬 に2ヵ

月前調査分

(年次)毎 年11月 に前年度分

企 業 短 期 経 済 観 測 Q 2,5,8,11月 調 査 の翌 月5日 ごろ に前

四半期実績

企 業 倒 産 M 翌 月10～14日

金融機関別借入金(興 銀データ) FA 3月,9月 各 中旬

国 際収支 ・貿易

輸 出 確 認 統 計 M 翌 月10～13日

輸 入 報 告 統 十 ノ, 翌 月10～13日

通 関 統 十
ノノ (速)翌 月10～13日

(確)翌 月下旬

貿 易 指 数 M,CA (速)翌 月10～13日(確)翌 月 下 旬

外 貨 準 備 高 M 翌月初め新聞発表

国 際 収 支 !ノ (速)翌 月27～30日

(確)2ヵ 月後の下旬

企業財務(NEEDS)

本 決 算 デ ー タ 、

中 期 決 算 デ ー タ

連 結 決 算 デ ー タ

業 種 別 集 計 値

業 績 予 想

財 務 速 報

銀行財務(NEEDS)

上場会社貸借対照表 ・損益計算書項 目は

決算後4ヵ 月目の月初3日(3月 決算は
>

7月3日)原 価明細等明細項 目は5ヵ 月

目の月初(3月 決算は8月3日)

本 決 算 デ ー タ

集 計 値 '
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主要経済指標の標準発表予定表*

[月次統計]

発表 日 指 標 名(指 標対象期間,発 表機関)

1 日銀券(前 月,日 銀)

2 全銀貸出約定平均金利(前 々月,日 銀)

3

4

口J

CU

7

8

00

全銀主要勘定(速 報)(前 々月,日 銀)

上旬:首 都圏 マ ンション市場動向(前 月,不 動産経済研究所)

輸出確認(前 月,通 産 省),輸 入報告(前 月,通 産省),通 関(速 報)(前 月,大 蔵省)

10 公共工事着工統計(前 々月,建 設省)

11 企業倒産(前 月,東 京商工 リサーチ,帝 国デー タバ ンク)

12 機械受注(前 々月,経 企庁)

13 WPI下 旬 月次(前 月,日 銀),公 共工事請負 金額(前 月,建 設保証事業会社協会)

14

15 鉱工業生産(確 報)(前 々月,通 産省)

16 輸出入物価(速 報)(前 月,日 銀)

17

18 マネ ー サプ ラ イ(前 月,日 銀)

19 WPI上 旬(当 月,日 銀)

20

21

22

23

24

口
J

C
U

7
-

0
乙

q
乙

O
乙

8

9

0

0
乙

O
乙

9
d

家計調査(前 々月,総 務庁)

CPI全 国(前 月,総 務庁),CPI東 京都区部(当 月 中旬速報値,総 務庁)

鉱工業生産(速 報)(前 月,通 産省),大 型小売店(速 報)(前 月,通 産省)

国 際収支(速 報)(前 月,日 銀,大 蔵省)

新設住宅着工(前 月:速 報,前 々月:確 報,建 設省)

建設受注(前 々月,建 設省),毎 勤統計 く前月,労 働省),労 働力調査(前 月,総

務庁)

一般職業紹介(前 月 ,労 働省),WPI中 旬(当 月,旧 銀)

公共事業等の契約状況等(前 月,大 蔵省主計局)

注:*発 表 日は前後す ることが多い。確定 日時は,旧 本経済新聞月曜版週 間予定表の 「経済 ・

産業」欄の項 目で確認 して ください。
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〔四半期統計〕

○機械受注見通 し(経 済企画庁)

○法人企業統計(季 報)(大蔵省証券局)

〇四半期国民所得統計速報(Q.E.)

(経 済企画庁)

○ 日 銀 短 観(日 銀)

{
7～9〃

10～12〃

1～3〃

3月 調 査

匡

4～6月 期(5月 中旬)

{
7～9〃

10～12〃

1～3〃

2月 調 査

Ilflii

(8〃)

(11〃)

(2〃)

(6月 下 旬)

(9〃)

(12〃)

(3〃)

4～6月 期(9月 中旬)

(12月 上 旬)

(3月 中旬)

(6〃)

(3月 上 旬)

(6〃)

(9〃)

(12〃)

〔米国四半期統計〕

OGNP統 計 1～3月 期

4～6月 期

7～9月 期

10～12月 期

(4月 第4火 曜 日前 後)速 報 値

{
(5月 第4水 曜 日前後)第1次 改定値

(6月 第4水 曜 日前後)第2次 改定値

(7月 第4火 曜 日前後)速 報値

{
(8月 第4水 曜 日前後)第1次 改定値

(9月 第4水 曜 日前後)第2次 改定値

(10月 第4火 曜 日前後)速 報値

{
(11月 第4水 曜 日前後)第1次 改定値

(12月 第4水 曜 日前後)第2次 改定値

已 璽鵬 麟 鞭改定イ直
し(3月 第4水 曜 日前後)第2次 改定値

〔米国月次統計〕

○景 気 先 行 指 標

失

卸

貿

住

消

○

○

○

○

○

物

収

着

業

売

易

宅

費 者 物

○耐 久 財 新 規 受 注

率

価

支

工

価

翌 々月1日 前後

翌 月第1金 曜 日

翌 月第2金 曜 日

翌 々月14日 前後

翌月18日 前後

翌月20日 前後

翌月23日 前後
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2.統 計 デ ー タ ベ ー ス 活 用 の 一 例

「日 経 テ レ コ ン 」 で の 統 計 デ ー タ の 利 用 状 況

日本経済新聞社データバ ンク局では 「経済に関する総合情報機 関」を目指 し,各 種の電

子媒体 によ る情報サー ビスを行 っている。 この中で情報の大衆化 を志 向 して いるのが 「日

経 テ レコン」であ る。昭和59年 にサー ビス開始 して以来年率100%の 伸 びを維持 してお り,

現時点で は2万 ユーザーとな っている。 日経 テ レコンは9タ イプのパ ッケージを有 してい

るが,経 済統計を中心にサー ビス してい るのが 「総合版」である。 これ は株式 ・債権 ・為

替およ び商品等のマーケ ッ ト情報を中心 として いるが,各 種 の経済統計 も検索可能であ る。

TSや 磁気テープによるサー ビスは,金 融 ・証券業界,中 央官庁,大 学等 のいわゆ る専

門家向けであ るが,こ の 日経 テ レコンのユ ーザー層は中小 の金融 ・証券 会社,一 般事業会

社,流 通 業界および地方 自治体が中心 となっており,統 計 データの利用 を普及 させ るため

の当調 査研究 のターゲ ッ トにほぼ一致 してい ることにな る。

まず最近3ヵ 月(1988年12月 ～1989年2月)の 週間当 りの経済関連統計 の検索状況をみ

ると,次 のよ うにな っている。

・主要経済指標

・産業指標

・景気予測

・米国統計A

・ 〃B

・ 〃C

主要経済指標 とは,

名 は表2に 掲げて いるので参照 され たい。米国統計Aと あ るのは米国の マーケ ッ ト情報を

中心 とす るサー ビス機関の情報であ り,米 国統計Bは 米国最大の経 済情報サ ー ビス機関の

もので,米 国統計Cは 米国のさる金融機関の情報である。 こうしてみ ると米国の経済統計

のニーズが かな り大 きいことがわか る。 ただ米国の統計の中には,為 替 関連統計,商 品情

報 および証券市場サマ リー統計 も含 まれてい るので,単 純 な日米比較 はで きない。それで

も米国 のGNPや 貿易収支等の統計 は日本のそれ とほぼ同水準の検索 がなされて いる。

なお ここにあげた6タ イプの経済関連統計 の全体に 占める割合は3%弱 であ り,数 値情

報の検索で過半数を占めるのはやはり株式市況である。

1400件

150件

550件

900件

1200件

700件

日経 で ピ ックア ップ した約250系 列 の主 要 統 計 で あ り,個 々の系列
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表2主 要 経 済 指 標

検索 メ ニ ュ ー

メ ニ ュ ー 名

頻度 番 号

○ 41.01.01 日本経済のサマ リー(D

○ 41.01.02 日本 経 済 の サ マ リー(2)

○ 41.Ol.03 実質経済成長率(項 目別)
○ 41.01.04 経済成長率の推移

4LO1.05 実質経済成長率と寄与度
41.Ol.06 労働需給の動向
41.01.07 労働需給の推移

△ 41.01.08 鉱工業生産 ・出荷 ・在庫の動向
41.01.09 物価動向

△ 41.01.10 物価指数の推移
41.01.11 消費動向

△ 41.Ol.12 消費関連指標の推移
41.01.13 民間在庫投資の動向
41.01.14 在庫指数の推移

△ 41.Ol.15 民間設備投資の動向
41.Ol.16 住宅投資の動向

△ 41.01.17 住宅投資の推移
41.01.18 企業収益の動向
41.01.19 企業倒産状況

△ 41.01.20 主要金利の動向
△ 41.01.21 マネーサプライの推移

41.01.22 貿易動向
41.Ol.23 国際収支の推移
41.01.24 主要国経済指標(米,西 独,英,仏)

△ 41.01.25 主 要 国GNP(日,米,西 独)

○ 41.02.01 DI・ 先 行 系列

△ 41.02.02 DI・ 一 致 系列

41.02.03 DI・ 遅 行 系列

41.02.06 CI・ 先行 指数

41.02.07 CI・ 先行指数(3ヶ 月移動平均)

41.02.09 CI・ 一致指数(3ヶ 月移動平均)

41.02.12 中小企業DI・ 業況判断(総 平均)

◎ 41.03.01 名目国民総生産(季)
◎ 41.03.02 実質国民総生産(季)

41.03.03 名目民間最終消費(季)
△ 41.03.04 実質民間最終消費(季)

41.03.05 名目民間住宅投資(季)
△ 41.03.06 実質民間住宅投資(季)
△ 41.03.07 名目民間企業設備投資(季)
△ 41.03.09 名目民間在庫投資(季)

41.03.11 名目政府最終消費(季)
41.03.21 名目内需計(季)
41.03.22 実質内需計(季)

△ 41.03.25 国民総生産デフ レーター

検索頻度:◎
○
△

50回 以 上(週 間)

25～49(〃)

10～24(〃)
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検索 メ ニ ュ ー

メ ニ ュ ー 名

頻度 番 号

41.04.Ol 総人口
41.04.02 労働力人口
41.04.03 就業者総数
41.04.04 完全失業者数

△ 41.04.05 完全失業率
41.04.06 常用雇用指数(全 産業)
41.04.07 常用雇用指数(製 造業)
41.04.08 常用雇用指数(サ ービス業)

41.04.09 名目賃金指数(全 産業,現 金給与)
△ 41.04.ll 実質賃金指数(全 産業,現 金給与)

41.04.12 実質賃金指数(製 造業,現 金給与)
41.04.13 現金給与総額(全 産業)
41.04.14 現金給与総額(製 造業)
41.04.15 総実労働時間数(全 産業)
41.04.16 総実労働時間数(製 造業)
41.04.17 所定外労働時間数(全 産業)
41.04.18 所定外労働時間数(製 造業)
41.04.19 月刊有効求人数
41.04.21 有効求人倍率
41.04.23 労働生産性指数(産 業総合)
41.04.24 労働生産性指数(製 造工業)

○ 41.05.01 鉱工業生産指数
△ 41.05.02 鉱工業生産指数(季)

41.05.03 鉱工業生産指数(製 造業)
41.05.04 鉱工業生産指数(製 造業,季)
41.05.05 鉱工業生産指数(投 資財,季)
41.05.06 鉱工業生産指数(消 費財,季)
41.05.07 鉱工業生産指数(資 本財,季)
41.05.08 生産者出荷指数
41.05.09 生産者出荷指数(季)
41.05.11 生産者出荷指数(製 造業,季)
41.05.15 生産者製品在庫指数
41.05.16 生産者製品在庫指数(季)
41.05.17 生産者製品在庫指数(製 造業)
41.05.22 原材料消費指数(製 造工業,季)

○ 41.06.Ol 卸売物価指数(総 平均)
41.06.02 卸売物価指数(国 内品)
41.06.03 卸売物価指数(工 業製品)
41.06.04 卸売物価指数(農 林水産物)
41.06.06 卸売物価指数(電 気 ・ガス ・水道)

41.06.12 輸入物価指数(円 ベース)
41.06.13 輸入物価指数(契 約通貨ベース)

△ 41.06.14 消費者物価指数(総 合)
41.06.15 消費者物価指数(東 京都区部)
41.06.16 消費者物価指数(食 料)
41.06.18 消 費者物 価指数(光 熱 ・水道)

検索頻度:◎
○
△

50回 以 上(週 間)

25～49(")

10～24(")
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検索 メ ニ ュ ー

メ ニ ュ ー 名

頻度 番 号

41.07.Ol 全国 ・勤労者世帯 ・収入金額
41.07.02 全国 ・勤労者世帯 ・実収入
41.07.03 全国 ・勤労者世帯 ・実支出

△ 41.07.04 全国 ・勤労者世帯 ・消費支出
41.07.05 全国 ・勤 労者世帯 ・食料
41.07.09 全国 ・勤労者世帯 ・被服及び履物
41.07.11 全国 ・勤労者世帯 ・交通通信

△ 41.07.15 全国 ・勤労者世帯 ・可処分所得
41.07.16 全国 ・勤労者世帯 ・平均消費性向
41.07.19 大型小売店販売額 ・合計 ～

△ 41.07.20 大型小売店販売額 ・百貨店
41.07.21 大型小売店販売額 ・セルフ店
41.07.22 乗用車新規登録台数

41.08.01 生産者製品在庫指数
41.08.02 生産者製品在庫指数(季)
41.08.08 生産者製品在庫率指数

△ 41.08.09 生産者製品在庫率指数(季)
41.08.13 生産者製品在庫率指数(消 費財 ・季)
41.09.Ol 機械受注 ・受注額合計
41.09.02 機械受注 ・受注額合計(船 舶を除 く)
41.09.03 機械受注 ・民需
41.09.04 機械受注 ・民需(船 舶を除 く)
41.09.05 機械受注 ・製造業
41.09.06 機械受注 ・官公需
41.09.08 機械受注 ・販売額
41.09.09 機械受注 ・販売額(船 舶を除 く)
41.09.11 機械受注 ・受注残高(船 舶を除 く)

△ 41.09.12 建築着工床面積 ・総計
41.09.13 建築着工床面積 ・居住専用
41.09.14 建築着工床面積 ・居住産業併用
41.09.21 建築着工床面積 ・その他
41.09.22 建築物工事費予定額総計
41.09.23 建築物工事費予定額非居住用
41.10.01 住宅着工戸数 ・全住宅総計
41.10.02 住宅着工戸数 ・新設住宅総計
41.10.03 住宅着工戸数 ・持家
41.10.04 住宅着工戸数 ・貸家
41.10.06 住宅着工戸数 ・分譲住宅
41.10.08 住宅着工床面積 ・新設住宅総計

△ 41.10.13 標準建 築費 ・事務所 ・庁舎(鉄 筋)
41.10.14 同 ・ア パ ー ト ・マ ン シ ョ ン(鉄 筋)

41.10.15 同 ・店舗 ・百貨店(鉄 筋)
41.10.16 全国木造建築費指数
41.10.17 建築工事 費デフ レー ター ・総合
41.10.19 建 築工 事 費 デ フ レー ター ・住 宅

検索頻度:◎

○
△

50回 以 上(週 間)

25～49(")

10～24(〃)

一130一



検索 メ ニ ュ ー

メ ニ ュ ー 名

頻度 番 号

41.10.20 全国市街地価格指数 ・平均
41.10.21 全国市街地価格指数 ・住宅地
41.10.23 六大都市市街地価格指数 ・住宅地
41.11.06 法人企業統計 ・全産業 ・営業利益

△ 41.11.07 法人企業統計 ・全産業 ・経常利益

41.11.14 法人企業統計 ・製造業 ・営業利益

△ 41.11.15 法人企業統計 ・製造業 ・経常利益

41.12.01 銀行間円相場 ・直物 ・月中平均
41.12.02 銀行間円相場 ・直物 ・月末
41.12.03 マ ネ ーサ プ ラ イ ・Ml(末 残)

41.12.04 マ ネ ーサ プ ラ イ ・M2+CD(末 残)

△ 41.12.05 マ ネ ーサ プ ラ イ ・M2+CD(平 残)

41.12.06 マ ネ ーサ プ ラ イ ・M3+CD(末 残)

41.12.07 現金通貨(末 残)
41.12.08 要求払預金(末 残)
41.12.09 定期性預金(宋 銭)
41.12.12 コール資金残高(宋 銭)

41.12.14 国債発行高(国 内起債分)
△ 41.12.17 公定歩合恥

41.12.18 コール レー ト(無 条件,中 心,平 均)

41.12.19 手 形 売 買 レー ト(2ヵ 月 物,中 心)

41.12.21 国債応募者利 回 り(利 付,10年 物)
41.12.22 全国銀行貸出約定平均金利
41.12.23 日経平均株価225種
41.12.25 東証株価指数

41.13.Ol 通関輸出総額
41.13.02 通関輸出総額(季)
41.13.03 通関輸入総額
41.13.04 通関輸入総額(季)
41.13.05 国際収支 ・経常収支

○ 41.13.06 国際収支 ・貿易収支
41.13.07 国際収支 ・輸 出

41.13.08 国際収支 ・輸 入

41.13.09 国際収支 ・貿易外収支
41.13.16 国際収支 ・貿易外投資収益 ・支払
41.13.18 国際収支 ・長期資本収支

◎ 41.13.19 為替 レー ト(円/USド ル)月 中平均
41.13.20 外貨準備増減

△ 41.13.21 外貨準備高

41.14.01 売上高 ・全産業
41.14.02 売上 高 ・繊維
41.14.03 売上 高 ・木材
41.14.11 景況判断指数 ・全産業

○ 41.15.01 公共工事着工 ・総工事費評価額

検索頻度:◎
○
△

50回 以 上(週 間)

25～49(")

10～24(〃)
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検索 メ ニ ュ ー

メ ニ ュ ー 名

頻度 番 号

41.15.12 公共工事着工 ・下水道 ・公園
41.16.Ol 第3次 産業活動指数 ・総合
41.16.13 第3次 産業活動指数 ・サー ビス業
41.16.14 第3次 産業活動指数 ・対個人サー ビス業

41.16.18 国内貨物輸送量 ・国鉄
41.16.19 国内貨物輸送量 ・自動車
41.16.20 国内貨物輸送量 ・内航(営 業用)
41.17.01 財政資金対民間収支 ・一般会計収支
41.17.03 財政資金対民間収支 ・租税
41.17.20 租税 ・印紙収入状況 ・租税

○ 41.18.01 実質国民総生産[米 国主要統計]
41.18.02 景気先行指標
41.18.06 製造業 ・在庫
41.18.07 製造業 ・受注

△ 41.18.08 失業率
△ 41.18.09 卸売物価指数

41.18.11 マネーサプライ

41.18.12 小売業売上高
41.18.13 鉱工業生産指数
41.18.14 個人所得`
41.18.15 消費支出
41.18.16 消費者物価指数
41.18.17 民間住宅着工戸数
41.18.18、 耐久財新規受注

○ 41.18.19 貿易収支
△ 41.18.20 TBレ ー ト

41.18.21 フ ェデ ラル フ ァ ン ドレー ト

○ 41.18.22 ニ ュー ヨー クダ ウ平 均 株 価

△ 41.19.01 西独 ・実質国民総生産[西 独主要統計]
41.19.02 西独 ・鉱工業生産指数
41.19.03 西独 ・消費者物価指数

△ 41.19.04 西独 ・経常収支
△ 41.19.05 西独 ・長期 金利

41.19.06 英国 ・実質国民総生産[英 国主要統計]
41.19.08 英国 ・消費者物価指数
41.19.09 英国 ・経常収 支
41.19.10 英国 ・長期金利

41.19.ll フラ ンス ・実質国 内総生産[そ の他先進国主要計]

41.19.13 フラ ンス ・消費者物価指数

41.19.16 イタ リア ・実質国内総生産
41.19.18 イタ リア ・消費者物価指数
41.19.23 カナダ ・消費者物価指数

◎
○

△

度頻乗機 50回 以 上(週 間)

25～49(〃)

10～24(〃)
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検索 メ ニ ュ ー

メ ニ ュ ー 名

頻度 番 号

41.20.14 対 ドル人民元 レー ト[中 国主要統計]
41.20.16 対外純資産
41.21.07 一次エネルギー生産総量

41.21.08 石炭生産量
41.21.09 原油生産量
41.22.Ol 社会総生産額
41.22.10 蓄積額
41.22.11 財政バラ ンス

検 索 頻 度:◎50回 以 上(週 間)

025～49(")

△10～24(")

個 々の統計デ ータの検索頻度にっいて は表2の 表側に記号で表示 して いるが,週 間平均

で50回 以上の ものは,名 目および実質GNPと 対 ドル円 レー トである。検索頻度の高い も

の は,お おむね各統 計 グループの代表系列 であ り,各 種 の統計月報 もしくは調査月報 に掲

載 され ている ものが多いが,変 った系列 と して は,標 準建築費 とか公共工事着工 ・総 正事

費評価額の建設 関連統計が 目立つ程度であ る。以上のよ うに日経テ レコンにおいて も経 済

統計の検索頻度 ははかばか しくないが,1分 間30円 の接続料を払 ってで も利用 され るよ う

な需要喚起の努 力が必要 とされている。

表3に お いて 日経 テ レコン 「総合版」よ り,メ ニ ュー番号41「 主要経済指標」の最 初の

3画 面 の出力事例 を紹介 してお く。

なお 日経テ レコンではダウンロー ドがで きない。NEEDS-TSに 比べて接続料 をか

なり安 く設定 してい るので,パ ソコン画面出力 とその画面 コピーに限定 して いる。

一133一



表3日 経テ レコ ン 「総合版 」出力事例

一 パ ソコ ン画面 コピー 一

1.日 本 経 済 の サ マ リ ー(1)(410101)

86年87年88年1期

名 目 国 民 総 生 産4.34.92.8

実 質 国 民 総 生 産2.85.22.4

う ち 内 需4.46.32.7

民 需3.67.22.5

鉱 工 業 生 産 指 数 一〇.35.93.2

鉱 工 業 出 荷 指 数0.75.62.7

生 産 者 製 品 在 庫 率 指 数0.1-6.9-1.5

製 造 工 業 稼 働 率 指 数 一5.02.82.3

卸 売 物 価 指 数 ・総 平 均 一9.3-2.0-1.0

消 費 者 物 価 指 数 ・総 合0.00.50.8

大 型 小 売 店 販 売 額 指 数4.35.61.5

実 質 家 計 消 費 支 出3.44.62.0

実 質 民 間 住 宅 投 資11.325.91.9

実 質 民 間 企 業 設 備 投 資4.49.94.0

季 調 済 前 期 比(%),

2.日 本 経 済 の サ マ リ ー(2)(410102)

86年87年88年1期

*実 質 公 的 固 定 資 本 形 成 ・前 期 比7.39.34.0

公 共 工 事 費 評 価 額 ・前 年 比0.614.019.3

M2+CD・ 前 年 比8.611.212.1

国 債 最 長 期 流 通 利 回 り(%)5.114.964.47

現 金 給 与 総 額 ・前 年 比3.12.30.4

就 業 者 数 ・前 年 比0.81.31.8

*有 効 求 人 倍 率(倍)0.620.770.88

*完 全 失 業 率(%)2.82.82.7

*通 関 輸 出 数 量 ・前 期 比 比〇.60.72.5

*通 関 輸 入 数 量 ・前 期 比10.712.66.7

経 常 収 支(百 万 ドル)94,13984,47418,421

円 相 場(円/ド ル)159.83138.33128.00

製 造 業 売 上 高 経 常 利 益 率(%)3.24.44.8

*は 季 調 値 。 前 期 比,前 年 比 の 単 位 は%。 会 計 年 度 ベ ー ス 。

3.実 質 経 済 成 長 率(項 目 別)(410103)

86年87年88年1期

国 民 総 生 産2.85.22.4

民 間 最 終 消 費3.44.52.2

民 間 住 宅 投 資11.325.91.9

民 間 企 業 設 備 投 資4.49.94.0

民 間 在 庫 投 資 一1044.7257.0-228.5

政 府 最 終 消 費6.4-0.80.9

公 的 固 定 資 本 形 成7.39.34.0

輸 出 等 一3.55.23.4

輸 入 等5.312.64.9

内 需 ・民 間3.67.22.5

内 需 ・政 府7.91.93.5

外 需 一34.1-35.6-14.0

名 目 国 民 総 生 産4.34.92.8

季 調 済 前 期 比(%),
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4,‡経済成長率の推移(4101胴)

マ　　

(%)
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89!03!2713:191!3
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9

一5

実質経済成長率 一一 名目経済成長率 一 実質輸出等 囮
対前年同期比伸び率。成長率は左軸、輸出は右軸。

F5:次 頁/F1キ ーでメニューに戻ります(番 号指定可)。

〉)

4,*経 済成長率の推移(41脚4)

ア　　
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3.39
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2.00

実質経済成長率 一 名目経済成長率 一 実質草食出等 囮

対前年同其肚ヒ伸び率。成長率は左軸、輸出は右軸。
F5:次 頁/F1キ ーでメニュー'Iz戻ります(番 号指定可)。
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8,鉱 工業生産 ・出荷 ・在庫の動向(418108)
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生産 一 出荷 一一・ 在厘 ・一一 在庫率 一

季調値。

F5:次 頁/F1キ ーで メニューに戻 ります(番 号指定可)。
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F5:次 頁/オ プションを指定できます。
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2,鉱 工業生産指数(季)(416502)

単位:1985年=100

原数値 匹 コ 前期比 一…一

89!03!2713:301!2

4.09

2.田

e.oo

－2.90

F5:次 頁/オ プションを指定できます。

>>
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3.NEEDS-TSか ら の ダ ウ ン ロ ー ド事 例

この研究委員会に参加 したのを機会 に表計算 ソフ ト及びEWS(エ ンジニ ア リングワー

クステー ション)の 最近の活動状 況を調 べてみると,情 報 化の進展ぶ りはあ らためて驚か

ざるをえない。筆者のよ うに昭和30年 後半 より計量分析に タ ッチ し,情 報処理に深 く拘わ

って きた者にとって まさに感慨無量 なお ももちであ る。

まず総合方表計算 ソフ トのベ ス トセ ラーであ り,か っ機能 的に も強力で ある"Lotus1-

2-3"の 最新のパ ンフ レッ トを取 り寄 せてみると,あ らためてその機能性,操 作性 にも驚か

ざるをえない。 ここ数年来必要 に応 じて職場で も使 って はい るが,や や もす ると単純 な レ

ポー ト作成に終始 して きた感が強い。最新の"1-2-3R2.1JPIus"の パ ンフ レッ トをつぶ さ

に見 ると何で も出来 ると言 いた くな るほどである。 しか も希望小売価格が98,000円 に至 っ

て は私 の古い感覚か らす ると,ゼ ロが2個 ほど少 ない気がす る。確 かにカタログベ ースと

か安かろ う悪かろ うとい う言葉 もあ るが,実 際に操作 してみ ると額面通 りと評価せざるを

えない。 コンピューターメーカーさん に悪意 はないが,30年 近 くもカ タログでの機能性 と,

実際の操作性,実 用性のギ ャップに悩 ま されて きた身にはことさら印象が強烈であ る。

Lotus1-2-3は 表計算,グ ラフ処理,デ ータベ ース機能 の良 さもさる ことなが ら,初 心

者 に親切な メニ ューやヘ ルプ機能の充実,上 級者 にはマクロ機能 の付加 によります ます操

作性 を高め るように配慮 されて いる点 は,筆 者が コ ンサルテ ィ ング部長 という立場にあ り

ユ ーザーサー ビスに常 日頃頭を痛めてい るだけに,評 価をよ り一層高 める ものであ る。今

回の新機能 としてEMS(ExpandedMemorySpecification)を サポー トしているので大量

のデ ータを処理で きるよ うにな り,実 用性が一段 と高まったのであ る。

以上いささか持ち上げた感があ るが,す ば らしいソフ トであ ることには変 りない。 これ

を活かすには情報なり統計 データが必 要であ ることはい うまで もない。

最近のNEEDS-TSユ ーザ ーの利用状況をみ ると,デ ータファイルの ダウンロー ド

が著増 しているよ うである。TS提 供側 ではどれだけのデータが ダウンロー ドされたかを

測定することは不可能である。 なぜな ら,プ リン トイメー ジでその ままデ ィスクにコ ピー

され るので,ダ ウンロー ドが単 なるデー タ出力なのかは識別不可能 である。NEEDSで

は当初ダウ ンロー ドに対 して消極的であ ったが,通 信 ソフ ト,表 計算 ソフ トの機能 ア ップ

とパ ソコンの普及により,い や お う無 しに対処せざるをえ な くな って きた。 これか らはむ

しろ積極的 にサービス強化 してい く方針である。 もはやデータの一人歩 きとか,情 報が流

れ るとかいっておれないのである。それな ら前向 きに対応 した方が得策 である。
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次 に ダ ウ ン ロー ドの事 例 紹 介 に移 ろ う。 統計 デ ー タのサ ンプ ル と して採 用 したの は,経

済 企 画 庁 の景 気 動 向指 数 で あ る。 デ ィフ ュー ジ ョン ・イ ンデ ック ス と コ ンポ ジ ッ ト ・イ ン

デ ック スの先 行,一 致 お よ び遅行 系 列 で あ り,6種 類 の 月 次 デ ー タにつ いて,1975年1月

よ り1988年12月 まで の14年 間168サ ンプ ルで あ る。 それ ぞ れ の 系列 名 と コー ドは次 の 通 り

で あ る。

デ ィ フ ュー ジ ョン ・イ ンデ ックス(DI)

先行 系 列'… … …DIDXL

－ 致 系 列 … … …DIDXC

遅 行 系 列 … … …DIDXG

コ ンポ ジ ッ ト ・イ ンデ ックス(CI)

先 行 指 数 … ……CIDXL

－ 致 指数 …・・… ・CIDXC

遅 行 指数 …… …CIDXG

DIの 収録 初 期 は1957年1月 で あ り,CIの それ は1970年1月 で あ るが,今 回 の サ ンプ

ル と して採 用 したの は1975年 以 降 と した。通 信 ソフ トは筆 者 が 使 い馴 れて い る"PCOM

－ α"を 使 った
。 表4はNEEDS-TSの マ クロ経 済 分 析 ソフ ト"MARS"を ロー ド

させ,プ リン ト命 令 を与 え た もので あ る。MARSで の プ リン トコマ ン ドに先立 ち,通 信

ソフ トの コマ ン ドを実 行 す る。

〈PRlの 指定 でパ ソ コ ンの プ リンター 出力 を指 示 し,

∧D△B:TESTO3.PRNの 指 示で 出力結 果 は全 て フ ロ ッピー デ ィス クに コ ピー

され る。

B:は ドラ イ ブ指 定

TESTO3は フ ァイル名 で あ り,拡 張 子.PRNと して 登録 す る。

MARSの 出 力で 最 もポ ピュラ ーなの が,列 べ ク トルで 時 系列 出力 す る タ イプ1で あ る。

この タ イプ は時 間表 示 を 左 側 に して お り,表 計 算 ソフ トにお い て も,デ ー タ出力,グ ラ フ

出力 の 際役 に立 つ の で 便 利 で あ る。 初 期 の表 計算 ソフ トで は この タ イプ だ とスペ ー スの処

理 等 で面 倒 で あ ったが,Lotusl-2-3で は文 字 別変換 や 編 集機 能 が 優 れ て い るの で 苦 もな

く調整 可 能 で あ る。 この 出 力例 で は6変 数14年 分(168ヵ 月)で あ るが,MARSで の 出 力

所要 時 間(デ ュア レー シ ョ ン ・タ イム)は188秒 で あ った。

タイ プ2で は行 方 向 に 月,列 方 向 に年 を表示 す るマ トリ ックス表 示 で あ るが,表 計算 ソ
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〆

～～～～～～.Vi-v～TYPE<CR>

TYPE<CR>

#NEEDS-TS(37.242):ATCOMET;YOUAREPV1120DTK58EI(174)

‡‡ENTERUSERCODE.

NMODEI、15

#ENTERPASSWORD.

#ENTERCHARGECODE .

E

#YOURCHARGECODEISF

#SESSION'508017:28:0903/24/89

MARS

#VERBEXPECTED.SCANNING}

MARS

#RUNNING5369

#?

NEEDSTSMARS

VERSION=12,RELEASE=5 ,89/3/10

RECOVERYFILENO.=0835369

COMMAND?§⊆_三 ≧

SOURCEISCENT

FORMAT=(6,DP)

COMMAND?旦 ≡ _工Ω_皇室L旦ユエL

CENT

M

1975:1

1975:2

1975:3

1975:4

1975:5

1975:6

1975:7

1975:8

1975:9

1975:10

1975:11

1975:12

1976:]

1976:2

1976:3

1976:4

1976:5

1976:6

DIDXL

23.1

30.8

53.8

53.8

76.9

57,7

76,9

69.2

80.8

76,9

53.8

61,5

84.6

100.0

84.6

84.6

84.6

69.2

DIDXC

4.5

0.0

18.2

40.9

54.5

63.6

63.6

81.8

72.7

86,4

45.5

68.2

81.8

100.0

90.9

1〔〕〔〕.0

68.2

72.7

タイプ1

DIDXG

50.0

37.5

25.0

0.0

0.0

12.5

25.0

25.0

25.0

37.5

37.5

37.5

37.5

37.5

37.5

37.5

37.5

37.5

-140－

CIDXI..、

53.4

54.3

55.7

56.7

57.4

57.8

58.9

59.4

60.4

61.3

61.2

63.2

65.5

67.7

69.t

68.6

68.8

69.9

CIDXC

69.5

68.6

68.0

68.8

68.8

69、7

70.1

70.1

70.6

71.3

70.5

71.6

73.0

75.4

76.2

76.6

76.3

77.0

CIDXG

84.8

83.4

81.6

78.5

77.8

76.4

75.4

75.1

74.3

73.9

72.9

72.2

71.9

72.1

72.3

71.9

72.3

72,5



1976:7

1976:8

1976:9

1976:10

1976:11

1976:12

88,5

46.2

30.8

15.4

42.3

30.8

72.7

81・.8

68.2

45.5

63.6

63.6

62.5

68.8

50.・0

62.5

87.5

75,0

70.9

70.0

69.7

69.4

70.3

69.8

78.0

78.0

77.7

77,8

78.9

79.1

72.7

72.8

72.9

73.5

74.5

75,4

1977:1

1977:2

1977:3

1977:4

1977:5

1977:6

69.2

30.8

30.8

15.4

34.6

23.1

7

4

4

7

4

1

2

6

6

2

6

9

7

3

3

2

3

87.5

56..3

50.0

37.5

50.0

37,5

70.4

68,9

68.7

69.1

68.4

68.0

79.7

78.4

78.8

79.1

78.3

77.8

76.6

75.7

76.6

76.5

75.8

74.9

1977:.7

1977:8

1977:9

1977:10

1977:11

1977:12

15、4

53.8

69.2

53.8

46.2

57.7

18.2

54.5

81.8

68.2

72.7

63.6

50.0

37.5

50.0

12.5

25.0

25,0

67.8

69.4

69.3

69.9

70,5

71,8

77.4

78.3

78.4

78.3

79.1

79.7

7

6

4

4

5

4

4

4

4

3

2

1

7

7

7

7

7

7

1978:1

1978:2

1978:3

1978:4

1978:5

1978:6

57.772.7

76.977.3

69.290,9

76.990.9

73.1]00.0

84.690.9

37.5

37.5

25.0

25.0

43.8

37,5

72.0

73.2

74.5

75.6

76,4

78.8

80.0

80.1

81.6

81.8

82.1

82.7

71,6

71.3

71.2

70.7

70.9

70.0

1978:7

1978:8

1978:9

1978:10

1978:11

1978:12

76.9

76.9

53.8

69,2

73.1

76.9

90.9

81.8

90.9

90.9

81.8

72,7

37.5

18,8

31.3

37、5

62.5

56.3

79.1

79.9

80.5

81.7

83、8

84.0

83.6

84.4

85.3

85.4

85.8

86.3

70.2

70,1

70.1

70,8

71.7

72.1

1979:1

1979:2

1979:3

1979:4

・1979:5

1979:6

61.563.6

42.368.2

50.077.3

53.868.2

80.81〔 〕0.0

61.5100.0

62.5

62.5

62.5

62.5

62.5

62.5

0

6

4

6

6

6

4

4

5

ハb

7

7

8

8

8

8

8

8

86.8

86.7

87.3

87.9

90.0

91.2

72,3

73.0

73.0

73,1

74.0

74,6

1979:7

1979:8

1979:9

1979:10

1979:11

1979:12

61.59〔 〕.9

69.2100.0

46.290.9

30.881.8

30.886.4

34.672.7

0

5

3

(」

0

0

0

2

1

1

5

5

Fb

6

8

8

7

7

88.2

88.8

87.9,

87.5

87.7

86.7

92.1

93.0

92.8

94,0

95.1

95.1

75,2

76.5

78.3

79.5

80.3

81,8

1980:

1980:

1980:

1980:

1980:

1980:

1

2

3

4

5

6

46.2

30.8

46.2

42.3

38.5

23.1

72.793.8

90.987.5

8].875.0

81.875.0

27.350.0

22.7100.0

7

6

Q
U

6

0

3

ハb

7

4

4

4

2

8

8

8

8

8

8

95.7

98.6

96.9

97.3

97.2

96.0

1

7

0

4

8

8

3

4

6

7

8

0

8

8

8

8

8

9

1980:7

1980:8

1980:9

1980:10

1980:川

1980:12

15.4

0.〔 〕

0,0

15.4

15.4

23.1

13.6

9.1

9,1

18.2

4r-→ 「;
,b

36.4

75.0

87.5

62.5

62.5

50.0

37,5

80.8

78.5

77.6

78.0

76,8

77.4

95.1

92.7

93、2

q.[3.4

92.2

()`)り

91,3

92.0

92.2

92.4

92.5

92.4
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1981:

198]:

1981:

1981:

1981:

1981:

1

2

3

4

－b

6

30.8

53、8

46.2

50.0

38.5

38.5

27.3

.36.4

18.2

45.5

36.4

45.5

37.5

31.3

62.5

37.5

50.0

37.5

76.5

76.7

77.0

77.8

78.2

77.6

91.9

91.0

91.2

91.2

90.1

91.1

92.8

92.2

92.9

93.4

93.0

92.8

1981:7

1981:8

1981:9

1981:10

1981:11

1981:12

53.8

69.2

76.9

76.9

69.2

65.4

72.7

81.8

77,3

63,6

90.9

50,0

37.5

25.0

50.0

37.5

37,5

37.5

79.2

80、7

83.1

83,7

84.0

84,7

92.2

91,8

92.4

92.6

93.2

93.0

92.8

92,8

92.9

92.5

93.0

93.2

1982:

1982:

1982:

1982:

1982:

1982:

1

2

3

4

－b

6

38.5

61.5

34,6

23.1

30.8

23.1

36.4

0.0

9.1

18,2

18.2

18.2

62.5

62.5

62.5

50.0

50.0

62.5

83.9

83.7

85,3

81.4

82.5

80.7

92.7

91.7

91.7

90.6

89.9

90.1

93.・7

94,1

94.3

94.5

94.6

94.7

1982:7

1982:8

1982:9

1982:IO

1982:11

1982:12

57.7

23.1

53.8

30.8

53.8

15.4

27.3

50.0

54.5

45.5

40.9

18,2

8

3

3

0

3

8

3

1

1

「0

1

8

4

3

3

2

3

1

81.0

80.8

81.9

80.0

80.8

80.7

89.3

89.4

89.9

88.7

89.0

88.7

94.8

94.6

93.9

93.9

93.2

92.6

]983:

1983:

1983:

1983:

1983:

1983:

1

2

3

4

5

6

76.9

46.2

61.5

76,9

61.5

84,6

72.7

36.4

68,2

68.2

68.2

40.9

]2.5

12.5

25.0

37.5

12.5

37.5

8】.9

81.8

84.1

84.8

84.9

87.6

89.292.2

88.6v91.5

90.091.0

89.991.0

89.790.9

90.191.1

1983:7

]983:8

1983:9

1983:10

1983:1'1

1983:12

76.9

92.3

69.2

100,0

69.2

76.9

50.0

86.4

90.9

90.9

77.3

81.8

31.3

37.5

37.5

25,0

37.5

50.0

88.1

90.3

91.4

93.1

93.9

96.4

90.3

92.0

92.9

93.1

93.4

94.7

90.9

90.6

90.8

90、9

91.1

90,9

1984:

1984:

1984:

1984:

1984:

1984:

1

2

3

4

'0

6

69.295.5

76.9100.0

76.9100.0

76.990.9

53.859.1

61.563.6

0

0

0

0

5

5

0

5

5

5

2

7

'b
7

7

7

6

3

96.3

98.7

98.7

99.4

99.9

99、3

95.3

97.0

97.0

96.8

97.1

97,6

91.4

93.3

93.7

94.1

94.2

93.7

1984:7

1984:8

1984:9

1984:10

1984:11

1984:12

50.0

30.8

38.5

42.3

69.2

69.2

90.9

72,7

68.2

72.7

77.3

72.7

62.5

62.5

87.5

75,0

62.5

62.5

99.7

99.2

98.3

100.6

101.5

100.4

97,9

98.3

98、1

99.3

99.7

99.4

94.3

95.6

95.7

96.3

96.5

97,2

1985:

1985:

1985:

1985:

!985:

1985:

ー

2

3

4

－h

6

53.8

15,4

42.3

53.8

57.7

57.7

63.6

36,4

54.5

68,2

90.9

72.7

75.0

62.5

62.5

62.5

93.8

62.5

一142一

101.1

100,3

1CjO.4

101.7

100.5

100.5

99.7

99.7

99.5

100.4

101.1

100.2

98.2

97.5

98.6

99,6

99.8

100.1



1985:7

1985:8

1985:9

1985:10

1985:11

1985:12

30.8

42.3

46.2

53.8

38.5

38.5

0

8

4

3

8

3

0

1

6

7

1

7
・

Fb

3

3

2

3

2

0

3

戸b

O

3

0

0

(b

7

－b

1

0

5

5

3

2

3

5

100.8100.6

99.8100.4

99.699.8

99.699.8

97.999.8

97,898.9

101.0'

101.2

100.4

100.7

101.4

101.5

1986:1

19R6:2

1986:3

1986:4

1986:.5

1986:6

46.2

30.8

38.5

38.5

30.8

50.0

3

2

2

1

3

4

7

8

8

9

7

6

ひ
乙

-

」

2

3

50、0

50.0

50.0

37.5

37.5

50,0

97.8

96.1

95.5

95.7

94.8

94.9

99.3102.1

98.4102.4

97.7101.1

97.499.4

97.1100.3

96.999.3

1986:7

1986:8

1986:9

1986:10

1986:11

1986:12

-

Fb

8

【b

8

3

3

8

3

1

3

2

2

3

5

6

5

4

27.3

27.3

69.2

31.8

68.2

27,3

50,0

6.3

31,3

37.5

37.5

12.5

93.6

93.9

94.8

94.8

94.3

95.8

96.7

95.9

97.3

96.6

96.0

97.0

98.4

97.8

98.0

97.6

96.7

95.9

1987:
t((P7 ,1こ}o'

.

1987:

1987:

1987:

1987:

1

2

3

4

5

6

76.9

Q刀k'
、'「▲.)

92.3

69.2

69.2

76.9

59.]

72.7

95.5

77.3

54.5

86.4

5

0

8

5

0

5

2

0

3

7

FO
2

1

[h
4

3

2

1

97.296.7

98.796.9

100.498.3

101.798.4

103.598.3

106。6100.9

95.8

96,0

95.7

94,9

93.9

93.8

1987:7

1987:8

1987:9

1987:10

1987:1]

1987:12

100.0

92,3

92.3

76.9

84、6

84.6

100,025.0

90.925.0

100.050.0

90.956.3

90.987.5

81.8100.0

108.1102.5

109.1103.1

112.4104,6

112.9106.O

l14.0106.6

114.8107.8

94.1

94.2

94..7

95.6

96.3

97.1

へ1988:

1988:

1988:

1988:

1988:

1988:

1

2

3

4

5

6

76.9100.0

65.4100.【 〕

61.590.9

46.263.6

46.218.2

23.159,1

75.0115.3

62.5115.7

62.5115.3

68.8114.8

68.8114.6

50.0114.7

10R.997.8

110.599.3

111.0100.2

110.9100.5

110.0101.6

112.7102.7

1988:7

1988:8

1988:9

1988:]〔 〕

1988:11

1988:12

30,8

38.5

46.2

50.0

58.3

58.3

68.2

81、8

77.3

75.0

90.0

90,0

75.0

87.5

75.O

S5.7

85.7

42.9

-
L
◎
⇔

8

6

」
1
3

∩」

3

3

3

6

(b

1

1

1

1

1

、1

1

1

1

1

1

1

113.6

]14.2

113.6

114,3

116.0

117.0

103.7

104.0

105.4

105,7

105.9

106,5

一143一



COMMAND?DL,:(FORM=1-])M75TO88[DI] タイプ2

CENT

DIDXL

1S 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

]

2

1

1

1

23.1

30、8

53.8

53.8

76.9,

57.7

76.9

69.2

80.8

76.9

53.8

61.5

84.6

100.0

84.6

84.6

84.6

69.2

88.5

46.2

30.8

15.4

42.3

30.8

69.2

30.8

30.8

15.4

34.6

23.1

15.4

53.8

69.2

53.8

46.2

57.7

57.7

76、9

69.2

76.9

73.1

84.6

76.9

76.9

53.8

69.2

73,1

76.9

61.5

42.3

50.0

53.8

80.8

61.5

61.5

.69.2

46.2

30.8

30.8

34.6

46.2

30.8

46,2

42.3

38.5

23.1

15.4

0.0

0.O

l5.4

15.4

23.1

30.8

53.8

46.2

50.0

38.5

38.5

53.8

69.2

76.9

76.9

∈i9.2

65.4

5

5

6

1

8

1

7

1

8

8

8

4

8

1

4

3

0

3

7

3

3

0

3

5

3

6

3

2

3

2

5

2

5

3

5

1

M 1983 1984 1985 1986 1987 1988

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

t

2

1

1

1

DIDXC

1、

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

M

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

】

t

l

76.9

46.2

61.5

76.9

Gl.5

84.6

76.9

92.3

69.2

100.0

69.2

76.9

1975

4.5

0.0

18.2

40.9

54.5

63.6

63.6

81.8

72.7

86.4

45.5

6R,2

1983

72.7

36.4

68.2

68.2

68,2

40.9

50.0

86.4

90.9

go,9

77.3

81.8

69.2

76.9

76.9

76.9

53,8

61.5

50.0

30,8

38.5

42.3

69.2

69.2

1976

81.8

100.0

90,9

100.0

68.2

72.7

72.7

81.8

68,2

45.5

63.6

63.6

1984

95.5

100.0

】00.〔 〕

90.9

59.1

63。6

go.9

72.7

68.2

72,7

77.3

72.7

53.8

15.4

42.3

53.8

57.7

57,7

30.8

42.3

46.2

53.8

38.5

38,5

1977

72.7

36.4

36.4

22.7

36.4

9.1

18.2

54.5

81.8

68.2

72.7

63.6

1985

63.6

36.4

54.5

68.2

90.9

72.7

50.0

31,8

36.4

27.3

31.8

27.3

46.2

30.8

38.5

38.5

30.8

50.0

23.1

38.5

53.8

61.5

53.8

42.3

1978

72.7

77.3

90.9

90.9

100.0

90.9

90.9

81.8

90.9

90.9

81.8

72.7

1986

27.3

18,2

18.2

9.1

27.3

36.4

27.3

27.R

68.2

31,8

69,2

27.3

一144一

76.9

R4.6

92.3

69.2

69.2

76.9

100、0

92.3

92.3

76,9

84.6

84.6

1979

63.6

68.2

77.3

68、2

100.0

100,0

90.9

100.0

90.9

81.8

86.4

72、7

!987

59.1

72.7

95.5

77.3

54.5

86.4

100.0

90.9

100.0

90.9

90.9

81.8

76、9

65.4

61.5

46.2

46.2

23.1

30.8

38.5

46.2

50.0

58.3

58.3

1980

7

9

8

8

3

7

6

1

1

2

5

4

2

0

1

1

7

2

3

9

9

8

5

6

7

9

8

8

2

2

1

1

4

3

1988

100.0

100.0

90.9

63.6

18.2

59.1

68.2

81.8

77.3

75.0

90.0

90.0

1981

27.3

36.4

18.2

45.5

36.4

4in、Jn

72.7

81.8

77.3

63.6

9〔〕.9

50.O

1982

36.4

0.0

9.1

18.2

18.2

18.2

27.3

50.0

54.5

45.5

40.9

18.2



DIDXG

Ib 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

0

5

0

0

0

5

0

0

0

5

5

5

0

7

5

0

0

2

5

5

5

7

7

7

5

3

2

1

2

2

2

3

3

3

37。5

37.5

37.5

37.5

37.5

37.5

62.5

68.8

50,0

62.5

87.5

75.0

87.5

5G.3

50,0

37.5

50.0

37,5

50.0

37.5

5〔[,0

12.5

25、0

25.0

37.5

37.5

25.0

25.0

43.8

37.5

37.5

1R.8

31.3

37.5

62.5

56.3

62.5

62.5

62.5

62.5

62.5

62.5

50.0

62.5

81.3・

8!.3

75.0

75.0

93.8

87.5

75.0

75.0

50.0

100.0

75.0

87.5

62.5

62.5

50.0

37.5

37.5

31,3

62.5

37.5

50.0

37.5

37.5

25.0

50.0

37.5

37.5

37.5

62.5

62.5

62.5

50.0

50.0

62.5

43,8

31.3

31.3

25.0

31.3

18.8

]N 1983 1984 1985 1986 1987 1988

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

12.5

12.5

25.0

37.5

12.5

37.5

31.3

37.5

37.5

25,0

37.5

50.0

50.0

75.0

75。0

75.0

62.5

37.5
'62

.5

62.5

87.5

75.0

62.5

62.5

75.0

62.5

62.5

62.5

93.8

62.5

50.0

56.3

37.5

25.0

31.3

50.0

50.0

50.{〕

50.0

37.5

37.5

50.0

50.0

6.3

31.3

37,5

37.5

12.5

12.5

50.0

43.8

37.5

25.0

12.5

25.0

25.0

50.0

56.3

87.5

100.0

75.0

62.5

62.5

68.8

68.8

50.0

75.0

87.5

75.0

85.7

85.7

42.9

CIDXL

1聾 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

53。4

54.3

55.7

56.7

57.4

57.8

S8.9

59.4

60.4

61,3

61.2

63.2

65.5

67.7

69,1

68.6

68.8

69.8

70.9

70。0

69.7

69.4

70.3

69、8

70、4

68.9

68.7

69.1

6R.4

68.0

67.8

69.4

69.3

69.9

70,5

71.8

72.0

73.2

74.5

75.6

76.4

78.8

79.1

79.9

80.5

81、7

83.8

84.0

84.0

84.6

85.4

86.6

87.6

87.6

88.2

88.8

87.9

87.5

87.7

86.7

86.7

87.6

84.8

84.6

84.0

82.3

80,8

78.5

77.6

78.0

76,8

77.4

76.5

76.7

77.0

77.8

78.2

77.6

79.2

80.7

83.1

83.7

84.0

84.7

83.9

83.7

85.3

81.4

82.5

80.7

81.0

80.8

81.9

80.0

80.8

80.7

4

1
、 1983 1984 1985 1986 1987 1988

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

81,9

81.8

84.1

84.8

84.9

87.6

88.1

90.3

91.4

93,1

93.9

96,4

3

7

7

4

9

3

7

2

3

6

5

4

6

8

8

9

9

9

9

9

8

0

1

0

9

9

9

9

9

9

9

9

9

0

0

0

1

1

1

tOl.1

100.3

100,4

101.7

100.5

100,5

100.8

99.8

99.6

99,6

97,9

97.8

97.8

96.1

95.5

95.7

94.8

94,9

93.6

93.9

94,8

94.8

94.3

95。8

97.2

98.7

100.4

101.7

103.1

106.6

108.1

109.1

U2.4

112.9

114.O

l14,8

115.3

115.7

115.3

114.8

114.6

114.7

n3.1

113.8

113,8

"3.6

116,4

116,3

一145一



CIDXC

】S 1975 1976 1977 1978 1979 19RO 198】 1982

1

2

3

4

5

6

7

R

9

0

1

2

1

1

1

69.5

68.6

68.0

68.8

68.8

69.7

70.1

70.1

70.6

71.3

70.5

71.6

73,0

75.4

76.2

76.6

76.3

77.0

78.0

78.0

77,7

77.8

78.9

79.1

79.7

78.4

78.8

79.1

78.3

77.8

77.4

78.3

78.4

78.3

79.1

79.7

80.0

80.1

81,6

81.8

82.1

82.7

83.6

84.4

85.3

85.4

85.8

86.3

86.8

86.7

87,3

87.9

90.0

91.2

92.1

93.0

92.8

94.0

95.1

95.1

95.7

98.6

96,9

97.3

97.2

96.0

95.1

92.7

93.2

93.4

92.2

92.2

91.9

91.0

91「.2

91.2

90.1

91.1

92.2

91.8

92.4

92.6

93.2

93.0

92.7

91.7

91.7

90.6

89.9

90.1

89.3

89.4

89.9

88.7

89.0

88.7

4、
- 1983 19R4 1985 1986 1987 1988

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

CIDXG

M

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

M

1

2

3

4

5

6

7

8

9

∩

1

2

1

]

-

89.2

88.6

90.0

89.9

89.7

90,1

90.3

92.0

92.9

93.1

93.4

94.7

1975

84.8

83.4

81,6

78.5

77.8

76,4

75、4

75.1

74.3

73.9

72.9

72.2

1983

92.2

91.5

91.0

91.O

go.9

91.1

9〔〕.9

90.6

90.8

90.9

91.1

go.9

95.3

97.0

97,0

96.8

97.'1

97.6

97、q.

98.3

98.1

99.3

99,7

99.4

1976

71.9

72.1

72,3

71、.9

72.3

72.5

72.7

72.8

72.9

73.5

74,5

75.4

1984

91.4

93.3

93.7

94.1

94.2

93.7

94.3

95.6

95.7

96.3

96.5

97.2

99.7

99.7

99.5

100.4

101.1

100.2

100.6

100.4

99.8

99.8

99.8

98.9

1977

76.6

75.7

76.6

76.5

75,8

74.9

74.7

74.6

74.4

73.4

72.5

71.4

1985

98.2

97,5

98.6

99.6

99.8

100.1

101.0

101,2

100、4

1〔〕0.7

101.4

101.5

99.3

98.4

97.7

97.4

97.1

96.9

9S.7

95.9

97.3

96.6

96.・0

97.0

1978

71.6

71.3

71.2

70,7

70,9

70.0

70.2

70.1

70.1

70.8

71,7

72.1

1986

102.1

102.4

101.1

99.4

100.3

99.3

98.4

97.8

98.0

97.6

96.7

95.9
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96.7

96.9

98.3

98.4

98.3

100.9

102.5

103.1

104.6

106,0

106.6

107,8

1979

72.3

73.0

73.0

73.1

74.0

74.6

75.2

76.5

78.3

79.5

80.3

81.8

1987

95.8

96,0

95.7

94,9

93.9

93.8

94.1

94.2

94,7

95.6

96.3

97、1

108.9

110、5

111.O

l10.9

110.0

112.7

113.6

114,2

113.6

114.3

116.0

117.0

1980

83.1

84.7

86.0

87.4

88.8

90.8

91.3

92.0

92.2

92.4

92.5

92.4

1988

97.8

99.3

100.2

100.5

101.6

102,7

103.7

104.0

105.4

105、7

105.9

106.5

1981

92.8

92.2

92.9

93.4

93,0

92.8

92.8

92.8

92.9

92.5

93.0

93.2

1982

93.7

94.1

94.3

94.5

94,6

94.7

94.8

94.6

93.9

93.9

93.2

92,6



フ トで直接処理す る場合 よりも,統 計 データを大量に蓄積す る時に便利であ る。 なお出力

オプ ションに,行 列の月,年 表を逆転 することも可能で ある。MARSの コマ ン ドでは

"DATALIST"で あ るが
,所 要 時間は192秒 で タイプ1と 大差 はなか った。

タイプ3も マ トリックスタイプの出力であ るが,デ ータ属性(期 程,期 間,集 計 コー ド)

や変数 コメン トも出力で きるので,大 量のデー タの蓄積やデ ータベ ース構築には便利であ

る。 この ファイル は古 いタイプの カー ドイメー ジ(1～72カ ラム ・データエ リア,73～80

カラム ・シーケ ンス番号)で あ り,初 期のパ ソコンのダウ ンロー ドで は最 も便利で あ った

が,今 では大量のデータ処理 には操作性が高 く,か つ 出力時間 も節約で きる。 この タイプ

の ダウンロー ドは,2段 階の処理を必要 とす る。 まずMARSで"DATAOUT"コ マ

ン ドを使 い,ワ ークエ リアに出力 し,こ の ファイルを あ らためて,LISTコ マ ン ドでプ

リン トしなければな らないが,所 要時間 は第1段 階で48秒,第2段 階の出力で95秒 の合計

143秒 で あ った。データが大量になればなるほど,出 力時間は節約で きる。

現状 のNEEDS-TSの 料金体系で は,1秒 当 り100円 以上 にな るので,こ の 出力サ

ンプルで は2万 円前後 とな り,割 高の感は否めないb少 くとも3分 の1以 下 の料金 にまで

安 くする必要があるが,既 存商品 との兼合いと,情 報の流出問題 もあ り頭の痛 いと ころで

あ る。大学向け等 の教育 ・研究用 として,提 供時間帯を考慮 すれば実現の可能性が高 い。

例 えば平 日の19時 以降 とか,土 曜 日や 日曜祭 日の終 日であれば,か な りのデ ィスカウ ン ト

も可能であ る。 米国のCompuserve社 の情報サ ー ビスはパ スワー ド数30万 を優 に越え,今 で

も高 い伸 びを維持 しているが,こ の発展 の発火 点 とな ったのが,夜 間および休 日の デ ィス

カウ ン トサ ービスであ った。

以上の3タ イプの ダウンロー ドの事例 は,デ ー タを どのよ うな出力形式で取 るかの違い

で あったが,パ ソコンでの計量分析において最 も厄介なのが季節変動 調整 の処理で あろう。

EPA法 とか簡便移動平均処理 タイプの ものはい くつか見かけるが,日 本 の官庁統計の標

準 タイプであるセ ンサス局法X-11に 関す るソフ トは皆無 である。 したが って計量経済モ

デルの構 築をは じめ とす る各種 の経済分析に際 して,季 節調整済み系列 を必要 とす る場合

は,予 めホス トコ ンピュータで季節調節をする必要が生 じる。 日本の官庁統計で主要な も

の は原計数 と季調済みの2本 立てで発表 されるケースが多 いので便利 であるが,マ クロモ

デルでよ く使 いかっ季節調整済みのデータがないのが 国民所得統計 の 「家計可処分所得」

であ る。 そ こで,第4の 事例 として,表5に おいては,マ クロモデルでポ ピュラーな消費

関数を想定 して,民 間最終消費支出の季調済み 系列 と,家 計可処分所 得の原計数を季節調

一147一



例1.NEEDS-TSソ フ ト

COMMA/M)?SOS:S=CENT

"MARS"の 操 作 例

SOURCEISCENT

co㎜)?DouT:cQ,83To85,GNP80,cP80,工oP80ToDouTsAi£PLE/No1

DotiTSAMPLE1NO1 CREATED.

COM醐D?DOUT‡(CREC■YES)C

DOUTSAMPLE/NO2CREATED.

83TO85GNP806PSOエOP80TODOUTS迎LE/NO2

COMMAND?DOUT3(COMREiC=YES)Cq,83TO85 ,GNP80,CP80,10P80TODOUTSA氾LE/NO3

1)OUTS紬 £PLE!NO3CRE./KTED.

上 か ら順 に標 準形,コ ン トロール ・レ コー ド・オ プ シ ョン(CONTREC,CREC)を 指 定 した

場 合,コ メ ン ト・レコー ド・オ プ シ ョン(COMMENTREC,COMREC)を 指 定 した場 合 で す。MA

RSの 実 行 を終 え て か ら,CANDEの"LIST(L)"コ マ ン ドで 作成 した フ ァイル を 出 力 し

て み る と以 下 の よ うにな って い ます 。

LDOUTS齪LE/NO1

βF工LE(NE2DS)DOUrSALHPLE!NOlONPACK

100.G躍80Cq198301198504SUM1

20061699.762714・466349・873939.764778.166036◆0

30069355・977948・767761・669250.872ら64・381006.7

;8:cP803622。.53691713198;1;65.lgsrol、 、71警13,、 、,.838。19.,
60039164.543492.9'38424.239060◆540252.544705●8

70010PSOCQ198301198504SbNl

80010314・4「9252◆810691・211462・411265●810252・7

90011860.112898.812331●0 .II5i3・613492・614456.8

拶

LDOUTS.NV?LE/NO2

tiFILE(NEEDS)DOUTS紐{PLE!KO20NPACK

lOOZDATAOUTOPTIONS:7MTs(i1,DP)COLエ1TO72コ ン トロール'レ コー ド

200GNP80cQ198301198504suM1

30061699・762714・466349・873939・764778・166036・0

40069355.977948.767761・669250・872664・38ZOO6・7

500CP80Cq198301198504SUMl

60036220・536917・038165・642478.437447・838019・3

70039164・543492・938424・239060・540252・544705・8

80010P80『Cq198301198504SUM1

90010314・49252.810691・211462・411265・810252・7

100011860・112898.812331・011513・613492・614456・8

拶

LDOUTSA}但LE/NO3

fiFrLE(NEEDS)DOUTSALV2LE/NO30NPACK

100GNP80Cq198301198504SUMBエLLエO}{YEN=メ ン ト

200:GROSSNAT工ONALEXPENDITURE(80Y)

30061699・762714.466349・8

40069355.977948・767761.6

500CP80Cq198301'

600:PR工VATEFINALCONSUMPTION

70036220・536917・038165●6

80039164.543492.938424・2

900工OP80Cq198301

1000:GROSSDOME

110010314・49252・810691-◆2

1200i1860.112898●812331●0

9

73939.7

69250.8

198504SUM

EX?END工TURE(80Y)

42478.4

39060.5

198504SUM

64778.166036・0

72664.381006.7

BILLIONYEN

37447・838019・3

40252・544705.8

BILL工ONYEN

STICF工XEDCAP工TALFORMAT工ON-PR工VATE-》!ACH工N£RYGEQUIPMENT(80

11462・411265・8!0252●7

11513.6'13492・614456・8
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例2.

COM}L蝋D?SOS:S=DA工LY

SOURCE工SDAILY

COnm?DOUT3D86言10JPTDHOOTODOUTSA}LPLE!NO4

DOUTSA}£PLE/NO4C】 迎 丁己D●

NAデ ー タ の 場 合,以 下 の よ う に 右 詰 め で □NA"と 表 示 ・さ れ ま す 。 た だ し,使 用 し た

変 数 は 為 替 ・金 利 日 次 デ ー タ(DAILY)のJPTDMOO(対 ドノレ円 レ ー ト,東 京 中 値)で す 。

LDOUTSA}四LE/NO4

1SFILE(NEEDS)DOU'rsAy.pLE/NO40NPACK

100JPTDMOOD1986100119861031AVG2

200154.30153.95154.10・NANA154.25

300154.00154.10154.35NANANA'

400154・50154●00154・00154●20154・30NA

500M、154・36154・73155.20156●00158.90

600NANA161.50159.25159.50■59●95

700161・50

拶

DATALIST日 次 データの出力例(対 ドル円 レー ト

^

CO}D1LsND?DL:(FORM=H)D,86三7TO86:10,JPTD}:00

・銀行間取 引)

W3305629(【Sl

DAILY

JPTDMOO

D1986:

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

WORKAREA)

7

162.80

163.90

162.50.

160.95

159.00

160.75

159.95

160.35

159.65

161.85

159.90

158.20

156.75

157.20

155.50

155.50

155.70

156.80

156.70

157.90

155.60

156.00

15'4.30

1986:8.

154.00

153.20

154.25

155.15

t53.70

153.95

153.60

153.70

154.50

1S3.65

153.35

154.00

t54.15

152.90
153.20

i53.00

153.90

153.75

155.10
154.85

156.10

1986:9

153.65

154.10

154.60

155.00

154.85

155.50

156.25

155.40・

155.05

i56.35

155.80

156.05

154.30

153.65

153.80

154.15

154.10

154.55

153.60

153.60

1986:10

154.30

153.95

154.10

154.25
・154 .00

154.10

154.35

154.50

154.00

154.00

154.20

154.30

154.36

154.73

155.20

156.00

158.90

161.50

159.25

159.50

159.95

t61.50
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CO,MMANI)?DOUT:(Fl1'r=(12DP))M75TO88
[Dτ]TOFUJI/DI88

FUJI/DI88CREATED .

COMMA}OD?D,N「

‡‡EOT]7:55:56SYS'rEM=35(*)

‡‡ET=10:01.9PT=1 .7TO=7.9

GFUJI/DI88

#N"ORKFILEFUJI/DI88:

L

100DIDXL

20023.1

30076.9

40084.6

50088.5

60069.2

70〔 〕15.4

80057.7

90076.9

100061.5

110061.5

120046.2

130015.4

140030.8

150053.8

160038.5

170057.7

180076.9

19007G.0

20〔 〕069.2

210050.0

220053.8

230030.8

240046.2

250023.1

260076.9

2700100.0

280076.9

290030.8

3000DIDXC

31004.5

320063.6

330081.8

340072.7

350072.7

360018.2

370072,7

380090.9

390063.6

400090.9

4ト{〕072.7

420013.6

430027.3

440072.7

450036,4

46r〕{〕27.3

470072.7

480050.0

490095.5

500090.9

510063.6

520050.0

530027.3

540〔 〕27.3

550059,t

5600100.〔 〕

5700100.0

580068.2

SEQ,174RECORDS,SAVED

ユ

ー

0

0

－b

5

7

7

Q
)

9

3

2

8

0

8

2

5

1

2

3

9

R

4

3

8

5

6

3

4

5

1

0

8

0

8

4

5

3

8

2

0

9

1

4

8

0

0

4

4

0

7

4

8

2

3

7

9

0

8

1

8

2

0

2

8

8

9

9

.

・

・

●

.

.

.

.

・

.

.

・

・

」

.

"

.

.

.

・

"

.

・

・

.

'

.

●

・

・

"

・

・

'

.

`

"

.

・

.

.

・

.

・

…

.

.

、

.

.

・

.

.

.
2

9

0

0

3

9

1

3

6

2

6

0

5

2

0

8

4

2

5

8

M

O

1

0

1

6

4

7

1

8

0

0

9

6

1

0

0

6

6

0

2

6

1

8

7

2

0

0

1

M

O

9

0

6

0

3

6

6

4

6

3

5

6

6

2

4

9

7

3

1

4

3

3

8

9

6

3

8

0

8

3

5

7

8

6

0

9

3

8

5

3

8

0

7

3

3

1

2

7

9

0

8

3

6

0

4

3

5

7

7

1

1

1

1

1

2

2

.

1

1

0

2

2

0

2

9

6

8

5

2

9

5

3

2

5

8

3

3

5

2

8

2

7

9

2

4

8

9

9

3

9

8

1

2

3

1

5

2

9

0

2

5

4

2

2

5

0

9

3

8

8

8

6

8

8

「2

2

8

.

・

δ

.

・

.

φ

.

.

ぶ

.

.

シ

.

.

・

・

.

.

◆

8

・

δ

◆

■

■

.

…

.

.

.

・

.

4

・

.

.

.

.

.

・

"

.

8

.

・

…

.

.

・
0

6

6

0

6

6

4

3

1

9

6

8

2

G

8

3

2

2

1

6

9

8

2

0

8

6

1

0

0

7

0

1

9

8

7

9

4

8

0

0

8

4

6

8

8

5

0

0

7

9

3

0

4

0

0

9

9

3

5

4

4

4

7

3

5

6

6

7

3

4

4

3

5

9

9

6

4

1

1

7

9

6

3

8

9

9

7

9

8

1

7

5

6

9

0

6

5

3

1

6

9

0

9

7

1

5

8

8

3

3

6

6

5

1

1
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8

8

3

4

0

9

1

8

9

0

9

3

8

8

5

5

2

9

2

0

1

9

4

0

5

7

2

9

9

2

8

8

2

5

6

2

5

2

9

9

7

2

3

1

8

3

9

6

0

1

8

9

6

4

4

8

9

2

・

.

・

.

.

'

.

.

・

.

.

…

s

.

・

・

.

.

・

.

・

◆

.

,

・

.

.

.

・

・

"

・

・

.

.

.

.

・

.

.

・

・

'

・

・

.

◆

.

.

.

.

.

・

.
3

0

2

5

0

6

3

0

6

0

6

2

3

3

8

1

9

6

6

0

0

6

0

5

2

8

0

0

9

1

1

8

5

3

8

5

8

0

0

2

R

7

9

-

7

0

3

5

3

6

4

5

5

3

6

9

5

3

4

1

5

7

2

3

7

0

7

4

5

5

3

6

6

7

4

5

4

8

0

4

2

6

9

9

6

8

8

1

4

6

1

4

6

9

9

7

6

2

3

7

9

6

7

5

7

8

]

1

5

7

6

1

G

l

G

V

V

A

A

タイプ3

8

8

5

4

5

2

8

8

5

2

8

2

7

5

8

8

2

6

2

3

9

8

6

3

6

2

1

1

.

・

.

.

・

.

.

・

・

,

・

右

・

・

.

タ

.

.

.

・

・

.

・

"

.

.

・

・
0

0

8

5

8

9

0

3

1

9

3

9

7

8

0

3

9

4

6

8

6

3

4

2

4

6

3

3

8

3

3

1

3

6

3

5

6

6

5

6

5

3

3

5

6

8

4

5

7

5

8

4

3

4

7

7

5

5

2
6

4
7

0
8

0
4
3

5
4
9

2
9
2
3

1
3
9
8
3
2

5
9
2
0

4

5

8
3

6
2

0
1

0
6
7

5
6
0

8
0
8
7

9
7
0
1
7
8

4
0
8
0

5

4
6
6

3
7

0
8

0
8
2

4
3

9
1
4
6
7

5
7
9
3
2
6

5
9
1
9

1

1

5

6

1

1

5

4

1

4

6

9

5

2

7

5

0

3

9

6

1

3

7

5

2

8

1

7

6

9

.

.

・

・

…

.

.

.

・

.

.

.

.

.

・

◆

.

・

・

.

.

・

.

◆

.

・
1

4

3

3

8

5

3

5

4

6

1

9

7

8

0

2

6

4

3

8

7

1

9

0

3

7

4

6

6

3

2

2

3

6

2

1

8

7

6
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7
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2

5
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6
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2

5
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7

6

2
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1

6

9

7

0

7
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5

0

2
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7
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4
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4

8
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0

3
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3
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0
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整 したデータのダ ウンロー ド事例を紹介 してお く。

表5季 節調 整処理 とダウ ンロー ドの事例

COMMAND?EDΩC:(MODE=一

(A)WO901010([S]WORKAREA)

(B)CENT

最 終 消 費 支 出(季 調 値)

8:3(1988:2)

来斤 目:88/12/06

最 終 消 費 支 出(実 質 ・ 季 調)

8:3(1988:2)

新 日:88/12/06

分 所 得

8:1

新 日:88/12/22
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COMMAND?1・

YDH@

YDH@S

COMMAND?◆

CENT

(3)

(5)

■

CQ,1955:1TO1988:1(SWA)

CQ,1955:1TO1989:1(SWA)

=V=

季調済み系列
季節指数

～ 可処分所得についてセ

ンサス局法で季調変動

調整を施す。

**

WO901010([S]WORKAREA)
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この 出力 段 階 で ダ ウ ン ロー ドの 指示 をす る。

家計可処分所得
一 －

CP@CP80@(3)YDH@(5)

(名 目)(実 質)(デ フ レ ー タ ー)(季 調 済 み)(季 節 指 数)

5536.682◆3

5314.223836.722.35783.587.4

5527.024695.522.46363.697◆9

5693.325464.222.46578●2132.2

5902.926323.822.46528.782.5

5990・826588.122.56750.187.5

6088.426958.622.66746.398.0

6228.327118.823.07143.4131.8

6465.327964.223.17530.782.7

6710.928613.123.57482◆087.6

6872◆429046.823.77709◆798.3

7047◆629911.623◆67714.2131.2

6986.129897.423.47834.282.6

7216.430623.623.68007.088.2

7331.230988.223.78198◆498◆5

7521.431376.124.08437.1130.4

7758.032090.924.28686.082.5

7979.432841.124.39132.588.7

8454.234586.324.49349.398.9

8365.633715.724◆89701.71129.7

8954.836068.024.810061.782.3

9124.336085.525.310545.689・2

9520.437242◆225.610946.499.3

9883.738398.825.711279.2129◆0

10282.339473.326.011983.082.2

10703.240409.426◎512343.089.7

11171.741104.427.213061.599.5

11814.142236.328.013668.5128.5

12159.142954.428.314028.182.0

12425.943546.028.514435.9'90.4

12686.843921.628.914932.2'99.5

13238.445180.029.315176.5127.8

13793.045961.630.015515.481.9

14496.047120.630.816821.291・3

15161.248495.231.317231.899.3

15506.749405.731.418099.0127.1

16042.851262.2,31.318741.282.1

16950.653013.132.019359.692◆0

17313.053572.632.319888.299.2

17690.453883.732.8
,20542..3126.2
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1965:1

19652

19653

19654

18302.4

18877.0

19466.7

20149.7

54463.3

55132.4

56406.3

57779.9

33.6

34.2

34.5

34.9

21543.0

21825.6

22618.4

23089.1

F◎

6

8

7

2

ウ
一
Ω
V
5

8

0
∨
9

ウ
一

1

1966

1966

1966

1966

■⊥

9
●
3

4
^

21005.9

21736.0

22355.4

23267.4

59454.4

60649.1

61960.8

64055.7

35.3

35.8

36.1

36.3

23863.2

25243.9

26182.3

26318.9

83.0

92.9

98.3

125.7

1967:

1967

1967

1967

-

う
●
3

4

24107.2

24940.2

25792.5

26565.2

65490.9

67542.9

69169.8

69672.6

36.8

36.9

37.3

38.1

26874.6

28469.2

28826.7

30948.9

83.2

93.0

97.7

126.1

1968:

1968:

1968:

1968:

-

う
●
り
0

4

27287.7

28452.0

29359.2

30512.1

70551.9

72957.1

74604.3

76790.5

38.7

39.0

39.4

39.7

33268.2

33037.8

34574.6

35437.3

83.3

92.7

97.7

126.4

1969:

1969:

1969:

1969:

-

う
一
3

4

31355.1

32777.3

33808.3'
34961.7

78622.1

80883.4

81838.5

84249.1

Q
∨
5

3

5

・

.

●

●

9

0

1

1

匂
U
4

4

4

36161.1

38255.7

40177.6

42036.0

83.1

92.6

97.9

126.3

1970:

1970:

1970:

1970:

1

2

3

4

36508.4

37458.4

39113.5

39981.8

85269.0

86305.7

895・46.5

88992.9

42.8

43.4

43.7

44.9

42299.3

45175.9

46613.8

48364.5

83.0

92.7

98.4

125.8

1971:

1971:

1971:

1971:

1

9
一
3

4

41258.2

42554.2

43651.5

45143.2

90502.2

91926.3

93050.2

94636.3

45.6

46.3

46.9

47.7

51079.0

50896.7

52528.5

52839.1

1

7

8

4

◆

●

●

●

3

2

8

－b

8

9

9

う
一

1

1972:1

1972:2

1972:3

1972:4

1973:

1973:

1973:

1973:

1974:

1974:

1974:

1974:

1975:

1975:

1975:

1975:

1976:

1976:

1976:

1976:

1977:

1977:

1977:

1977:

1978:

1978:

1978:

1978:

-
凸
9
帥
nJ

4

ー

ウ
一
3

4

-

う
一
3

4

-
凸

9
一
3

4

-

う
一
3

4
4

ー

ウ
一
3

4

46577.7

48906.3

50799.0

52758.9

55753.2

57953.6

61190.3

65504.7

66353.2

70865.5

75153。0

78282.6

81186.7

83463.2

85571.7

88224.2

90718.9

94002.6

97452.9

100233.0

103445.3

106387.0

108337◆3

109793.8

113457.0

115691.6

119271.8

122635.7

97158.6

99906.1

102181.9

104983.6

108240.2

108484.5

110814.7

114114.3

107274.2

110033.6

112172.5

111131.5

113626.5

114657.3

115261.4

116361.1

116754◆1

117985.9

120028.4

121160.4

122289・2

123872.9

124653.9

125551.3

127634.5

128984.7

131397.5

134788.2
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47.9

49.0

49.7

50.3

51.5

53.4

55.2

57.4

61.9

64.4

67.0

70.4

71.5

72.8

74.2

75.8
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9
一
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9

●

●

7
'
Q
∨
1

9
」

7

7

8

8

84.6

85.9

86.9

87.4

88.9

89.7

90.8

91.0

55818。8

58746.1

60442.1

64040.2

67449.2

70530.3

76597。9

81669.9

80981.6

92785.6

97669.2

100087.4

102623σ7

106293.9

110398◆0

113571.4

118592.6

121710.6

124013.7

128207.0

130568.3

132873.4

136666.3

139601.3

145010.0

145577.0

146323.8

150909.6

82.9

93.0

98.9

125.4

82.3

93.4

99.1

125.4

81.6

94.4

98.9

125.0

81.4

95.2

98.6

124.4

81.5

96.2

97.9

124.1

81.6

97.0

97.3

123.8

81.5

98.0

96.7

123.6



1979:

1979:

1979:

1979:

1

2

3

4

125402.5

129133●3

131566.3

133639.3

137336.1

139322.7

140023.5

140190.6

91.3

92.7

94.0

95.3

152727.1

155091舎4

158479。7

160681.8

81.1

99.1

96.5

123.2

1980

1980

1980

1980:

ー

ウ
一
3

4

137612.5

140427.6

142631.1

144350.3

141109.8

141272.0

141385●2

141388.8

97.5

99.4

100.9

102.1

163222.7

169307.9

171728.7

173766.5

80.8

100.1

96.2

122.7

!

1981:

1981:

1981:

1981:

1

2

3

4

146033。8

147854.4

150148.1

153131.8

141515.0

142547・7

143264.6

144808.5

103.2

103.7

104.8

105.7

177205.7

179925.2

180016・1

183535.1

80.7

100.8

96.2

122.1

1982:

1982

1982

1982

1

2

3

4

155667.5

158419.8

160721.1

163229.9

146388.4

148503.2

149292.8

151393.0

106.3

106.7

107.7

107,.8

186406.8

186434.4

189186.4

192527.2

80.7

101.2

96.3

121.5

1983:

1983:

1983:

1983:

1

2

3

4

165250.5

166291.6

168497.9

170905.7

152165.0

153020.8

154161.1

155624.6

108.6

108.7

109.3

109.8

194056◆8

197707◆6

199536.2

199887・3

80.8

101.6

96.4

120.9

1984:

1984:

1984:

1984:

1

2

3

4

172999●7

174762.8

176723.5

179140.6

156745.2

157609.9

158196.2

159310.3

4

9

7

4

.

.

●

●

0

0

1

2

1

1
乙
ー
工
1

1

1
⊥
1

1

202647含5

204759.9

208213◆3

210499.1

81.0

102.0

96.4

120.3

1985:

1985:

1985:

1985:

-

う
一
3

4

181593.0

183592.8

185194.4

188264.0

160417.0

161714.2

162408.1

164502.0

113.2

113.5

114.0

114.4

212912.2

216893.7

217061.2

219786.5

81.2

102.2

96.4

.119.9

1986:

1986:

1986:

1986:

1

2

3

4

189235.6

190755.8

193347◆9

192511.3

164765.6

166448.9

169003.1

168712.4

114.9

114.6

114.4

114.1

223117.1

225608.3

226579.4

228008.3

f811."6
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1987:

1987:

1987:

1987:

1

2

3

4

195301.5

198283.2

201373.4

202171.7

171613.8

173092.9

175339.0

176966.2

113.8

114.6

114..8

114.2

228758.4

229032.2

232550.5

236095.6

81.9

102.2

96.4

119.5

1988:

1988:

1988:

1988:

1

2

3

4

206032.7

207388.2

211697.O

180839.0

182010.8

184581.3

⑲

9

7

3

3

4

1
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1

1

1

1

241295..1 82.1

102.1
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V皿.ダ ウ ン ロ ー ド と ス フ。レ ッ ド シ ー ト

16ビ ッ トパ ソコ ン ・ワープ ロの普及 とモデムの低価格化,通 信 ソフ トの使 いやす さによ

って,個 人ユ ーザがデータベースにアクセス し必要な情報 を引 き出す ことがで きるよ うに

なった。 しか し,電 話料金 ・デー タベ ース使用料金等の問題があ りほ とん どが企業の利用

であ り,個 人ユ ーザは一部の人が利用 しているにすぎない。国民経済計算 ・国勢調査 ・工

業統計 ・IFS等 の官庁統計 に類す る ものは企業が日経NEEDS-TSを 利用 してお り,

個人ユーザはそれ ほど多 くないと思われ る。個人ユーザが利用 して いる数値統計 は株価情

報 ・企業情報であ る。最近のハ ンディワープロにはモデム組み込みの もの もあ り,こ れ ら

とパ ソコンを含めた普及台数 は数百万台に達 していると思 うが,通 常の生活で は数値情報

を必要 と しないため個人ユーザが少 ない理 由であ る。 これに反 してPC-VAN・NIF

TY-Serve・ アスキ ーネ ッ ト等のユーザ は増加 している。 これ らのパ ソコ ン通信 ネ

ッ トワー クが商用データベースにゲー トウェイサー ビスを している ことと,一 部のマニヤ

で始 まったBBSが 通信 ソフ トの使 いやすさとホス ト局 が誰で もア クセスで きるよ うに と

い う考え方で メニ ュー方式を採用 してい るため初心者で も比較的容易 にア クセスで きるよ

うになったか らであ る。 この研究委員会で も議論 されたが初心者には メニ ュー方式,馴 れ

た人にコマ ン ド方式 というよ うに,ユ ーザが切替えて利用で きる システ ムを開発 しなけれ

ばな らない。

別の委員会で モデル開発のため1970年 第1四 半期か ら88年 第2四 半期,約250系 列の時

系列 データを集め る必要か らデータベ ースにア クセスす ることがあ り,そ の中の一部を ア

クセス しダ ウンロー ドしたのでその結果を述べてみたい。

1.ア ク セ ス し た 数 値 統 計 デ ー タ ベ ー ス ・セ ン タ ー の 概 要

ア クセ ス したセ ンターは,官 庁が公表 している主要経済データ(表1参 照)を 保有す る

企業 向けのセ ンターである。

このセ ンターにアクセスすると,① データ検索 ・加工,② 回帰分析弍式 の推定),③ マ

クロ経済モデルの利用,④ ユーザ ・モデルの作成 と運用,⑤ グラフ作成 がで き,メ ニ ュー

方式で実行することができる。 また,検 索 して得たデータや加工 したデ ータ等 を このセ ン

ターの コ ンピュータに保存 してお くこともで きる。
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表1デ ータベース収録統計一覧

国民経済

1.国 民経済計算年報

2.民 間企業粗資本 ス トック

財政 ・金融

3.財 政 金融統計月報

4.経 済統計月報

5.東 証 統計月報

産業活動

6.通 産統計

7.建 設統計月報

8.工 業統計表

9.機 械受注実績調査統計表

10.エ ネルギー生産 ・需給月報

11.企 業短期経済観測調査

12.景 気動 向指数

13.法 人企業動向調査報告

14.法 人企業統計季報

貿易 ・国際収支

15.外 国貿易概況

16.国 際収支統計月報

17.国 際連合統計月報

物 価

18.物 価指数月報

19.物 価統計月報

消 費

20.家 計調査報告

21.商 業動態統計月報

労働 ・人 口

22.毎 月勤労統計調査報告

23.労 働統計年報

24.労 働力調査報告(年 報)

25.職 業安 定業務月報

その他

26.農 林水産省統計表

27.SurveyofCurrentBusiness

データには全てのデー タにコー ドが付 いてお り,① データ検索 ・加工の次の五 つの機能

の中か ら選択 し,デ ータ系列 コー ドを入力 して必要なデータを引き出す ことがで きる。

1)デ ー タ収録状況の閲覧。

収録 されてい るデータの内容,単 位,期 種,収 録開始 ・終了期,デ ータ特性 の出力。

2)収 録 デー タの出力。

収録 されているデータの全期間の出力。
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3)検 索および加工。

検索 データの指示された期種,期 間のデータの出九 加減乗 除 ・関数 による加工。

4)検 索 ・加工 とコー ド変換。

検索 ・加工 されたデータをユ ーザ独 自の コー ドに変換す る。

5)グ ラフ表示。

検索或 いは加工 したデータを グラフで表示する。

2.デ ー タの ダ ウ ンロー ド

セ ン ター に ア クセ ス し,IDと パ ス ワー ドを 入力す る と,次 の よ うに 表示 され る。

入力欄

1.デ ー タ検 索 ・加 工

2.方 程式 の推 定

3.モ デル の利 用

4.ユ ーザ モ デ ル の作 成 ・変 更

5.ユ ーザ モ デ ル の利 用

6.グ ラ フ ィ ックデ ー タの 入力

7.グ ラフ ィ ックデ ー タの 出力

X.終 了

_部 に,こ れか ら用い る機能の番号を入力 し,〔 実行〕

キーを押 して くだ さい。

上 の画面で1を 入力す ると,次 のよ うに表示が変わ る。

一 番上の機能 の種類
_部 に利用す る機能の番号を入力 し,プ リンタ出力_部 は1～6を

選択 した場合,プ リンタ出力を同時に行 うので必要なければブ ランクにす るか0を 入力す

る。
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機能の種類 =ニ 〉_プ リンタ出力==〉_ 保存 ==〉
一

1: データ収録状況 す る:1 する : ファイル番号

2: 収録デー タ出力 しない:0 しな い: 0

3: 検索 ・加工

4: 検索 ・加工 とコー ド変換

5: 検索 ・加工 とコー ド変換(一 括処理方式)

6: グラフ表示

7: ユーザフ ァイルの参照 ユーザ フ ァイル番号 ==〉

8': ファイルの転送FROM TO

X: 終了

利用 データ ==〉 ユ ーザ フ ァイ ル番 号 ==〉

1: セ ンタ ー デ ー タ フ ァイル

2: ユ ーザ デ ー タ フ ァイ ル

3: 上 の 両 フ ァイル(セ ンター フ ァイル優 先)

4: 上 の両 フ ァイル(ユ ーザ フ ァイル優 先)

3～5の いずれか選択す ると検索 ・加工されたデー タはユーザ ファイルに保存す る こと

がで きる。従 って,保 存の _部 に番号を入力す る。ブ ランクか0の 場合は保存 しないと認

識す る。

利用デー タの_部 には画面表示の下の1～4か らフ ァイルを選択 し番号を入力す る。 ブ

ランクの場 合は1の セ ンターファイルを選択 したと認識す る。

ユーザファイルは,セ ンターの大型 コンピュータを ファイル単位で借 りて利用す る場合

に入れる番号で1～5ま での ファイル数であ る。

そこで,わ れわれが必要 と したデー タを引出す ために機能 の種類3,プ リンタ出力0,
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保存0を 入力す る。

画面表示は次のよ うに変わ る。

期種

開始

終了

データコー ド

===〉

===〉 年

===〉 、 年

二==〉

期(月)

期(月)

デー タコー ド欄 に は以 下 の書 式で 必 要 なデ ー タ コー ドを指 定 して くだ さ い。

出力 した い デ ー タが1っ の場 合

===〉 デ ー タ コー ド

出力 した い デ ー タが2っ 以 上 の場合

===〉 デ ー タ コー ド:デ ー タコー ド:デ ー タ コー ド

期種は,月 次 ・半年 ・半年度 ・歴年 ・年度の6種 類があ り次のよ うな記号 で必要 な期種

を入力する。

月 次:MM四 半期:QQ半 年:CH

半年度:FH歴 年:FY年 度:FY

開始 ・終了年は,必 要 とす るデータの西暦年の下2桁 を入力す る。

開始 ・終了期 は,必 要 とす るデータの月 ・期,歴 年 ・年度の場合 は01を 入 力す る。

デ ータコー ドは,デ ータ系列 ごとに決め られたコー ドを入力する。複数の場合 は,:で

区切 り,10個 まで入力す る ことができる。

検索終了 は,常 にNOが 表示 されているので終了す る場合 は,YESに 変えて リター ン

キーを押す。

以上の ことがわか った ところで必要 とす るデータの期種 ・期 間 ・デ ータコー ドを入力 し

ダ ウンロー ドした結果が表2で ある(5系 列ダウ ンロー ドしたが全部を掲げるには真数が
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増え るだけであるか ら2系 列 に とどめ る)。 このデータベ ースは,プ リン トアウ トだけの

場合 は4系 列の表示であ るが,ダ ウ ンロー ドした時は2系 列ずっ読 み込 まれ る。

表2 ダウンロー ドの結果
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QQ83NEN3

QQ83NEN4

QQ84NENl

QQ84NEN2

QQ84NEN3

QQ84NEN4

QQ85NENl

QQ85NEN2

QQ85NEN3

QQ85NEN4

QQ86NENl

QQ86NEN2

QQ86NEN3

QQ86NEN4

QQ87NENl

QQ87NEN2

QQ87NEN3

QQ87NEN4

QQ88NENl

QQ88NEN2

**EDPPRINTEND

9435.060

10410.990

10330.520

10458.340

11052.420

11037.180

10837.330

10773.000

10560.730

10675.500

10371.600

11162.500

11200.900

1」318.900

11017.200

11613.800

12441.800

13027.700、

13434.400

13942.100

**

66349.790

73939.740

64695.720

66042.050

69424.220

77977.960

67954.620

69393.380

72858.330

81600.600

70051.300

70872.300

74661.800

83256.000

72889.700

73030.700

77887.400

87833.600

77836.900

76908.800

ノ

5系 列 の ダウ ンロー ドに要 した時 間 は,電 話 を掛 けセ ンターに接 続 され てか らID,パ

ス ワー ドを 入 力 し,メ ニ ュー を選 択 しデ ー タ コー ドを 入 力 して ダ ウ ンロ ー ドが 終 わ る まで

約4～5分 位で あ った と思 う。

この セ ンター は,企 業 向 け の デ ー タセ ン ターで あ るか ら企業 によ って 契約 基 本 料 金 が 毎

月10万 円か ら15万 円 と違 って い る。 また,デ ー タ利用 料 金 は従 量 制 でCPUタ イ ム1秒 当

り800円 で あ る。5系 列 の ダ ウ ンロ ー ドで約2秒 を 要 して い るので1,600円 とい う こ とに

な り,1系 列約300円 で非 常 に高 い と思 う。 この セ ンター は2,400bpsで 送 信 して い るが,

デ ー タ系列 を多 くダ ウ ンロー ドす る と相 当 の金 額 にな る。 また,デ ー タフ ァイル が 違 う系
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列,例 えば,国 民所得 ・貿易統計の輸出入 というようにフ ァイルが違 うデータを引出す場

合 はデータを検索す る時間 もカウ ン トされ利用料金 として請求 されるか ら更に高い料金 と

なる。従 って,こ の セ ンターのデ ータを利用す る時は,同 一 ファイルで系列数を少な くし

て時 間をできるだけ短 くし,何 回 もア クセスす る方が 同 じ数の系列 を1回 のア クセスで ダ

ウンロー ドす るよ りも料金が安 くな るとい うことである。

データベースの利用料 金は,契 約料金 ・フ ァイル接続料金 ・出力料金等が細か く決 め ら

れ ているが,デ ータ量によ って は個人ユ ーザの ほとん どが所有 している1,200bpsの モデム

で は電話料金 ・データベース利用料金が嵩み利用する ことが難 しくなる。将 来モデムのス

ピー ドが高速化されれば若干料金は下が ると思 うが,こ のよ うな料金体系では数値統計 デ

ータの高度利用と普及 は非常 に難 しいと思 う
。

料金体系 について従量制がよいか,固 定制がよいか は一概 にどち らと も言 えないが,官

庁統計のデータベ ースセ ンターが 開設 された時の利用料金はで きるだ け低価格 の料金体系

に しなければな らない。

3.ス プ レ ッ ド シ ー ト に つ い て'

ダ ウ ンロー ドした統 計 デ ー タを加 工 計算 した り,グ ラ フを作 成 した り,或 い は,経 済 モ

デ ルで 予測 す るため の デ ー タバ ン クを作成 す るに はLOTUS1-2-3,Multiplan等 の スプ レ

ッ ドシー トと称 され る表計 算 ソ フ トが 必要 で あ る。 ダ ウ ンロー ドした デ ー タはMS-DOSの 標

準 テキ ス トフ ァイル で あ るか らこれが 読 み込 め る もの で な くて は な らな い。

8ビ ッ トコ ン ピュ ー タの 時 代 は,加 工計 算 や グラフ を描 くた め に 自分 で プ ロ グラ ム した

もの で あ るが,16ビ ッ トコ ン ピュー タが普 及 す るに したが って色 々 な ア プ リケ ー シ ョン ソ

フ トが 発売 され たが,初 期 の もの は使 いに くい ものが あ った。 しか し,・バ ー ジ ョンア ップ

を重 ね,最 近 の ソフ トは非 常 に使 い勝 手 が良 くな って きた。 特 に,Multiplanは 使 い に く

い 印象 が強 く残 って お り,現 在 のVer.3.1は 使 いやす くな った と は いえ,Lotus1-2-3に

比 べ て馴 染み に くい。 これ はユ ー ザ の好 みの 問題 が あ るか ら一 概 に どの ソフ トが 良 い とは

言 え な いが,使 いや す い ソフ トを ユ ーザ が選 び使 い こなせ るよ うに な らな けれ ば な らな い。

代 表 的 な表 計算 ソフ トと して,Lotus1-2-3,Multiplan,SUPERCALC.3,VPplanner,

EXCEL等 が あ る。 以 上 五つ の ソ フ トは,す べ て ア メ リカで 開発 され た もの を 日本 語 対応 に

した もの で あ るが,日 本 で 開 発 され 現 在 テ ス ト中 の ビ ジネ ス用 統 合型 表 計 算 ソフ トSuccess

が あ る。
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表計算 ソフ トは,セ ル単位でデー タや計算式を入力す るためデータが入 って いるセルが

幾つ もある と移動や複写をす る ときに範囲指定を しな けれ ばな らない。Lotus1-2`3,

VPplanner,SUPERCALC.3は 行が数字,列 がアルファベ ッ トであるか ら比較的楽 に範囲指

定ができるが,Multiplanは 行 ・列共 に数字で あるか ら行 と列を指定 しなけれ ばな らない。

表計算 ソフ トで必要な機能 は算術関数 ・統計関数等の数 と グラフ作成機能,使 いやす くす

るためのマ クロプログラムの作 りやすさである。 これ ら表計算 ソフ トの関数 の数を比較 し

てみよ う(表3参 照)。Successに っいて は,株 式会社 サム シンググッ ドよ り特別に開発

途中の製品を提供 して もらい動か してみたので製品版 と異 なるか もしれないが,EXCELに

似 たようなマウスで動かす ソフ トで ワー クシー トの大 きさを 自由に変え られ,同 一画面上

に幾つ もの シー トを作 りそれぞれの表を参照 した りす ることがで きる。 また,範 囲指定 の

入力 は,Lotus1-2-3とMultiplan両 方の方式が使え るな ど優れた内容になっている。

/

表3関 数比較一覧表

、

Lotus1-2-3 Multiplan SUPERCALC.3 VPplanner Success

、

算術関数 17 16 9 19 28

統計関数 14 5 12 9 17

特殊関数 9 一 7 一 `9

論理関数 9 13 4 5 8

文字列関数 24 16 一 一 11

財務関数
114

8 5 5 8

日付関数 16 12 8 7 19

データベース関 数 7 一 一 9 一

その他関数 一 10 3 5 一

グラフ機能 有 無 有 有 有

これ らの表計算 ソフ トを利用するにっいて,デ ータを入力 したが計算式のいれ方がわか
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らないとか,テ キス トファイルが読み込 めないとか,セ ル幅の変更がで きない とか,印 刷

がで きないとかの初歩的な ことがわか らない人が多 い。

このよ うな ことが無いよ うに高校や大学で コンピュータを教え る際に,分 科系ではハー

ドや プログラ ミングを教え るよ り先 にアプ リケーシ ョンソフ トの使 い方を教え るべ きであ

る。色 々なアプ リケー ションソフ トが使え るようになると自然 にハー ドやプ ログラムやO

Sの こともわか って くる ものである。 これか らは誰で もコンピュータが使えるよ うにな ら

なければな らない時代が来 ることは間違い無いことで あるか ら,数 値統計データベ ースの

利用 と同時 に教 えなければな らない。そ うするこ.とによ って社会 に出てか らす ぐに役立 っ

ことにな る。
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